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　プレリュード




　世界の裏側に存在するもうひとつの世界。

　人間たちが住まう〝表ひよう界かい〟の影に隠かくされた裏の世界。

〝常識〟によって存在を否定された幻げん想そう、〝常識〟に守られる〝人〟にとって邪じや悪あくなる存在が集つどう場所―――。




　それは、〝裏り界かい〟と呼ばれた。




　そんな裏界の一いつ画かくに、空間のすべてがどこまでも広がる無限の青―――蒼そう穹きゆうによって支配された場所があった。

　空飛ぶものをあまねくその支配下に置く、強大な魔王〝蠅はえの女王〟ベール＝ゼファーの領域である。

　蒼穹の中心にたゆたうのは古こ城じよう。

　それこそが、この領域の支配者たるベール＝ゼファー……ベルの居きよ城じようであった。

　ベルの居城の最さい奥おう―――薄うすい闇やみに満たされた部屋がある。

　その玉ぎよく座ざに、ひとりの少女が座していた。

　十代半ばほどの可か愛わいらしい少女だ。

　ウェーブがかった銀ぎんの髪を揺らし、金色の瞳ひとみが蠱こ惑わく的てきに輝いている。

　少女の小柄な身体からだを包むのは濃こ紫むらさき色の衣ころも。表界は秋あき葉は原ばらに在ある私立輝き明めい学がく園えん―――その高等部の制服だ。その上から月と星の柄がらがあしらわれたポンチョを羽は織おっている。

　彼女こそが、ベール＝ゼファー。

　弱じやく肉にく強きよう食しよく……力こそがあらゆるものを統すべる裏界において、第二位の実力を誇ほこる強大な魔王である。

　ベルは物もの憂うげな表情を浮かべ、指先で軽く頰ほおを撫なでながらつぶやく。

「暇ひまね……なんか、世界とか滅ほろぼしたいわ」

　さらりと、ひどく物ぶつ騒そうな言葉を口にする。

　誰だれに告げるでもなく、なんの気なしに漏もらした言葉だったが……それに答えが返される。

「いきなりですね、ベル」

　ゆったりとした優しげな、声だった。

　その暗闇の中には、ベルの他にもうひとつの人影があった。

　ベルとは別の意味で目を引く、長く美しい髪の少女だ。

　青みがかった黒き髪は床に届くほど鬱うつ蒼そうと伸び、薄青の瞳は静けさを漂ただよわせて高い知性を感じさせる。身を包むのは、髪と同じ色を基き調ちようとしたドレスで、各所にあしらわれた白のレースがアクセントになっていた。

　なによりも少女を際きわ立だたせるのは、その手に持った革かわ張ばりの巨大な書物だ。

　少女の名は、〝秘ひ密みつ侯こう爵しやく〟リオン＝グンタ。

　この世のすべての秘密に通じるという、やはり魔王のひとりだ。

　大魔王の唐とう突とつな言動に動じることもなく、リオンは書物のページよりゆっくり目を離してベルを一いち瞥べつした。

　それを待っていたかのように、ベルの視線がリオンと交差する。

「なんか、面白いアイデアはないかしら、リオン？」

「唐突ですね、大魔王ベル。本当に気まぐれなお方だこと―――」

「だって、本当に暇なんだもの」

　もともと魔王という存在には変わり者が多い。

　しかしそんな魔王の中にあって、ベルは特に際立つ存在だった。

　自分の心を満たすことを第一義とし、そのためならばおのれにとって不利なことであろうと、あっさりと享きよう受じゆする。

　遊びに興きようじすぎて、たかが人間に敗北したのも一度や二度のことではない。

　それでも彼女の、楽しみをなによりも優先する性格が改善される傾けい向こうはなかった。

　三つ子の魂たましい、百までも―――これは人間が使う言葉だが、ベルのあの性格は恐らく死んでも治らない……リオンは常々そう想っていた。

　もっとも、当のリオンが変わり者ではないかというと、誰もが否定するところだ。

　リオンは本来、ベルとは敵対関係にある大魔王ルー＝サイファーに仕つかえる存在だった。

　だが、彼女はルー＝サイファーに願い出たのだ。

　ベルと共に在りたい、と。

　それは許され、今に至っている。

　なんらかの思おも惑わくがあるのか、ベルを観察して楽しんでいるのか―――。

　だが、そんなリオンの思惑など、ベルは気にかける様子もなかった。

　ベルは、憂うれいを帯びた声でリオンに言った。

「最近、ちょっとウィザードとなれ合いすぎだと思うのよ」

　表界に住まう人間たちを守るウィザードと、裏界に住む侵しん魔まは本来は敵対関係にある。

　理由は簡単だ。

　侵魔は、世界の上に万ばん物ぶつを〝存在させる力〟―――……すなわち〝プラーナ〟を人間から奪い取る人類の天敵だ。

　そしてウィザードとは、侵魔と同じく〝常識〟という縛ばく鎖さから解とき放はなたれ、地上より失われたはずの〝魔法〟を操あやつって侵魔を狩る者―――世界を守しゆ護ごする者たちなのだ。

　両者が敵対することは必ひつ然ぜんと言えるだろう。

　だが、そんな関係に変化が訪おとずれた。

　人間の住む表界に、世界の外側より共通の敵たる〝冥めい魔ま〟の侵入が始まったからだ。

　冥魔は人間も侵魔も等しく敵と見なし、表界も裏界をも滅ぼそうとする。

　それゆえ、ウィザードと侵魔が手を取り合う状況がめずらしいことではなくなったのだ。

　かくいうベルも、ウィザードと協力して冥魔を退しりぞけたことが幾いく度どかある。

　しかし―――。

　それで、侵魔の本質が変わったわけではない。

　侵魔は人を喰くらう者たちであり、人間は餌えさだ。

「……なんかさ、このまま人間どもに仲間意識をもたれるのも癪しやくだと思わない？　ま、魔王としての、本来の役目ってヤツをしたくなったってわけ」

「それで、先ほどの世界を滅ぼしたい発言ですか」

「そゆこと。それに今ね、いくつか表界を滅ぼす手段を思いついちゃったのよね」

　言うが早いかベルがすくっと立ち上がり、リオンを一瞥する。

　その口元にくすりと妖よう艶えんなる微笑を浮かべ―――宣言した。





「さ、始めるわよ。世界を滅ぼしに行きましょう？」
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　その日、世界に最悪の危機が訪おとずれようとしていた。

　東京、秋あき葉は原ばら。とあるカラオケ店の一室に、奇妙な男たちが集まっている。

　その数、七人。彼らの着ているブレザータイプの制服は、この店からさほど遠くない場所にある輝き明めい学がく園えん秋葉原分校高等部の男子制服だ。その姿だけを見るならば、下校途中でカラオケをしに仲間で立ち寄ったとしても、誰だれも不思議に思わない。

　しかし、全員が全員、目のところにのみ穴を開けた薄うす茶ちや色いろの紙袋を被かぶっているのは、異様以外の何物でもなかった。紙袋の額ひたいには、妙にファンシーにデザイン化された蠅はえのイラストと〈ＢＦＬ〉の文字が描かれている。

　彼らは、会員制ソーシャルネットワークなどで活動中の謎なぞのアンダーグラウンドネットアイドル、ベル＝フライを崇あがめるものたちの集団だ。

　その集団の名は、ＢＦＬ団。

　団員は世界中に存在し、その総数は万を余よ裕ゆうで超える。ベル＝フライへの愛があれば素す性じようは問わないというのが団の基本方針で、頭に被った紙袋が、団員幹部の証あかしだ。

　彼らの部屋の大画面テレビでは、何かのコラボレーションらしいアニメのプロモーションビデオが流れていて、美少女キャラクターが和わ気き藹あい々あいと会話をしている。

『はいかイエスで答えるのだーっ！』

『無む茶ちや言わないでください、えまーりゃん先せん輩ぱい』

　袖そでに〈団長〉と書かれた腕わん章しようをつけた学生が、プロモーションビデオをちらりとも見ずにカバンからノートパソコンを取り出し、テーブルの上に設せつ置ちした。

　ノートパソコンが開かれ、モニタにデスクトップ画面が表示された。ごく一般的なウィンドウズの画面だ。

「見たまえ、諸君！　我われらが女王陛へい下かより、ありがたい動画と指令を賜たまわった！」

　団員たちが、がさりがさりと被った紙袋を鳴らしてざわめいた。我先にとテーブルに身を乗り出してノートパソコンのモニタを覗のぞき込こむ。

「おお、動画！」「あの可か憐れんなお姿が動くのを見られるとは！」「何という僥ぎよう倖こう！」「ＺＩＰでくれ！」「ニコ動にうｐしてさらなる啓けい蒙もう活動を！」「早く再生しろ！」

　口々に、勝手に騒ぐ団員たち。団長が、だんっと拳こぶしで机を叩たたいた。

「一同、静せい粛しゆくに！　指令通達の確認が先だ!!」

　ざわっと一瞬、騒ぎの余よ韻いんが残る。そして団員たちは、テーブルを囲むソファーにおずおずと腰を据すえ直した。団長が胸を張って、やたらと大おお仰ぎような口く調ちようで告げる。

「騒ぐ気持ちは私もよくわかる。だが、落ち着きたまえ。浮き足立っていては、今回の指令はクリアできない。指令の難なん易い度どは確実に過去最高だ」

　団員のひとりが、むう、と短く唸うなった。

「あの〈行列のできる店スイーツ百選フルコンプ〉よりも、困難なミッションだということか――」

　再び、ざわりと団員たちが騒がしくなりかけた。

　機き先せんを制するように、団長がノートパソコンを操作する。

　動画が再生されるかと団員たちはごくりと喉のどを鳴らして黙だまり込こみ、モニタを見つめた。

　モニタにウィンドウが開く。表示されたのはメール画面だった。

　はぁと団員たちが落らく胆たんの息を吐つく――誰もが自然とメールを読み、そして再び息を飲んで身を固くした。

　メールの発信者は〈ベル＝フライ〉。その内容はまさしく今回の指令だったのだ。

「これを成なせと？」「何という高難度のミッションだ」「我らだけでは達成不可能じゃないのか」「どうする？」「無理だな」「失敗。それもまた、我らにはご褒ほう美びだが」

　無理難題。そんな表現が陳ちん腐ぷにしか聞こえない指令だった。

「確かに憂ゆう鬱うつになるほど難しい指令だ。しかし動画を見れば気き鬱うつも消し飛ぶだろう」

　団長は、ノートパソコンに動画を再生させた。

　Queen of Fly Presentsとロゴがある映画のオープニングに似たアニメーションがしばし表示された後、緩ゆるやかなウエーブの綺き麗れいな銀髪に金の瞳ひとみが印象的な、コケティッシュな顔立ちの美少女が映った。顔をよく見せたいのか、フレーム一杯に映っているのは上半身だけだ。

　少女が満面の笑顔で、顔の横で両手を開き、ぴろぴろと振る。

　団員が揃そろって、ごくりと喉を鳴らした。もはや騒いでいる場合ではない。瞬まばたきさえしてなるものかと食い入るようにモニタを見据える。台詞せりふを全て暗記するほどに繰り返して動画を見ている団長も、居住まいを正してモニタを正視する。

　少女――ベル＝フライの可憐な桜色に染まった唇くちびるが、言葉を紡つむぐ。

『みんなー、はろはろー♪』

　とろける甘い声音に、ガンッという石油缶を蹴け飛とばしたのに似た騒音が混ざったが、ベルの笑顔は瞬間接着剤で固められたかのごとく微び動どうすらしない。

『指令は見てくれたかなー？』ガンッ『ちょーっとぉ、難しいお仕事だと思うけどぉ』ガンッ『みんなだったらきっと達成できるよね？』ガンッ『期待し・て・る・よ♪』

　言葉の間に、ガンガンと騒音が混ざる。それでもベルの笑顔はわずかにも崩くずれない。

『任務達成できたらぁ……』

　ガンッという騒音と共に、ベルがすいっと眼を細めた。

　金の瞳に怪あやしげな光が宿る。極めて嗜し虐ぎやく的てきな、汚お水すい溜だまりに湧わいたボウフラを眺ながめるような眼まな差ざしのまま、ベルがささやく。

『ご褒美あげちゃう……ぞ[image: ]』

　団員全員が、ぶるっと身み震ぶるいした。紙袋の覆ふく面めんの中で、全員が揃って頰ほおを紅こう潮ちようさせているのは確実である。

『じゃあ、ばいばーい。みんな、あ・い・し・て・るぅん』

　ベルが両手で投げキスをした。同時にガガガガンッメゴッッと石油缶が蹴り潰つぶされたような騒音がしてベルの姿が消え、黒くなった画面の右下に©ベール＝ゼファーと愉快な仲間たち、と著作権が表示される。

　ベルが『演出担当者の命じた過か剰じよう演出に腹を立て、足下に置いた石油缶に八つ当たりしつつも、アイドルっぽく指令を伝える演技をどうにかやり遂とげた』と、団員の誰もが気付いていない。否いな、気にしていない。今見た映像が彼らにとっては全てなのだ。

　彼女のためなら死ねる。

　誰もがそんな決意を胸に立ち上がる。うむと団長が一つ頷うなずき、土足のままでテーブルに上った。指先をぴしりと揃え、右手を斜め上にばっと掲かかげる。

「我ら、ＢＦＬ団！　ベル＝フライのためならば!!」

「「「「「「世界も滅ほろぼせる!!」」」」」」

　その他六人の声が見事に重なった。団長を含めて七人全員が一呼吸置いて声を揃える。

『オォルハイィィィィル！　ベール＝ゼファー!!』

　ベール＝ゼファー。それが、ベルの正当な名前である。

　またの名を〈蠅の女王〉――偉大なる裏り界かいの大たい公こうにして、大魔王。

　その気になれば、気分転換のレベルで大陸一つを簡単に滅ぼせるほどの強大な力を持った侵しん魔ま――エミュレイターだ。無論、人間ではない。

　ベル＝フライは、ベール＝ゼファーが人の世に紛まぎれるときの偽ぎ名めいの一つだ。

　過去に幾度かこの偽名で、ベール＝ゼファーは生徒を装よそおって輝明学園に潜せん入にゆうしている。

　ＢＦＬ団団長はベルに魅みせられてしまった一人であり、この場の七人全員が、

『可憐であれば正体が大魔王でも構わない、むしろそれは我らにとってご褒美』

　という歪ゆがんでいるとしか言えない信念を抱いている。

　七人の団員幹部は、皆、ウィザードなのだ。

　エミュレイターの侵略から人間の世界を護まもるのが、ウィザードに生まれたものの義務である。輝明学園秋葉原分校という、一般の生徒を教育するその陰で、密ひそかに若いウィザードの育成をしている学校に彼らが通っているのもまた、将来、人間の世界を護るべく戦うためだった。

　今回のベルの命令は、明らかに世界に危機をもたらすものだ。

　だが、彼らにはそんなことなど関係ない――彼らはＢＦＬ団なのだから。

　ベール＝ゼファー讃さん美びの声を数度繰り返した後、団長は手を下ろし、一人の団員に顔を向けた。

「今回の指令は、我らだけではとうてい達成できない。そこで君の力が必要だ。侵魔召しよう喚かん師したる、君の力が」

　がさりと紙袋のマスクを鳴らし、その団員は力強く頷いた。

「……なるほど。そういうことなら任してくれ。何せ、俺たちは弱い。ウィザードとして最低レベルだ」

　周りの団員が、ぼそぼそと小声で同意する。

「確かに」「レッサーデーモンのワンパンチで死ぬからな、俺ら」「防御力は紙、攻撃力は爪つま楊よう枝じも同然だし」「って言うか柊ひいらぎ先輩とかが異常なんだって」「だよなぁ」

　こほんと団長が咳せき払ばらいをした。

「まったくもってその通り、我々は弱い。ウィザードではあるがろくに才能もない。おまけに存在感もない。一山いくらにさえなれない雑ざ魚こ中の雑魚、三さん下した中の三下ウィザード――だからこそ、だ。こんな我らに喜んで力を貸してくれる魔王もいる」

　侵魔召喚師の団員の目が、紙袋の穴の奥で光った。

「ああ。むしろ弱くてよかったと思えるよ――くっくっくっく。あんな爵しやく位い持ちの大物が、召喚に応じてくれるんだからな。あとはあの魔王にお任せで問題ない」

　弱くてよかった。これからも弱いままでいよう。むしろ強くなるものか。鍛きたえないことが一番だ。己おのれを甘やかして何が悪い。などと口々に団員たちが情けない言葉を交わし、テーブルの上に置きっぱなしだったメニューや歌本に手を伸ばす。

「ハニトーでも食べよっかな。お、コラボメニューがあるじゃん」と団長。

「えーとアニメソングの新曲は、と」と侵魔召喚師の団員。

「俺、コーラ。それとフライドポテト」「コーラ、も一つ頼むわ」

「ピザって有り？」「有り有り、とりあえず頼んじゃえ」

　団員の一人がカラオケ操作のリモコンを手に取り、慣れた手つきでメニューの注文や曲リクエストの入力をする――ＢＦＬ団は、基本的に程度の差こそあれども駄目人間の集団なのだった。




　ところ変わって、裏界にあるベル＝フライことベール＝ゼファーの居きよ城じよう。

　その一室で、ベルがふてくされた顔で問う。

「リーオーンー。ほんとうにあたしが、あんな真ま似ねする必要があったの？」

　造りのよいビロード張りの椅い子すに座り、膝ひざの上で開いた本に視線を落としていた黒髪の女が、顔を上げる。

　リオン＝グンタ。〈秘密侯こう爵しやく〉の名を持つ裏界魔王の一人である。

　あらゆる秘密が記しるされている膝の上の本を閉じ、リオンが顔を上げた。

「ええ、大魔王。全てはこの書物に書かれている通りです」

　涼しい顔でリオンがそう答えた。む、とベルが口を尖とがらせる。

「……ほんとうに？」

「はい。何でしたら確かめてみますか、この書物を」

　リオンが椅子に座ったまま、閉じた本をベルに差し出した。数歩離れた場所に立っているベルが、金きん箔ぱく押おしの装飾が施ほどこされた革かわ張ばりの本を半はん眼がんで見る。

　黙もく視しすること、しばし。ぷいっとベルは顔を横に逸そらした。

「嫌いやよ。余計なところまで見て、今回の作戦の結末を知るだなんてことがあったら、つまらないもの」

　リオンの本に記述されていないことなど何もない。当然、今回のベルの計画がどんな結末を迎えるのかも記されている。

　結末の知れたゲームほどつまらないものはない。それがベルの信条だ。

　そんなベルの信条をよく理解しているリオンが「そうですか」とわずかに口元をほころばせて本を胸に抱いた。

「――何か楽しそうね」とベル。

「ええ、楽しいですよ」とリオン。「あなたといると退たい屈くつとは無む縁えんでいられます」

　ベルはぴくりと眉まゆを動かした。

　――あの馬鹿アイドルみたいなムービー。ほんとに必要だったのかしら？

　――リオンが、あたしをからかっただけなんじゃ？

　――演技指導、リオンにしてはずいぶん乗ってたし。

　ベルの脳のう裏りで疑念がぐるぐると回る。一瞬、ちらりとリオンの本を見てみようかと考えてしまい、ぶんぶんと首を横に振った。自みずからに言い聞かせるようにベルが告げる。

「いいこと、リオン。わかっているとは思うけど、今回の結末をぽろっとしゃべったりしたら、たとえあなたであっても容よう赦しやなく滅ぼすわよ？」

「心得ています、大魔王ベル」

　リオンの微び笑しようがわずかに深くなった。このリオンが胸きよう中ちゆうで（だって。結末を教えないで見ているほうが楽しいのですもの）と呟つぶやいたことなど、ベルには知る由よしもない。
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　次じ元げんの狭はざ間まに浮かぶ壮そう麗れいかつ優美な姿の城、アンゼロット城。

　その一室。教室ほどの広さの部屋の壁かべ際ぎわに、超ちよう時じ空くう多次元機き甲こう特とく務む武ぶ装そう黄おう金ごん天てん翼よく神しん聖せい魔ま法ほう騎き士し団だん、ロンギヌスたちがずらりと並んでいる。

　部屋の中央。白しろ大だい理り石せきの床に、書かき初ぞめに使うような長い和紙が、黒い毛もう氈せんの下敷きと共に敷かれている。和紙の前に正座しているのは、白い小こ袖そでを朱しゆのたすきで縛しばり、肩に黒い仔猫を乗せた巫み女こ装しよう束ぞくの若い女だ。

　目を閉ざし、精神を集中している彼女の名は、赤あか羽ばねくれは。

　この城と同じ名を持つ世界魔術協会の長、世界の守護者アンゼロットに、守護者代行の職を預けられた陰おん陽みよう師じの娘である。

「はっ！」気合いを入れると、くれはは傍かたわらに置いていた太い毛もう筆ひつを手にした。だばんと音を立てて墨ぼく汁じゆうを満たした巨大な硯すずりに筆を浸ひたし、飛沫しぶきも気にせず和紙に挑む。

　たっぷりと墨汁を吸った筆が、ずばんと勢いよく和紙に叩きつけられる。

「ふっ、はっ、はわあっ！」

　鋭するどい呼気と共に、くれはが筆を走らせる。幾度か筆に墨汁を浸し直して、墨ぼつ痕こんも鮮やかにくれはが豪ごう快かいな筆ひつ跡せきで綴つづった文字は、




　　遺産連続強奪事件捜査本部




「これでよし！　うん、我ながら達たつ筆ぴつだね！」

　くれはは筆をおき、和紙を手にして掲かかげた。ロンギヌスの一人がするすると足音を立てずにくれはに近づき、恭うやうやしい仕し草ぐさで両手を差し出した。

　くれはが無む造ぞう作さに、和紙をロンギヌスに渡す。

「それじゃこれ、看板にして入り口の横に設置しておいて」

「御ぎよ意い」と和紙を受け取ったロンギヌスが身を翻ひるがえして足早に部屋の外に向かう。

　入れ替わりで別のロンギヌスが書道道具を片づけに来た。

「よろしくね」とくれは立ち上がり、部屋の奥に進んでロンギヌスたちに向き直った。

　くれはの背後に、天てん井じようから大きなホワイトボードが降りてきた。

　同時に、床から会議室にあるタイプの長机と椅子がいくつもせり上がる。

　壁際に控ひかえていたロンギヌスが全員、それぞれに席に着いた。

　ばんっとくれはがホワイトボードを片手で叩く。

「わかっているとは思うけど、事件はもう、起きているの！　それも世界規模で!!」

　くれはは黒いフェルトペンを手にし、ホワイトボードに向かった。

〈エクスカリバー〉〈ミョルニール〉〈アイギスの楯たて〉と、でかでかとホワイトボードに箇か条じよう書がきにし、三行まとめて大きな×印を重ねて書き込むと、くれはは朱しゆ袴ばかまの裾すそを翻してホワイトボードに背を向けた。

　エクスカリバーは、円えん卓たくの騎士で有名なブリテンの王、アーサー＝ペンドラゴンゆかりの聖せい剣けん。

　ミョルニールは、北ほく欧おう神話に登場する雷らい神じんトールの武具であり、またの名を〈粉ふん砕さいするもの〉という脅きよう威いの鉄てつ槌つい。

　アイギスの楯は、ギリシア神話にて神が持っていたとされる、石化の力を持つ魔物メデューサのレリーフが刻まれた、超常の楯。

　いずれも、この世に一つきりという伝説の武具である。

「三日前、イギリスのダンガルド魔術学園からエクスカリバーが。二日前、ローマ聖せい王おう庁ちようからアイギスの楯が。そして昨日、フィンランドの世界魔術協会支部からミョルニールが、何者かによって強ごう奪だつされたのは、みんな、わかっているよね？」

　くれはの問いに、ロンギヌスたちは沈黙をもって返答とする。くれはが話を進める。

「これも、みんな知っていることのはずだけど。これら〈遺い産さん〉と呼ばれる伝説級の武具はいずれも、誰でも使えるようなものじゃない。遺産と何らかの縁ゆかりを持つ、いわゆる〈転てん生せい者しや〉と呼ばれる特別なウィザードしか使えないんだよね」

　くれはの言葉通り、多くの遺産には正統な後継者が存在する。そしてほとんどの遺産は、そうした後継者の手にある。今回、盗まれてしまった遺産は全て、メンテナンスなどの目的で各機関が所有者から預かっていたものだ。

　奪われた各機関としては、堪たまったものではない。メンツ丸つぶれである。

　ローマ聖王庁がアイギスの楯を盗まれた時には、世界魔術協会は対岸の火事だと事態を静せい観かんするつもりでいた。だが昨日、協会のフィンランド支部で預かっていたミョルニールが強奪されてしまった。支部は壊かい滅めつ状態で職員たちのほとんどは意識不明。怪け我がを負わずに済んだ幸運な職員たちは、残念なことに事件の瞬間を目撃していない。

　支部には、ロンギヌスほどではないが強力なウィザードを何人も配置していた。

　彼らが手も足も出せずに遺産を奪われたのだ。

　強奪者がいかに危険な存在かは、考えなくてもわかる。

　故ゆえに急きゆう遽きよ、遺産連続強奪事件捜査本部を、くれは率ひきいる世界魔術協会が設もうけたのである。今の会議は、その第一回対策会議だ。

「誰でも使えるわけじゃない遺産を、誰が、何の目的で強奪したのか。まずはそこから考えないといけないと思う――ここで何か、質問とかあるかな？」

　一人のロンギヌスが静かに挙きよ手しゆをした。くれはが「はい、どうぞ」と発言を促うながすとロンギヌスは手を下ろし、座ったままで口を開く。

「盗まれた遺産に関わる転生者たちの洗い直しと、その結果は？」

「現在、情報部がその作業の真っ最中。でも、転生者たちの中に犯人はいないと思う」

　くれはの返答に、ロンギヌスが問いを重ねる。

「赤羽守護者代行。差さし支つかえなければ、その根こん拠きよをお話しいただけますか？」

「転生者が使用を目的で遺産を盗むのなら、自分に縁のあるものだけでしょ？　使えもしないものを盗んでも意味がないから」

　なるほどとロンギヌスは頷うなずいた。別のロンギヌスが挙手をする。

　くれはが視線で応じ、発言を許可した。

「遺産はいずれも芸術性と文化価値の高いものです。闇やみオークションなどで売り払い、金銭に換えるのが強奪犯の目的では？」

　お金ねぇ、とくれはが苦笑する。

「その線も薄いんじゃないかな。盗んで売るなら、もっと足がつきにくくて高値のつくものが、いくらでもあると思うし……うーん――それにどうやら、お金に困るようなタイプじゃなさそうなんだよね、強奪犯」

　くれはは真顔に戻り、腕組みをして軽く唸った。

　まだ裏付けが確定していない情報を口にしてよいのかどうか、考える。

　知らずにいたほうが危険かもしれないと、くれはは未確認情報を告げることにした。

「あくまで、現時点では未確認ってことを念頭に聞いてね。支部の強奪現場で検出されたプラーナの残ざん滓しによると、強奪犯はどうやら人間じゃなさそうなの」

　会議室に緊張が走った。構わずくれはは話を続ける。

「プラーナの痕こん跡せきはエミュレイターのもの。それもたぶん、爵位持ちの魔王級。ね？　お金に困るようなタイプじゃないでしょ」

　爵位持ちの魔王級エミュレイター。

　その言葉の意味する事実に、ロンギヌスの誰もが凍りつく。仮面の下の口元が、ひくひくと引きつっているものや、露ろ骨こつに唇が青ざめているものさえもいた。

　ロンギヌスは、ウィザードの中でも選えりすぐりの精せい鋭えい中の精鋭ウィザードを集めた、特殊部隊だ。そんな彼らでさえも、魔王級エミュレイターの存在の前には恐怖を禁じ得ないのである。

　魔王とは、存在自体が世界の危機なのだ。

「はわわ……言わないほうがよかったかなぁ」

　再び苦笑して、こりこりとくれはは頰をかいた。

　肩に乗っている黒い仔猫が「みにゅ」と同意するように短く鳴いた。

　この仔猫の名は、こねこまた。陰陽師であるくれはの式しき神がみだ。式神一式と呼ばれるタイプで、主あるじの魔力を体内にため込み、いざという時に主に還かん元げんする能力を持つ。再充電可能な非常用魔力電池のようなものだが、くれはにとってはペットも同然だ。

　こねこまたは、普段からあまりに自然にくれはの肩に乗っかっているので、今では誰も気にしない。

「んー。こねこまたも、そう思うんだ？」

　くれはは指をこねこまたの喉に持っていき、軽くくすぐった。みにゅごろみにゅごろと仔猫型の式神が嬉うれしげに喉を鳴らす。もはや式神というよりもただの仔猫だ。

　ひとしきりこねこまたを愛めでると、くれはは硬こう直ちよくしたままのロンギヌスたちに視線を戻した。顔の横で指を一本立て、左右に振る。

「そんなに緊張しなくてもいいってば。あたしも直接、魔王級と戦ったことがあるけれど、ほら、今、生きてるし。最悪でもうっかり死んじゃう程度だから、だいじょーぶ、だいじょーぶ」

　それは大丈夫と言わないのでは。

　そんな抗議の声が上がらないのは、くれはが守護者代行だからである。

　ロンギヌスという部隊は、今は異世界の危機を救うべくこの世界を留る守すにしている、世界魔術協会の本来の長〈真昼の月〉ことアンゼロットのためならば死をもいとわないウィザードで構成されている。

　そのアンゼロットが守護者の代行を任せたくれはの言葉は、ロンギヌスたちにとって、アンゼロットの言葉と何ら変わらない。すなわち、くれはに「世界のために死んで」と命じられたならば、ロンギヌスの誰もが「喜んで」と答えるのみなのだ。

　くれはは、いっそうロンギヌスたちの雰ふん囲い気きが硬直したのを感じ取り、苦笑して小首を傾かしげた。

「あのー。うっかり死んじゃうとか、いちおう冗じよう談だんのつもりだったんだけど……」

　この悪い雰囲気、どうやってなごませよう。くれはがそう困こん惑わくした時だった。

　入り口の向こうから、慌あわただしい足音が聞こえてきた。尋じん常じようではない動どう揺ようを感じさせる、けたたましい足音だ。

　何事だとざわめいた会議室に、直後、ロンギヌスが一人飛び込んできた。

「赤羽守護者代行、一大事です！　香港ホンコンの煌フアン家が預かっていた〈如によ意い棒ぼう〉が強奪されました!!」

　如意棒。西さい遊ゆう記きで有名な、かの斉せい天てん大たい聖せい孫そん悟ご空くうが使っていたという遺産だ。

　四件目の遺産強奪事件が発生した。その事実に、会議室に新たな緊張が走る。

「はわっ!!　人的被害の状況はっ？」とくれは。

「警備のウィザード部隊は、死者こそ出ていないものの全滅です！　ですが今回は犯人の姿の記録に成功しております、こちらに画像が！」

　事件を伝えたロンギヌスがくれはに近づき、ＵＳＢタイプのメモリを手渡した。

　メモリをくれはが別のロンギヌスに渡す。そのロンギヌスがホワイトボードを操作し、パソコンのキーボードに似たタッチパネルをボードに表示させた。ホワイトボード横のスロットにメモリを差し込み、タッチパネルを叩く。

　ホワイトボードがモニタ化して、静止画像が表示された。

　燃えさかる炎に巻かれた、遺産の管理室と思おぼしき部屋の写真である。

　高温の炎で空気が揺らめき、熱でカメラが壊れかけているのか、写真は不ふ鮮せん明めいだ。

　如意棒らしい物体を、壊れたガラスケースの中から摑つかみ取ろうとしているものの姿が小さく映っていた。ピントが酷ひどくぼけているが、背格好だけは見て取れる。

　つばの広い大きな帽子を被り、肩にショールのようなものを羽は織おり、腰には細身の剣を提さげている。体格は華きや奢しやで小柄――男装の麗れい人じんっぽい。

　くれははすぐさま、ロンギヌスの一人に命じる。

「これだけ姿に特徴があれば、犯人の素す性じようがわかるかも！　この画像を急いで情報部に回して、調べてもらって！」

「すでに解析中です！」

　メモリを持ってきたロンギヌスが即答した。捜査がさっそく進展すると誰もが思えるその言葉に、会議室の緊張感がわずかに和やわらぐ。

　次の瞬間。またも廊ろう下かからけたたましい足音が聞こえてきた。

　直後、部屋に再びロンギヌスが駆かけ込こみ、一通の封書を突きつけるようにくれはに差し出した。

「よよよよ、予告状です、守護者代行！」

「はわーっ？　予告状って、何の!?」

　ロンギヌスが答える前にくれはは、すでに封の切られている封書を受け取り、中身を取り出した。優雅な箔はく押おしの装飾が施されたメッセージカードである。





　　世界魔術協会の諸君、ご機嫌いかがかな？

　　一月××日午前零れい時。次のターゲットは天あめの叢むら雲くもの剣つるぎだ。

　　せいぜい綺麗に磨みがいていておいてくれたまえ。




魔ま騎き士しエリィ＝コルドンよりささやかな親愛を込めて






　目標と日時を告げる犯行の予告状だった。

　エリィ＝コルドン。

　予告状で名乗った通りの〈魔騎士〉の二つ名を持つ裏界の公爵。

　常に弱者の味方をするという魔王にしては奇妙な信念を持ち、己の主義を守るためならば同類であるはずのエミュレイターを敵に回すこともいとわない、風変わりな魔王だ。

　風変わりであっても魔王は魔王。やはり最悪の相手だ。

　次のターゲットとカードに記してある以上、これまでの強奪事件も全てエリィの仕し業わざと考えて間違いはない。

　エリィは四件の強奪を成功させ、ウィザードの組織を取るに足らないものと考えたのだろう。少しでも抵抗してみればいい。そんなエリィの高たか飛び車しやな余裕を、くれはは感じずにいられなかった。

　天叢雲剣は、日本に神かみ代よから伝わる神じん器ぎであり、遺産である。

　日本出身のくれはとしては、他の遺産にも増して奪われたくない代しろ物ものだ。

　犯行の予告日は、明日。もはやのんびりと対策会議などをしている場合ではない。

「ガッデム……！」

　アンゼロットが時折口にしたスラングと共に、くれはは無意識にカードを握にぎり潰つぶした。

　カードを握ったままの手を、ぶんっと振ってロンギヌスたちに命じる。

「犯ホ人シは魔王の一人、エリィ＝コルドンと確定したわ！　世界魔術協会の誇ほこりとウィザードの意地にかけて、絶対に次の犯行を防ぐよ！　まずは天叢雲剣の現在位置の確認！　警備計画を練り直すから、捜査と警備の協力を改めてローマ聖王庁、絶ぜつ滅めつ社しや、日本コスモガード連盟、並びに日本国政府に要よう請せい！　各員ただちに行動開始して、総力戦だよ!!」

『了解！』とロンギヌスたちの返事が重なる。成すべきことを成すために、全員が己の持ち場へと戻っていく。

　間もなく、会議室に残ったのはくれはだけとなった。

「エリィ＝コルドン……絶対に、あたしが捕まえてみせるんだから」

　決意を新たにし、くれはは己の執しつ務む室しつに向かった。
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　黄昏たそがれ時どき。夕日で朱あけに染まった秋葉原の街は、奇妙な緊きん迫ぱく感かんに満ちていた。

　緊迫感の源みなもとは、目立たないよう私服姿で街に紛れ込んだ、あまたのウィザードたちだ。

　この街の高台にある輝明学園秋葉原分校に通じる全てのルートを、世界魔術協会を始めとする幾つかのウィザードの組織が協力して警備しているのである。

　警備は輝明学園秋葉原分校に近づくにつれて強固になっており、いかなる魔王であっても、学園には簡単に入り込めないほどに、警備のウィザードたちの目が光っている。

　天叢雲剣があるのは、輝明学園秋葉原分校の裏手にある粗大ゴミ置き場の一角に立てられた、倉庫のような大型の平屋建てプレハブの中だ。

　プレハブの室内は、壁際にぎっしりと様々な機械が設置されている。化学工場と機械工場をごちゃ混ぜにした雰囲気だ。

　部屋の中央。金属製の大きな作業台の上、分厚い耐たい爆ばく耐魔法ガラスのケースに収められた剣がある。刀とう身しんから柄つかまでが一体の金属製で鞘さやはなく、日本刀よりも槍やりの穂ほ先さきに近い形だ。鉄とも銀とも金とも違う奇妙な輝きを放つ、緋ひ緋ひ色いろ金かねという神代の時代に製法が失われたと言われる特殊な合金製で、決して錆さびず、折れず、曲がらない。

　これが、天叢雲剣。

　別名、草くさ薙なぎの剣つるぎとも呼ばれる遺産である。当然、世界に一振りしか存在しない。

　くれははガラスケースのそばに立ち、隣となりにいる黒いローブ姿の女に笑顔を向けた。

「はわー。ヴィヴィ先生のところにあってよかったよ、天叢雲剣。ヴィヴィ先生のそばより安全な場所は、この地球上にはなかなかないもの」

　黒ローブのフードを目ま深ぶかに被った、その金髪碧へき眼がんの女が穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「そんな、買いかぶりすぎですよ。私はしがない迷宮の管理人ですから」

　錬れん金きん術じゆつ師しヴィヴィ。見た目は二十代の女だが、年齢は不ふ詳しよう。秋葉原分校地下に広がる学生ウィザード訓練用の月げつ匣こう型ダンジョン・通称スクールメイズの管理責任者であり、魔王級エミュレイターが相手でも単身で戦えるほどの凄すご腕うでウィザードだ。

　ヴィヴィの横にいる、輝明学園秋葉原分校高等部女子制服の上に薄灰色の袖付きローブを羽織った、中学生のように小柄な少女が、うんうんと頷いた。

「先生がいれば、うちは他に警護なんて不要やと思いますよ」

　関西弁の口く調ちようでそう言った彼女の名は、亜あ門もん光こう明めい。高等部の二年生、ヴィヴィの弟で子しの錬金術師だ。このプレハブは光明の錬金術工房なのである。

　くれはが笑顔で光明に頷き返す。

「あたしもそう思うから警備の重点は学園の外においてあるの。ヴィヴィ先生こそ警備の要かなめにして、最後の砦とりでってね」

　くれはの言葉は、プレハブ内にいる人間の数の少なさが証明している。

　くれは、ヴィヴィ、光明の他にはロンギヌス二名と、有志で警備に参加している数名の輝明学園の学生ウィザードのみだ。ロンギヌスはガラスケースの左右に立ち、学生ウィザードはプレハブの入り口を固めている。

「お二人とも、あまり私をあてにしすぎないように。万全な警備という言葉はあれども、事実上、万全というものは実現が限りなく不可能です。どこに落とし穴があるか知れたものじゃないのですよ。仮にもし私が遺産強盗の共犯者だとしたら、どうします？」

　戒いましめるようにヴィヴィが言った。

「そんなん、うちにはどないもできへんです」と光明が真顔できっぱりと即答し、

「さすがにそれだと、お手上げかなぁ」とくれはが微び苦く笑しようして少し遠い目をした。

　ヴィヴィが深く深く嘆たん息そくした。

「……世界に新たな危機が迫り、前よりもいっそう精せい鋭えいウィザードの力が必要だというのに――今のあなたたちの言葉を聞いたら、アンゼロットもティーカップを叩き割りそうですね」

　すいませんと光明が恐きよう縮しゆくし、はは、とくれはは困惑顔で笑った。

「我が身の不ふ甲が斐いなさは反省するとしてですね。この天叢雲剣ですけど、どうしてここにあるんです？」

　大急ぎで学園周辺に警備網を展開することを優先したため、くれはにはまだ頭に入れていない情報が幾つかあった。正統後継者が所有しているべき天叢雲剣が、ヴィヴィの手元にある理由も未確認の一つだ。

「うちが、先生にお願いして借りてもろたんです」

　答えたのはヴィヴィではなく光明だった。

「借りたの？　何のために？」

　くれはの質問に、光明の瞳が輝いた。およそ錬金術師という存在は研究者気質かたぎのものが多い。そして己の研究を他人に認めさせたいという欲求が強い。

　がっと光明が小さな拳を固め、早口で語り始める。

「遺産と同等の性能を有しつつも使用者を選ばず、かつ、量産の可能な高性能武具の開発です！　そのためにはまずオリジナルの素材、霊れい的てき構こう造ぞう、物理構造、その他もろもろの情報を完全に解かい析せきし、理解し、その上で使用者を限定している要素のみを取り除き、性能を損そこなわないように、しかし扱いにくさが軽減できるように、精せい緻ち極きわまりない調整を施しつつ錬れん成せいせんとあかんのですけれど、様々な遺産が量産された暁あかつきには、侵魔も冥めい魔まも敵やあらへんと思うのですよ！　そこでうちが不眠不休でその研究をしてるんです、今。ほんまはエクスカリバーを借りたかったんですけど、そっちは貸し出し許可がもらえへんかったんです。で、借りれそうなものはと先生に頼んで調達してもろたのが、この天叢雲剣やったんですけれど――……なんでこれ、緋緋色金なんて厄やつ介かいな合金でできとるんやろ。おかげで苦労が何倍にもなってしもてます、はあ」

　言葉の最後はいささか調子がトーンダウンし、ため息と共に光明が口を閉ざした。

　ヴィヴィが嬉しそうに言う。

「いいではありませんか、緋緋色金。この錬成ができるようになったら一人前と認めてさしあげますよ」

　師の言葉に弟子が肩を大きく落とす。ヴィヴィが簡単に弟子を一人前と認めるような師ではないと、光明は誰よりもわかっているらしい。

「…………それってめっちゃハードル高いゆうことですよね」

　光明の説明を半分も聞き取れなかったくれはが、横から問う。

「ええと。つまり、レプリカの研究してるんだよね。研究、進んでるの？」

　ぇ、と光明が小さく漏もらし、ややあって渋しぶい顔をした。

「……上手くいってないの？」

「正直、難航してます。今までに何本かレプリカを造ってみたんですけど、完成にはほど遠いと思てます、謙けん遜そんでもなんでもなく。一番出来のいいのを今度、後継者さんに試ためしに使ってみてもらう予定なんですけど……たぶん簡単にへし折れちゃいます。ほんと緋緋色金の錬成が上手くいかへんのです。本物みたいな綺麗な輝きやのうて、斑まだら模も様ようのねずみ色になってまうんです。困ったなぁ。何かいい打開策、知りません？」

　唐とう突とつに光明に意見を求められ、くれはは一歩後ずさった。

「はわわ、それは……頑がん張ばって、としか言えないかなぁ」

　ずいっと光明がくれはに身を寄せる。さらに半歩下がったくれはの顔を覗き込み、光明が真剣な口調で言う。

「頑張ってという言葉より、うちが欲しいのは予算です！　魔術協会から予算ください、うちの研究に！　錬金術ってとにかくお金かかるんです！　スクールメイズに毎日毎日潜って雑魚エミュレイター狩って魔ま石せき集めて資金作っても、ぜんっっぜんお金が足らへん状況なんです、今！　ほんまに切実とはこのことを言うんやなぁって毎晩寝ね床どこでため息ついてるんですよーっ！」

　くれははドン引きの表情で「け、検討してあげる」と答えるのが精一杯だった。













「警備の状況を確認しに行ってくるから。じゃ、また後でね」

　そそくさとくれははヴィヴィと光明のそばから離れ、仮か設せつの遺産連続強奪事件捜査本部に向かった。仮設本部はプレハブの外。壊れた家電製品や廃はい車しやなどが積まれた粗大ゴミ捨て場の一部を片づけて設置した大型天てん幕まくのみという、野外も同然の状態だ。

　折りたたみ式の机が幾つか並び、その上に通信機材やコンピュータがある。

　机のそばでは大型石油ストーブが赤々と燃え、ストーブの上ではしゅんしゅんとヤカンが湯気を立てているが、天幕以外は吹きさらしだ。暖房の効果はあまりない。

　天幕の下には世界魔術協会の職員が十数名、詰めていた。半数はプレハブ周辺を護衛するロンギヌスで、残りは街路で警戒任務についているウィザードたちの連絡係だ。

　オペレイター役の女性ウィザードが、くれはに気付いて顔を上げた。

「お疲れさまです、赤羽守護者代行」

　時刻は夕方、季節は一月、まさに真冬。気温は零度近いだろう。

　冷え込みが厳しく、白熱灯に照らされたオペレイターの息も白い。

「はわ、大丈夫？　風か邪ぜひかないよう、暖かくして仕事してね」

　くれはの気遣いに感激したか、オペレイターたちが声をうわずらせて返答する。

「へ、平気です！」「お気遣いありがとうございます！」

　ウィザードは誰でも〈月衣カグヤ〉という個人用結けつ界かいを纏まとっている。

　月衣は通常の物理的な力を高レベルで軽減し、熱も遮しや断だんする。月衣の効果でウィザードは無意識に己の周囲を快適な気温に保たもてるため、くれはの気遣いは社しや交こう辞じ令れいに近い挨あい拶さつだったのだが、それでもオペレイターの一人は感極まったらしい。

「守護者代行のためならば死ねます！」

　自爆決意表明同然のオペレイターの宣せん誓せいに、くれはは苦笑して頰をかいた。

「喜んでいいのかなぁ、それ。アンゼロットなら平気な顔で、世界のためなら当然ですね、とか言いそうだけど……あたしは誰にも死んで欲しくないかな。世界のために誰かを犠ぎ牲せいにするのとか、あいつも好きじゃないし」

　別世界の危機を救うべく旅立った、幼おさな馴な染じみの魔剣使いの顔をくれはは思い出した。

　柊蓮れん司じ。またの名を〈下がる男〉。幾度も世界を危機から救った、実績実力共に若手ナンバーワンの敏びん腕わんウィザードだが、何かと〈下がる〉という言葉に縁がある。

　くれはは頰をかいていた指を、ぴっと立てた。

「うん、大丈夫。下がる男の名にかけて、誰一人犠牲にすることなくこの事件を解決してみせるよ」

　それはそうと、とくれはは改めてオペレイターの一人に歩み寄った。

「捜査の状況はどう？」

「目下のところ、強奪された遺産の行方ゆくえおよび魔騎士エリィ＝コルドンの足取り、どちらも不明のままです」

　エリィから予告状が届いた時点で、全世界のウィザードの組織にエリィを事件の容疑エミュレイターとして手配済みだが、捜査に進展はないようだ。

「そっか――となると、今日の現場勝負になっちゃうのかな、やっぱり」

　魔王級エミュレイターは、おおむねプライドが高い。だから、何な故ぜエリィが遺産を集めているかは不明だが、明らかだと言えることがある。

　エリィは予告状を囮おとりに警備の裏をつくような、こそ泥じみた真似などしないはずだ。

「来る時は、エリィ＝コルドンは正面から来るよね、たぶん」

「僭せん越えつながら私もそう思います」

　くれはは、同意したオペレイターの手元のノートパソコンを覗き込んだ。

　モニタには秋葉原を中心とした都内の地図が表示されている。

「警備の状況はどんな感じかな？」

「現在、〈月ムーン門ゲート〉開放の兆ちよう候こうはなく、他にも問題はありません」

　月門は、エミュレイターの世界である裏界に通じる次元のゲートだ。

　月門が開く時、天空に紅あかい満月が出現し、月門を通じてエミュレイターが現れる。

　オペレイターが話を続ける。

「月門開放が検知された瞬間に、その周辺の空間を封じ込めるよう〈月げつ匣こう〉展開要員の配置も完了しました」

　月匣は、通常の空間から切り離された特殊結界だ。もとはエミュレイターが得え手てとしていた技術だが、近年ではウィザードにも月匣を自在に操あやつるものが増えてきた。

　今回の作戦では、エミュレイターの出現が感知された時点で、その地点付近にいる月匣展開要員が即座に月匣を展開し、月匣内にエミュレイターを閉じ込めるという手て筈はずになっている。

　魔王級エミュレイターであれば、人間のウィザードが張る月匣を破ることは簡単だが、それでも多少の時間はかかる。その隙すきに現場に増援を送り、エミュレイターの身柄を確保するのが最終目標だ。

　くれはは、ノートパソコンの地図が人員配置のアイコンでみっしりと埋め尽くされているのを見て軽く安あん堵どした。ヴィヴィは万全など存在しないと言ったが、くれはの目には警備は完かん璧ぺきにしか見えない。外から秋葉原分校に侵入できるような隙間は皆かい無むだ。

　モニタ隅の時計表示で、くれはは時間を確かめた。

「……犯行予告時間まで六時間……街角はどこも寒いと思うから、月衣があってもできるだけ暖かくしてねって全員に通達しておいて」

「了解です。皆、守護者代行のお気遣いに喜ぶでしょう」

「そんな大げさな」くれはは笑いながら、机から離れた。

「それじゃあ、お茶でも淹いれよっか。急きゆう須すや紙コップぐらい持ってきてるよね？　ないなら、どこかに行って借りてくるけど」

「守護者代行にお茶なんか淹れさせられませんよ！」

　慌てて、そばのオペレイターが立ち上がった。他のオペレイターも、

「止やめてください、そんなこと！」「守護者代行がするような仕事じゃないです！」

　と大声を出した。くれはは、同じ天幕で待機している警護のロンギヌスたちの視線を気にしつつ顔の前で両手を振った。

「お茶くらい、たいした仕事じゃないでしょ？　みんな働いているんだし、あたしだってそれくらい――」

　くれはが言い終わるのを待たず、オペレイターが「違います！」と声を張って片手を虚こ空くうに突き出した。手首から先が穴にでも入れられたかのように消失する。己の纏う月衣に手を突っ込んだのだ。

　月衣は、個人用防御結界であると同時に、物を異空間に収しゆう納のうして運べるという特長を持つ。人間が持ち歩けないような重量物でさえなければ、どんなものでも周囲に知られることなく携帯可能だ。

　オペレイターが月衣から取り出したのはＡ４サイズの紙の束だった。女性の手で持てる限界の厚さの、分厚い束だ。

「お茶を淹れる暇ひまがあるなら、書類の処理をしてください。遺産強奪事件のせいで処理が止まっている上に、処理待ちの案件が加速度的に増えていますから」

「そうですよ」「こっちにもあります」

　他のオペレイターも書類の束を月衣から取り出し、どんっと机に置いた。

　くれはの頰に汗が一筋流れ、口元が引きつる。

「はわわっ――きょ、今日くらい判はん子こ持ちたくない……かな？」

「「「駄目です！」」」

　オペレイターたちの声が完璧にユニゾンした。

　書類の判子押し。それこそが今のくれはの主な仕事だ。早朝から深夜までひたすらにその仕事をしているが、処理待ちの書類が尽きることはない。

　というのも、世界魔術協会には日々、全世界から様々な陳ちん情じよう書しよや要望書が届き、協会の活動として幾つもの企画が並行して動いているためだ。

　そして、それら全てに生じる書類を確認し、認可や許可、保ほ留りゆうなどの判断を下して書類に判を押すのは、ほかでもない守護者の仕事。

　アンゼロットは、毎日八〇〇〇枚以上の書類を涼しい顔で処理していたという――。

　書類が処理されない限り、あらゆる業務が滞とどこおるのだ。

　書類仕事の重要性は、くれはとてよくわかっている。

「…………とほほ…………おかげで肩こりが治る暇もないよ」

　くれははがくりと肩を落とし、とぼとぼと近くの空いている席に座った。すぐさま、前に書類が山と積まれる。

　そんな主の苦労なんて知らぬ顔で、くれはの肩の仔猫型式神は居眠りをしていた。
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　くれはが書類仕事に忙ぼう殺さつされている頃。

　一連の遺産強奪事件の裏で暗あん躍やくしている、ネットアイドル・ベル＝フライを愛する集団、ＢＦＬ団の工作班が、東京の各地点で待機状態に入った。

　新しん橋ばし。青あお山やま表おもて参さん道どう。新しん大おお久く保ぼ。

　そして、東京大学大学院理学系研究科附属植物園――小こ石いし川かわ植物園。

　午後五時前には閉園してしまうこの植物園の一角、外灯の光の差し込まない植え込みの陰に、数人の男が潜んでいる。

　高校生くらいの少年から二十代後半と思しきニートっぽい男まで、年齢は様々だが全員がウィザードだ。ただし、たいした能力は持っておらず、世界のために戦う気き概がいもなく、ウィザードの組織にも属していない。

　いわば全員、野の良らウィザードのようなものだ。だが、ウィザードである以上は月衣は纏っている。おかげで真冬の宵よいの口くちであっても凍こごえはしない。ただ、退屈なだけだ。

「ってか、まだ五時間以上あるんだよな。ちょう暇」

　しゃがみ込んでいる少年の一人が小声でぼやき、携帯電話を取り出して、いじり始めた。待ち受け画面の写真は当然、ベル＝フライ。有料会員制のファンサイトからダウンロードしたものだ。

〈ＢＦＬ団本部〉という名のサイトにアクセスし、更新をチェックする。

　隣に座っている少年が、生あくびをしつつ訊たずねる。

「何か新しい画像、うｐされてる？」

「ないっぽい。作戦成功したら、画像と動画と着メロが大開放ってほんとかな」

　他の少年たちも会話に交ざってきた。

「マジじゃないとやってらんねーよ、こんな藪やぶの中で待機してるんだし」

「ってかロンギヌスとかに見つかったら、俺たち即死だしなー」

「おおう、任務に命を懸かけるって何か俺たち、格好よくね？」

「ま、見つかることはねーけどな。時間になったらアレを月衣から取り出して、光の速さで猛ダッシュで逃げるだけだし」

　サイトのチェックをしていた少年が、ぱたんとフリップを閉じると携帯電話をポケットにしまい、傍らに置いてあった肩掛けカバンから携帯ゲーム機を取り出した。

「狩りやろうせ、狩り」

　全世界で何百万本も売れた、獣けもの狩りのゲームだ。

　その場の全員が、同じゲーム機をカバンやコートのポケットから取り出す。

「暇つぶしのデフォだろ、狩り」「何を狩るー？」「音消しておけよ、一応」

「わーってるって」「バッテリー保もちのためにはミュートもデフォだろ」




　小石川植物園担当班がゲームを始めた頃、新橋の担当班はカラオケ店でアニソン大会を始め、青山表参道担当班はファーストフード店で持ち寄ったライトノベルの回し読みの最中で、新大久保の担当班は漫画喫茶でだらだらとしていた。

　どの工作班にも緊張感などないが、それでも、刻一刻と世界の危機は近づいている。
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　再び、輝明学園秋葉原分校裏の粗大ゴミ捨て場。仮設捜査本部の天てん蓋がいの下で一いつ心しん不ふ乱らんに書類に判子を押し続けていたくれはが、ハッとした表情で顔を上げた。

「はわっ？　今、何時っ？」

　隣の席のオペレイターが即座に答える。

「二二時五八分三四秒です」

　何時間も書類仕事に没ぼつ頭とうしていたことにくれはは今さら気づき、あたふたと書類を片づけて立ち上がった。

「はわわっ、大変！　犯行予告時間までもう一時間しかないじゃない！　今まで何か異常とかなかったの？」

「はい。現時点までは守護者代行の判断を仰あおぐ必要のある問題は発生していません。世界各地の捜査に進展はなく、現場周辺の警備網に引っかかったのも、野良猫が五、泥でい酔すい者しやが二のみです。泥酔者はいずれもイノセントで、すぐに警察に引き渡しました」

　イノセントとは、ウィザードのような魔法の力を持たない一般人のことだ。今回の事件とは無関係と判断するのは適切である。

「そっか。それならいいよ。あたしはプレハブの警護に戻っても大丈夫？」

　判子を押し続けて凝った肩を、腕を回してほぐしつつ、くれははそう訊ねた。

「問題ありません。それが警備計画の当初の予定通りですし」

　と、オペレイター。じゃあここはよろしくね、とくれはは天蓋をあとにした。

　夜は完全に更ふけている。サーチライトを皓こう々こうと浴びるプレハブへとくれはは急いだ。

　入り口に、男子の学生ウィザードが数人、門番として立っていた。

　全員が揃って中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい、前髪が長めで目元がよく見えず、存在感があまりない。

　みんな何か印象が薄い子たちだなぁと思いつつ、くれはは彼らに「お疲れさま」と声をかけ、プレハブに入った。

　部屋の中央。天叢雲剣を収めたガラスケースの横に、丸いテーブルと四脚の椅子が設置してあり、お茶会をしたらしくテーブルの上には茶器や皿があった。

　警備のロンギヌスが二人、慌てた仕草でテーブルから離れる。つい今し方まで、お茶に呼ばれていたらしい。遅れて、錬金術の師し弟ていが椅子から立ち上がった。

「あちらのお仕事はもうよろしいのですか、守護者代行」とヴィヴィ。

「はい、そりゃもう飽きるくらい書類に判子押してきました。すいません、こっちお任せしっぱなしになっちゃって」

　犯行予告時間が間近に迫っているにしては、ヴィヴィはリラックスしていた。井い戸ど端ばた会議のように気楽に話す。

「全然問題ありませんよ。こちらでもお茶を飲んだりお話をしたりと、楽にさせてもらっていましたから」

「うちは止めたんですよ、警備現場でお茶会なんて不ふ謹きん慎しんやって」

　弟子の光明が困惑顔でそう言った。くれはは、ひらひらと手を振って応える。

「いいってば、お茶くらい。緊張しっぱなしで、いざって時に疲れちゃってるより、リラックスしてもらったほうがいいもの。あたしにも一杯、お茶もらえるかな？」

　ヴィヴィがさっそくとばかりに椅子に座り直し、自分の月衣から給湯ポットや急須、茶葉の缶や湯飲みを取り出し始めた。

「緑茶の美味しいところも、すぐにご用意できますよ」

「はわ、嬉しいな。それじゃお言葉に甘えて、お願いしまーす」

　そそくさと、くれははテーブルに着いた。

　光明が、ヴィヴィとくれはを見比べつつ、どこか不満そうな顔で椅子に座り直す。

「……ほんまにええのかな。こないにのんびりしてて」

　緑茶を淹れる準備をしつつ、ヴィヴィが言う。

「光明さんは生き真ま面じ目めすぎるんです。のんびりしていても焦っていても、どの道、賊ぞくは定刻きっかりに現れますからね」

「先生、どうしてそないにきっぱりと言えるんです？」

「簡単なことですよ。予告状なんてもので日時を指定してきたからには、その行為に利益があるんです。それが推測できれば、指定時刻までは何も起こらないとわかります。もっとも、指定時刻に何が起こるかは、まだ想像しかできませんけれど」

　光明がきょとんとした顔で首を傾げた。さらに額に指をあて、んーっと唸る。

「利益……ですか。さっぱりです、うちには」

　くれはは、急須から立ちのぼり始めた緑茶の香りに頰をほころばせながら意見する。

「魔王の中には、あえて事態を難しくしちゃうようなベルみたいなのもいるけど。ほら、ゲームは簡単じゃつまらないからって」

「今回の、エリィ＝コルドンとゆうのもそのタイプなんですか？」

「芝しば居いがかったことを好みそうなのは事実だと思う、予告状の文章から考えると。それはそうと、ヴィヴィ先生。予告状の利益ってなんですか？」

　かくんとヴィヴィの首が脱力したように横に傾いた。少し呆あきれたらしい。

「……守護者代行。勉強だと思ってご自分で推測してください。光明さんも、もう一度よく考えるように」

「はわ。予告状の意味かぁ」と呟き、くれはは懐ふところから一度握り潰してくしゃくしゃの予告状のカードを取り出し、テーブルに置いた。

「ちょっと見せてください」

　光明がカードを手に取り、しげしげと眺め、文面を声に出して読む。

「世界魔術協会の諸君、ご機嫌いかがかな？　一月××日午前零時。次のターゲットは天叢雲剣だ。せいぜい綺麗に磨いていておいてくれたまえ。魔騎士エリィ＝コルドンよりささやかな親愛を込めて」

　光明は関西弁のイントネーションで読み終えると予告状をテーブルに戻し、むーっと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「エラい気取った感じやな。うち、こうゆうの好きやあらへん。いんちきくさくてかなわんわ。噓うそちゃいますか、これ」

「普通の泥棒の予告状なら、何かの陽よう動どうって考えたほうが自然だけど、何せ魔王のやることだからねー。世界魔術協会のデータバンクによると、エリィ＝コルドンは好んで弱者の味方をするような、ある意味では真まっ直すぐでわかりやすい性格らしいから、予告状は信じていいと思う」

　議論を始めたくれはと光明に、ヴィヴィがどこか楽しげな微笑を浮かべた。

　ああでもないこうでもないと二人が意見を交わしている間に、時間は過ぎる。

　予告時刻の零時が近づき、くれはは四杯目の緑茶を飲み干すと、湯飲みをテーブルに軽く叩きつけた。その湯飲みにヴィヴィが自然な仕草でお代わりのお茶を注ぐ。

「はわーっ、わっかんないよー、もおっ！　泥棒が予告状だして得することなんてあるのかな、ほんとに」

　ヴィヴィが用意してくれた草そう加か煎せん餅べいをぼりぼりと齧かじり、眉を寄せる。やっぱりお茶にはお煎餅だよねぇと、お茶でずずっと口の中のものを流し込む。

「何か根本的なことを見落としているのかな」

「根本的なこと……」と光明が両手で持った湯飲みに視線を落として呟く。

「ほんま、予告状に利益なんかあらへん気がしますけど――先生が、利益があるとゆうんなら、絶対に何かあるはずなんです」

「予告なんて損しかしないよ、やっぱり。盗むなんて予告したら警備が厳しくなるだけじゃない！　事実、あたしは秋葉原の街中から輝明学園まで、がっちがちに、それこそ猫の子一匹見逃さないように警備網を敷いたもの。この状況で盗みに来たら、いくら魔王でもただじゃすまないよ？」

「……ですよね」と光明がくれはの主張に同意した。

　今まで黙って二人の論議を見守っていたヴィヴィが、小さく嘆息した。

「お二人とも、先入観に囚とらわれすぎですよ。その予告状をよく読み直しなさい。エリィ＝コルドンは、どこに、奪いに来る、と書いていますか？」

「どこに？」とくれは。「奪いに、ですか」と光明。

　二人同時に、テーブルの上の予告状に目を向ける。そして揃って気がついた。

「はわ？　どこに来るって、書いてない」とくれは。

「……奪いに来るとも、書いてないです」と光明。

「その通りです」とヴィヴィ。「予告状が示しているのは、ターゲットと日時のみ。それがどういう意味か、わかりませんか？」

　がたっとくれはは慌てて立ち上がった。

「はわわ、ひょっとして――」

　推測を口に出す前に、外の天幕にいたオペレイターが一人、血けつ相そうを変え、開いたままのノートパソコンを抱えてプレハブに駆け込んできた。

「赤羽守護者代行、新橋に巨大なエネルギー反応が!!　おそらくは、遺産エクスカリバーのエネルギー放出です！」

「新橋っ？　何でそんなところに!?」

　問い返したくれはの前、テーブルにオペレイターがノートパソコンを投げ出すように置く。モニタには都内の地図が表示されていた。

　秋葉原から南南西方向に位置するＪＲ新橋駅のそばに、赤い光点が点滅している。

　くれはがモニタを覗き込んだ直後だった。新橋からおよそ五キロメートル西、青山に新たな赤い光点が灯った。

『こちら第三観測班！　青山表参道に再び高エネルギー反応！　エネルギー波形確認、遺産ミョルニールと思われ――』

　ザッとスピーカーがノイズを放ち、別の声が割り込む。

『こ、こちら第四観測班、新大久保に遺産のエネルギー反応、波形パターンは如意棒と推測!!』

　モニタに赤い光点が増えた。秋葉原からほぼ真西に八キロメートルほど離れたＪＲ新大久保駅のすぐ近くだ。

「いったい何が起こっているの――？」

　くれはは事態の推移についていけず、茫ぼう洋ようと呟いた。

「こう来ましたか……なかなかに大胆な真似を」

　ヴィヴィが苦々しげに漏らし、モニタの一点を指さした。

「次はここに反応が出ますね、間違いなく。この、小石川植物園に」

「小石川植物園？」

　くれはがおうむ返しにした瞬間、モニタに光点が現れた。秋葉原より西北西に約五キロメートル。まさしく『小石川植物園』と施設名が記入されているポイントだ。

『こちら第二観測班、アイギスの楯のエネルギー反応をキャッチしました！　場所は小石川植物園です!!』

　モニタに灯ともった四つの赤い光点を映したくれはの瞳が丸くなる。

「はわっ、これって……!!」

「今頃気付いても遅い!!　もうすぐ零時だ!!」

　遺産出現地点の法則性にくれはが気付いた時、勝ち誇ったような男の声が響ひびいた。

　途と端たん、天叢雲剣を収めたガラスケースに無数の亀き裂れつが走り、砕け散った。

　ヴォンと不気味なノイズを放ち、天叢雲剣が虚こ空くうに浮かび上がる。

　その周囲の空間に、青白く光る幾き何か学がく模様が、幾いく重えにも三次元的に描かれた。

　何らかの術が起動したと、誰の目にも一目でわかる状態だ。

「他の遺産と共鳴しとる!?」と光明。

「謀はかられた……！」

　くれはは歯がみし、先ほどの声が聞こえたほうに袴はかまの裾すそを翻して振り返った。

　プレハブの入り口。門番をしていた学生ウィザードたちが全員、妙にファンシーな蠅のイラストとＢＦＬというロゴが描かれた紙袋を、頭にすっぽりと被っている。

　数日前、秋葉原のカラオケ店で会合を開いていたＢＦＬ団幹部たちである。

　自分たちの存在感の薄さを利用し、警備に有志参加の学生ウィザードとして、とっくに現場に入り込んでいたのだった。ＢＦＬ団に向けてくれはが声を荒らげる。

「今すぐ術を止めなさい!!」

「我らが女王ベル＝フライ様が組み立てた術だ！　我らごとき三下ウィザードに、止められるものか!!」

　団長と腕章を着けた男が堂々と言い放ち、胸を張った。

　そうだそうだと、他のＢＦＬ団団員が口々に主張する。

　毒どく気けを抜かれたようにくれはが呆れ顔になった。

「はわぁ……三下って。君たち、自分で威い張ばって言うことじゃないんじゃ……」

「我らが策にまんまと騙だまされた守護者代行に言われたくなどないわっ！」

　偉そうな口調で団長が吠えた。その勢いのままで、がなり立てる。

「予告状は、どこかに貸し出されて所在のつかめなかった天叢雲剣の位置をつかむため、そしてその場に天叢雲剣を釘くぎ付づけにするため！　秋葉原という都心に天叢雲剣があったのは好都合!!　秋葉原を五ご芒ぼう星せいの一角とし、新橋、青山、新大久保、小石川と術式拠点が設置できたおかげで、山やまの手て線の内側がごっそりと術の効果範囲になったからな！　五つの遺産が描く五芒星が〈世界結界〉破壊の術式を起動するのだッ!!」

「せ、世界結界破壊って！　君たち、正気っ!?」

　三下を自称する集団のしでかした事件にしてはあまりの重大さに、くれはは仰ぎよう天てんした。

　世界結界は『不可思議なものなんて、この世界には存在しない』という常識を人々の共通概念とすることによって保たれている、超常的な存在を排除するための結界だ。

　この結界の中では、一般人が『非常識』と認識するものは例外なく、著いちじるしく制限を受ける。非常識そのものの存在であるエミュレイターは、存在するだけで大きく力を損なわれるのだ。ウィザードなど敵ではないはずの魔王級エミュレイターたちが、人間の世界で勝手ができないのは、世界結界があるからだ。

　その世界結界が破壊された場所は、どうなるか――

　すぐさま、エミュレイターに蹂じゆう躙りんし尽くされるだろう。

　ＢＦＬ団団長の言葉を裏付けるように、ノートパソコンから観測班の声が響く。

『こちら第一観測班！　東京都心部の世界結界強度が急速に下がっていきます！　低級エミュレイターの出現を多数確認、守護者代行、指示を!!』

　低級エミュレイター。知能も魔力も低い魔物ではあるが、それでも当たり前の猛獣よりはよほど脅威だ。そんなものが都内に溢あふれたら大惨事どころの話ではない。

「総員、エミュレイターを迎撃！　警備はもう無視していいから！」

　くれははノートパソコンのモニタの枠にある小さなマイクの穴に怒鳴った。

　一方でヴィヴィが光明に命じる。

「天叢雲剣を包む術式を解除なさい。起動完了まで多少の時間はありそうです」

「う、うちがですかっ？　これ、かなり難解な術式やと思いますけど！」

　うろたえた弟子に、師がぴしゃりと言う。

「難解？　どこがです。術式を組んだエミュレイターの行き当たりばったりな性格が表れた杜ず撰さんな術式です、そんなものは。いいですね、これも勉強ですから一人でおやりなさい」

　光明の返事を待たず、すっとヴィヴィが横に手をかざす。

「来なさい、カドゥケウス」

『ヴァ』と虚空から野の太ぶとい返答が聞こえた。次の瞬間、ずどむと轟ごう音おんを立ててプレハブの天井に大穴が開き、それが天から降ってきた。

　カドゥケウス。身の丈五メートルを超える、黄金の巨人。所有者の意志に従い如い何かなる武器にも変化する、純オリハルコン製の可変人型箒ほうきだ。その名は遺産〈ヘルメスの杖つえ〉の別名と同じだが、この人型箒はヴィヴィのオリジナルである。

「う、うちの工房が！　先生、無茶せんといてください!!」

　光明の抗議の声に「不可抗力です」とヴィヴィは素そっ気けなく応こたえた。

　建物の天井をぶち抜いて屹きつ立りつする巨大な人型に、ＢＦＬ団全員が怯おびえる。

「ひいいいっ？」「何か凄いものが出たあ！」「まさかアレと戦うのかっ？」

「瞬しゆん殺さつされるだけだろ、俺たちじゃっ」「僕たち、プチッて潰されちゃうのおっ？」

　どういうわけか、悲鳴にはわずかに喜き悦えつの色が混ざっていた。

　ヴィヴィがにっこりと微笑む。

「いえ。戦うのはこれとじゃなく――私と、です」

　金属質の音を立ててカドゥケウスの形が変わる。一瞬で刃の長さが人の背丈を余裕で超える大おお鎌がまになった。禍まが々まがしい曲線を描く刃も長い柄えも、死神の鎌さながらだ。

　ぶわりとヴィヴィの気け配はいが膨ふくらみ、くれはが顔色を変えた。

「はわわ、ヴィヴィ先生！　さすがに殺しちゃ駄目ですよ!!」

「罪には、ふさわしい罰を。ただ、それだけです」

　言うや否やヴィヴィが鎌を水平に構えて床を蹴った。本気で首を刈かりかねない勢いでＢＦＬ団たちに迫る。

　あたふたとＢＦＬ団の一人が手を前にかざした。床に侵魔召喚の魔法陣が描かれる。

「裏界の公爵、宵よい闇やみに馳はせる麗うるわしの騎士、疾とく来たりて彼かの者を阻はばめ!!」

　ＢＦＬ団員の早口の詠えい唱しよう終了と、ヴィヴィが鎌を振るったタイミングはまったく同じ。

　魔法陣が激しく発光し、視界を白く焼く。最中、ぎんっと固く鋭い金属音が響いた。

　ヴィヴィの分厚い鎌の刃を、指二本分の幅しかない細く薄い剣の切っ先が受け止めている――いや剣の刃はわずかに、鎌に食い込んでいる。

「我わが輩はいは断ち切るつもりだったのだが。存ぞん外がい丈夫なようだね、その鎌は」

　羽根飾りのついたつばの広い帽子、肩のショール。蜂はち蜜みつ色いろの髪にサファイアの瞳。













　可憐な面立ちに少女のように華きや奢しやな肢し体たいだが、纏う威圧感は人間の領域をはるかに超えている。思わずくれはは声を上げた。

「エリィ＝コルドン!?」

　反射的に、くれははカドゥケウスが出現時に開けた天井の穴に視線を向けた。

　その瞳に真しん紅くの満月が映る。紅い月は、裏界への扉とびら――月門が開いたその証。

「はわ……マジで世界の危機だね」

　呟き、くれはは視線をエリィに戻した。鎌を受け止めたエリィは余裕の表情だ。

　ヴィヴィが鎌を引き、跳ちよう躍やくして大きく後退した。ちらりと光明を見て「術の解除を急ぎなさい」と告げる。わかりました、と光明が空間に描かれた魔法陣へと手を伸ばし、師に命じられた仕事を始めた。

　エリィがくれはたちを無視してＢＦＬ団へと向き直る。

「召喚に応え、馳せ参じた。さて、諸君。ここは我輩が引き受けよう。戦いの巻き添えにならぬよう逃げるがいい」

「任せた！」と、真っ先にＢＦＬ団団長が一いち目もく散さんに逃げ出した。残りの団員も我先にと逃走を始める。

「無事を祈るよ、はっはっはっはっ」

　爽やかに笑いつつ、逃げ去る紙袋覆面の一団を見送るエリィの背を、プレハブの中の警護をしていたロンギヌス二人が強きよう襲しゆうする。

「うかつな！」「くたばれ!!」

　剣型箒を振りかざし、二人のロンギヌスがエリィの左右から斬りかかる。

「うかつなのは諸君だよ」

　ふわりとショールを揺らしてエリィが振り返る。ただそれだけの動作で、ロンギヌスは吹っ飛ばされた。エリィの纏う防御障しよう壁へきに弾き飛ばされたのだ。

「ぐはっ」「がふっ」

　一人は右側に、もう一人は左側に。ロンギヌスはそれぞれ、壁際に並ぶ錬金術研究用の機械に叩きつけられ、苦く悶もんの息を漏らして倒れ込む。

「も、もう……」「駄目だ……」

　がくりとロンギヌスは二人同時に気絶した。

「我輩にしてみれば、逃げた彼らをミジンコだとすれば、君たちはせいぜいボウフラかな。まあ、あまり違いはないということさ。その程度で我輩に斬りかかるなど無む謀ぼうもいいところだよ、覚えておきたまえ」

　あくまで高たか飛び車しやに、しかし優雅にエリィがつらつらと告げた。

　く、とくれはが息を飲む。敵対して理解したのだ。

　エリィ＝コルドンが、かなり強力な魔王だ、と。

「さすがは爵位持ちということね……！」

　くれはは、月衣から呪じゆ符ふを用いて魔法を強化する破は魔ま弓ゆみを取り出し、片腕に装着した。

「ほほう。我輩と戦う気かい、赤羽くれは。いいだろう――」

　エリィが、ひゅっと刃を鳴らしてＺの文字の形に空くうを切り、剣を構えた。

「君をサーベルの曇りの一つにしてやろう！」

「遠慮するよ！」とくれは。ヴィヴィが鎌を腰に抱え込むようにして構え直す。

「私もご免めん被こうむります、そんなこと――カドゥケウス、バルカンファランクスモード！」

『ヴァ』と大鎌が返事をし、じゃきんと金属質な音を立てて形を変える。戦闘ヘリに搭載されているのにそっくりな機関砲と化した。

「ファイア!!」ヴィヴィが、グリップについたトリガーを握り込む。

　黄金の機関砲から垂たれた無数の砲弾が連なった弾帯が、頭を潰された蛇へびのようにのたうち回り、けたたましい爆音と閃せん光こうと共に砲口が弾丸をばらまく。

　大口径の弾丸が、床と壁と魔王の区別なくあらゆるものを削り散らす。

　ヴンと鈍にぶい音を立てて砲撃が止んだ時には、壁に数メートルの大穴が空いていた。

　魔騎士は、その穴の前に平然と立っていた。

「酷いな、剣が少し歪ゆがんでしまったよ。刃こぼれまでしてしまった」

　ところどころの刃が欠けた剣を、見ろといわんばかりにエリィが突き出した。

　くれはの唇から驚きの言葉が漏れる。

「――そんな。弾丸を全部、剣で弾いたというの？　有り得ないよ、それ」

「有り得ない？　そんな言葉こそ有り得ない。我輩は魔王――魔騎士エリィ＝コルドン。諸君らウィザードの常識で測られては、はなはだ迷惑だ」

　さて、と。とエリィが剣を構え直す。

「そこの少女。その結界破壊術式を止められては困るのでね……覚悟してもらおうか」

　エリィの視線は、天叢雲剣を取り囲む術を止めようとしている光明に向けられた。

　視線を阻むように、くれはとヴィヴィが動く。

「させないよ！」「こちらを気にせず、作業に集中なさい」

「は、はい！」と光明が返事をした。立体魔法陣を描いている光の幾何学模様に手をかざし、記述の書き換えを試み続ける。

　くれはが、異変を伝えに来たオペレイターを横目で見る。

「あなたは部屋の隅にいて。できたら隙を見て外に逃げて」

　顔を青ざめさせたオペレイターが声もなく頷く。

　ヴィヴィがくれはの前に回り込み、機関砲状態のカドゥケウスを再び変形させた。

　カドゥケウスが、コルク抜きのように捻ねじれた二ふた股またの穂先を持つ槍になる。

「私が前ぜん衛えいを務めます。守護者代行は防御とサポートを」

「どこまで抗あらがえるか見せてもらおうか。後ろの彼女は、諸君らを倒してから、ゆっくりと血祭りに上げるとしよう――参る!!」

　硝しよう煙えん臭い空気を切り裂き、魔騎士が床を蹴った。その姿がかき消える。

「はわっ早っ!?」くれははエリィの姿を見失った。

　ヴィヴィの瞳が真横へと動く。視線の動きよりわずかに遅れてローブが翻り、真横の空間を槍が薙なぐ。ちんっとかすかに金属音。

　槍の穂先を剣で軽く弾いたエリィの姿が、そこに現れた。

「我輩の動きが見えるとは。これは楽しく遊べそうだ――これならどうかな？」

　ぶおんと音を立ててエリィの体がぶれる。一つ、二つ、三つと姿が増えていく。

「はわあ！　ぶ、分身したあ!?」くれはの悲鳴に近い声に、エリィの口元が緩む。

「さあ、頑張って我輩を止めてくれたまえ!!」




　エリィの使う技はウィザードの忍者と同じものだった。それも対人攻撃に特化している。一対一の戦闘でエリィを倒せるウィザードはほとんどいないだろうと、防御魔法を連発せざるを得ないくれはが絶望しそうになるくらいに、エリィは強すぎた。

　ヴィヴィの得え物ものが剣に間合いで勝る槍でなければ、防御に徹することさえ不可能なほどだ。くれはの防御魔法でヴィヴィもくれはも致命傷だけは避けている。だが、魔法は無限に使い続けられるような都合のよい力ではない。

「ヴィヴィ先生、あたし、そろそろ魔力が……!!」

　槍を操る動きが鈍くなってきたヴィヴィが、背後に叱しつ責せきの声を飛ばす。

「光明さん、まだですか!!」

「あきません、先生！　これ、うちじゃ止められへん!!　術式自体はいい加減なんですけど、やたら強ごう情じようで頑がん固こで融ゆう通ずうが利かない、だだっ子みたいな術ですよおっ!!」

　光明の泣き言に、エリィが一瞬、困惑顔になった。

「なんだい、お嬢さん。君もか弱きものなのか――これは困った、我輩は弱者の味方。君を殺して術式を守ることに躊躇ためらいを覚えてしまうじゃないか」

　動きを止めたエリィの隙を、ヴィヴィが見逃さない。

「それは要いらぬ心配です!!」

　一瞬の逡しゆん巡じゆんもなく、エリィ目がけて槍を投げる。幾層もの防御障壁を貫き、虚を突かれたエリィの腹を穂先がえぐった。それでも投とう擲てきの勢いは衰おとろえず、華奢なエリィの体が壁まで吹っ飛び、槍で壁に縫いつけられる。

　その状態で、しかしエリィは余裕の笑みを浮かべた。

「ふむふむ、この一撃は悪くない！　見事と褒ほめよう!!」

「戯ざれ言ごとを!!　その余裕ごと虚空に吹っ飛ばして差し上げます!!」

　ヴィヴィがエリィに向けて両手をかざす。エリィの周辺に、立方体型の魔法陣が発生した。一部の屋根と壁ごと空間を切り取るように立体魔法陣が周囲を浸しん蝕しょくする。

「……これは――しまった！」

　初めてエリィの顔に焦りの色が浮かんだ。その直後にヴィヴィの短い詠唱が終わる。

「顕けん現げんせよ、万物を消滅させる虚無の世界――ヴァニティワールドッ!!」

　ヴァニティワールド。立体魔法陣内に虚無を呼び出し全てを無に帰す、空間殲せん滅めつ魔法である。その威力は凶きよう悪あくにして最強。喰らえば魔王とてただではすまない。

　立体魔法陣の中が闇色に染まり、耳みみ障ざわりな高周波ノイズを放って立体魔法陣が収しゆう縮しゆくする。きんっと甲かん高だかい音を残して立体魔法陣は消え、あとには四角く切り取られた魔法の跡だけが残った。そこにエリィの姿は、影も形もない。

「はわあ……これで後は、どうにかして術を止めるだけか……死ぬかと思ったよ」

　へなへなとくれははその場にしゃがみ込んだ。全身汗まみれで着物が肌に張り付き、気持ち悪い。だが萎なえている暇はない。

「ヴィヴィ先生、術式を――」

　言いかけたくれはを、ヴィヴィがいきなり体当たりで突き飛ばした。反動でヴィヴィがくれはと逆に倒れ込む。

　くれはとヴィヴィの間。天井が爆ばく散さんして大穴が開き、槍モードのカドゥケウスが降ってきた。くれはがしゃがみ込んでいたその場所に、槍が突き刺さる。

　天井の穴から舞うように降りてきたのは、先ほどヴァニティワールドで消滅したはずのエリィだった。

　そんな、と絶句するくれはに、エリィが告げる。

「今のは〈空うつ蟬せみ〉。君の国の忍者のスキルだよ。槍が刺さった瞬間、我輩は槍ごと虚きよ像ぞうと入れ替わったのさ。なに、造ぞう作さもないことだ。気付かない君たちが愚おろかなだけだよ」

　エリィがくれはに興味をなくしたように視線を外し、天叢雲剣に目を向けた。

「どれ。もうすぐ術式が完成するらしい。歴史的瞬間を見届けるとしよう」

　天叢雲剣を包む魔法陣が、ばちんと音を立てて電撃を散らした。

「きゃあ！」と光明が電撃で弾かれ、床にくずおれる。

　ヴィヴィよりも光明よりも早く、くれはは立ち上がった。

「術を完成なんてさせない！」

　小袖の懐に手を突っ込み、くれはは祓はらえ串ぐしを取り出した。白木の棒に紙し垂でをつけた、日本古来のマジックロッドである。

「魔力の尽きたかけた体で何ができるのかな？　見せてもらおうか」

　余裕の態度のエリィに、くれはは不敵な笑みで返す。

「魔力なら、まだあるもの！　こねこまた、お願い!!」

　くれはの肩にしがみついていた仔猫型式神が「みにゅっ!!」と甲高く鳴いた。ぼっとその姿が光を放つ。生命力そのものと呼べるプラーナの輝き――それが魔力に変わる。

　こねこまたから魔力をチャージしたくれはは、魔力をそのまま祓串に叩き込んだ。

〈エンチャントマジック〉という、武器に魔法攻撃属性を一時的に持たせる魔法である。

　ほう、とエリィが目を細める。くれはのすることを邪魔するつもりはないらしい。

「で？」と馬鹿にしたようにエリィが訊ねた。

「こうするのよ!!」

　くれはは祓串を振りかぶり、ていっと気合いを入れて天叢雲剣を目がけて投げた。祓串が込められた魔法の力で天叢雲剣周囲の魔法陣を貫つらぬき、かんっと剣本体にぶつかる。

　術というものは基本的に、緻ち密みつな計算で成り立つ極めてデリケートなものだ。

　つまり、些さ細さいなことで崩壊する。

　世界結界破壊の術式が、遺産をエネルギー源にしているのは明白だ。

　その術の中にくれはの魔力という不純物を無理矢や理り混ぜれば、術に影響が出るはず。

　そう考えてくれはは祓串を放ったのだが、生じた現象は予想を裏切った。

　びききっと固い音を立て、天叢雲剣の表面にびっしりと亀裂が走る。

「はわ？」

　何事とくれはが思う間さえなく。比類なき強度を誇る緋緋色金で造られた天叢雲剣が、まるでガラス細工のように砕けて散った。

　緋緋色金の欠片が淡あわ雪ゆきのごとく光の中に溶けて消え、そして魔法陣も消滅した。

「はわわわーっ!?」「ありえへんっ!!」

　くれはと光明の悲鳴が重なり、エリィが驚きに目を丸くした。

「何という英えい断だん……!!　術を止められないならばと、この世に一つしかない遺産を自ら打ち壊すとは――さすがはあのアンゼロットが指名した守護者の後継か！」

　やけに満足げにエリィが繰り返してうむうむと頷く。

「その潔いさぎよさ、真まことに心地よいぞ、赤羽くれは！　ここは汝なんじに免じて退ひいてやろう、さらばだ、はーっはっはっはっはっ!!」

　また会おうと高笑いを残し、しゅんっとエリィがどこかに転移して消えた。

　驚き顔で硬直しているくれはの足下で、激しい戦いでテーブルが木こっ端ぱ微み塵じんになったのにもかかわらず、運よく破壊を逃れたノートパソコンのスピーカーが、都内各所の事態の変化を、ひび割れた声で伝える。

『こちら第一観測班！　世界結界強度が回復!!　低級エミュレイターが次々と消滅していきます！』『エクスカリバーのエネルギー放射停止！　回収します!!』『如意棒の回収を完了しました!!』『ミョルニール、確保です!!』『アイギスの楯、奪だつ還かん!!』

　世界結界破壊の術式は未完成で消失し、プレハブの天井から見えていた紅い満月は、その姿を消している。

　世界の危機は去ったのだ。

　朗ろう報ほうが連なっても、くれはは呆ほうけたままだった。

　――壊すつもりなんて、なかったんだけど……。

　天叢雲剣は日本に伝わる至宝の一つ。それが消えたということは、歴史を一つ抹まつ消しようしたのも同然。失ったものはあまりに大きい――

「はわーっ！　どうしよ柊、あたしもしかしてやっちゃったあっ？」

　くれはは、異世界に出向いている幼おさな馴な染じみに届くはずのない絶ぜつ叫きようを上げると、ぺたんと座り込んでしまった。一方で光明があたふたと立ち上がり、ヴィヴィにすがりつく。

「先生、天叢雲剣がっ！　どないしましょう、うち、どないしたらいいと思います!?」

「まずは落ち着きなさい。焦っても仕方のないことですから」

「せやけどおっ！」と光明がますます焦り、「いいから落ち着きなさい」とヴィヴィが叱しかる。それでも光明は落ち着かず、ヴィヴィは落ち着けと繰り返すばかり。

　そんな錬金術の師弟のやりとりも、今のくれはの耳には入らない。

　天叢雲剣の所有者への謝罪や補ほ償しよう、今回の事件の事後処理など、考えたくなくても厄やつ介かいな仕事ばかりが頭に思い浮かぶ。

　くれはは、プレハブの天井に幾つも開いた大穴から夜空を見上げた。

「はわわ……ほんと、どうしよう」

　遠い目をして途方に暮れるくれはの肩で、魔力を使って疲れたこねこまたが、

「みにゅう」とあくびをした。




　　　　　６




　東京が救われた、その翌日。アンゼロット城の執務室に、くれはの悲鳴が響き渡る。

「はわわわわわーっ！　手が、手がつったーっ！」

　こねこまたが主の悲鳴に驚いて「みにゅっ」と鳴き、書類が山と積まれた机の上に飛び降りた。少し遅れて、くれはの右手から、ぽとりと判子が落ちる。

　くれはは、筋肉が強ばっておかしな形に指が突っ張った右手の手首を左手で摑んだ。

「も、もう駄目――目がちかちかする、頭痛い……お茶飲みたいお煎餅食べたい……」

　くれはが、ぴくぴくと右手を痙けい攣れんさせたままで、涙目を横に向ける。

「……今日のお仕事、ここまでってことで、いいよね？　ほらもう判子も持てないし」

　くれはが懇こん願がんしたのは、秘書兼見張り役の女のロンギヌスである。

　ロンギヌスが、淡々と、しかしきっぱりと告げる。

「駄目です。判子なら左手でも押せます。本日中に処理が必要な書類は残り二二八五枚ありますので、速すみやかに処理をお願いします」

　にべもないとはこのことだ。がんっと、くれはが机に額から突っ伏した。

「にせんにひゃくはちじゅうごまい……」

　気が遠くなる枚数だ。右手が痙攣するまで判子をついた書類の枚数とどっちが多いのかなとくれはは想像しかけて、すぐに考えるのを止めた。考えるだけ無駄よね、と。

「はわ。あは。はわわ。あはは。はわわわわ。あはははは」

　伏したまま壊れ気味の奇妙な笑いを漏らすくれはに、ロンギヌスがさらに言う。

「お笑いになっている場合ではありません。確かに遺産連続強奪事件は解決し、世界の危機は過ぎましたが、書類処理の危機はこれからが本番です！　守護者代行の責任です、これは。あの錬金術師たちに補償してあげるなどと軽々しく仰るから」

「はわー。やっぱり軽けい率そつだったかなあ、あたし」

　くれはは微苦笑して、エリィが去った後のことを思い出す。

　――まさか、あの天叢雲剣が光明ちゃんの造ったレプリカだとは思わなかったよ。

『こんなこともあろうかと、弟子の不出来な複ふく製せい品ひんを、私が緋緋色金で薄くメッキして、本物とすり替えておいたんです。あらゆる術式の影響を受けないよう封印を施した本物は、私の月衣の中ですよ』

　と、ヴィヴィが説明した。くれはの祓串がぶつかっただけで壊れたのは、世界結界破壊術式の負ふ荷かで、すでにレプリカが崩壊寸前だったから、とのこと。

　つまり、あの場でくれはが何もしなくてもレプリカは壊れ、術式は完成しなかった。

　一人で大損をしたのは光明だ。プレハブの工房は全壊状態で機材の大半が壊れ、研究成果まで失った。何でうちばかりこんな目にと泣く光明を見かねて、くれはは、

『工房は世界魔術協会の予算で直してあげるし、研究にも予算出してあげるから』

　と、ついつい言ってしまったのだ。

　今くれはが処理に追われている書類の大半は、光明への補償を予算からひねり出すために必要なものだ。くれはの人のよさが招いた結果とはいえ、自じ業ごう自じ得とくなのである。

「……仕方ない。頑張って判子押すよ」

　これも世界のためだよね、とくれはは再び判子を握った。
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　都内某ぼう所しよのカラオケ店。その一室に、ＢＦＬ団幹部たちは集合していた。

　昨日の騒動から、全員がまんまと逃げ切ったのだ。

　彼らは皆、あまり人の記憶に残らない。有志で警備に参加する際、クラスと名前を偽いつわっただけで素性がばれずに済むほどだ。

　彼らの印象の薄さは、もはや特殊能力の域である。忍者には〈隠おん業ぎよう〉という他人の記憶から術者の印象のみを消す術があるが、それを自然に常用しているようなものだ。

　そんな彼らは紙袋を被ってソファーの上に正座し、一台のノートパソコンに注目している。モニタに映っているのは動画付きメッセンジャーソフト。

　はるか裏界から直じき々じきに、リアルタイムでムービーを送りつけている彼らの女王が、こちらに向けてびしっと指を突きつけた。

『あんたたち、ほんっと役立たず！　ゴミ！　クズ！　鼻をかんだティッシュ以下の存在ね、揃いも揃って!!　ブァッッッカじゃないの、レプリカの遺産に引っかかるなんて、今時レッサーデーモンでもそんな間抜けな罠わなに引っかかりはしないわよ、まったく何を考えているわけ、その頭の中身ってとっくに干からびてんじゃないの、ああもうあんたたたち全員、息をしているだけでプラーナの無駄遣いだわ!!』

　ノートパソコンの粗末なスピーカーが、罵ば詈り雑ぞう言ごんでびりびりとビビる。

　任務に失敗したＢＦＬ団幹部を、ベール＝ゼファーが直接叱りつけているのであるが、何やら様子が妙だった。紙袋の下で彼らは皆、息を荒くしている。

　はあはあとやけに湿っぽい吐と息いきがカラオケルームに響く――

　モニタの中のベルが、引き気味に軽く仰のけ反ぞった。

『な、何よ。何か言いなさいよ。言い訳くらいなら聞いてあげなくもないから』

「いえ、申し開きなど何もありません。どうかもっとお叱りください」

　ＢＦＬ団団長が即座に答え、他の団員が口々に騒ぎ始めた。

「もっと罵倒を、もっと罵倒をぉお！」「いっそ死ねと言ってください!!」「その見下す眼が堪りませんっ!!」「豚と呼んでください、豚と!!」「我々はゴミです、カスです、ショウジョウバエ以下の存在です！」「踏みにじってください、ピンヒールで!!」

『な、何か激しくキモイわね、あんたたち』

　画面の中でドン引きしているベルに、横から声がかけられる。

『叱責は彼らにとってご褒美でしかありません。これも書物に記された通りです』

　リオンの声だった。カメラの撮影範囲の外にいるらしい。ベルが横を向く。

『はあ？　叱責が褒美って、何それ？』

『彼らがそういう性せい癖へきだということです』

　見る間にベルの頰が赤くなる。褒美の意味を理解したようだ。横目でカメラを睨みつける。どうしようもなく腐り果てたものを見下す目で、ぼそっとベルが呟いた。

『……あんたたち。最低』

　ぶつっとムービーが切れた。数秒後、ＢＦＬ団の全員が、ぶるっと身震いする。

「最低」「最低」「最、低」「最……低……」「最低。ああ、なんと甘かん美びな言葉か」

　ベル＝フライを慕したうものは皆、精神に共通の歪みを抱えている。

　被ひ虐ぎやく趣味。マゾヒズム。すなわち、ドＭ。

「やはり我々は、ベル様抜きでは生きられない!!」

　感極まった口調で団長は叫ぶとソファーの上に立ち上がり、指先を揃えて片手を掲げた。団員たちの気持ちもすでに一つだ。号令などなくても、その声が完璧に揃う。

『オォルハイィィィィル！　ベール＝ゼファー!!』




　この後。作戦の失敗に荒れくるったベルがうっかり裏界の一部を滅ぼしそうになり、リオンが「これも書物に書いてある通り」とほくそ笑んだのも、全て書物の通りである。





赤羽くれはの事件簿　―FIN―





















　インタールード１




「ったく、とんだ時間の浪ろう費ひだったわ……っ！」

　蒼そう穹きゆうに浮かぶその城に、ベルの怒ど声せいが木霊こだました。

　怒り心しん頭とうとはまさにこのことだ。

　玉ぎよく座ざに座して顔を紅こう潮ちようさせ、痛くなるほどその小さな拳こぶしを握りしめている。

　立っていれば地じ団だん駄だでも踏ふみそうな勢いだたが、かろうじて大だい魔ま王おうとしての威い厳げんがそれを押しとどめているようだ。

　もっとも……ふてくされ、頰ほおを膨ふくらませたその姿にすでに威厳などないのだが。

「落ち着いてください、大魔王ベル」

　そう言ってなだめたのは、横に控えていたリオンだ。

　ベルとは対照的に落ち着いた雰ふん囲い気きを身に纏まとい、アンティークな椅い子すに腰を掛けている。その視線は、膝ひざで開かれた巨大な書物の一ページに向けられている。

　リオンの言葉に、ベルが剣けん呑のんな視線を向けた。

「落ち着けですって……？」

　低い声音でベルが言う。まるで噴火寸前の火山だ。

「あんたがそれを言うわけ!?　あんたの言葉に従って、あんだけ恥ずかしい目にあった上に、計画まで失敗したのよ！」

「まあ、そういうこともあります」

　しれっと笑顔のままにリオンがのたまう。

　いかにも「こうなると知ってました」と言わんばかりその様子に、ベルは半はん眼がんになりながらリオンに確認の言葉を投げかけた。

「……あんた、今回の計画が失敗するって……知ってたんじゃないでしょうね？」

　沈黙が、部屋の中を支配した。

　リオンは、ベルの怒りのオーラを受け流し―――

「……だって、聞かれなかったし」

　……しれっとそう答えた。

　そこからのベルの表情は千せん変ぺん万ばん化かだった。怒り、悲しみ、嘆なげき、呆あきれ……もう、なにを言えばいいやらわからなくなり―――最後は、ただため息だけを漏もらした。

「もういいわ……次の計画を始めるわよ」

「おや、もうすでに次の計画を？」

「ええ。計画の実行日は表界の二月一四日よ。この日って、人間たちが愛を告白し合う日らしいのよね。そんな日に世界が滅ほろぶっていうのも―――面白いと思わない？」

　その言葉に、リオンは微び笑しようのままにうなずいた。




























　その日、世界に最悪の危機が訪おとずれようとしていた。




「うわー、だめだぁー！」

　強烈な一撃に、精せい鋭えいを集めたウィザードたちの絶ぜつ叫きようが轟とどろく。さらに続けて、彼らに一時的とはいえ協力しているエミュレイターたちも、為なす術すべもなく悲鳴を上げ、退却を余よ儀ぎなくされる。

　その恐るべき怪物を見上げながら、真しん行ぎよう寺じ命みことは戦せん慄りつを覚えた。

　どんな攻撃も、どんな魔法も、この怪物には通用しないのだ。

　どうすればいい、どうすれば……。

　そんな命をあざ笑うかのように、謎なぞの怪物の頭上では、一人の魔王が余よ裕ゆうの表情で宙に浮いていた。

「さあ、行きましょう」

　魔王は告げる。

　世界の終しゆう焉えんを。

　そう。




　人の手から生み出された巨大な怪物により、世界は今、滅亡の危機に瀕ひんしているのだった――。




　　　　　１




　例年にない、厳しい寒さに震える二月半ば。

　小雪混じりの冷たい寒さむ空ぞらの下、人々は今ある現実を疑いもせずに行ゆき交かう。

　冬独特の、張り詰めたような凍いてつく空気。

　重く、低い曇り空。

　それが当たり前だと信じ、いつものことだと慣れ、気にも留めずに日々を過ごす。

　そんなことよりも、もっと大事なことがあるから。

　もっと、気にかけなくてはならないことがあるから。

　冬の風ふう物ぶつ詩し、クリスマスや正月とも違った喧けん噪そうが、深く、静かに、活気を見せる。




　それは、二月一三日。




　世せ間けんがどこか浮うわついた空気を醸かもし出す中、真行寺命もまた、落ち着かない気持ちで学校の門をくぐっていた。

　教室に入ると、やはりどこかそわそわした雰ふん囲い気きのクラスメイトたちが、あちこちで深しん刻こくそうに、けれど、どこか楽しそうにして、頭を突きあわせていた。

　彼らの会話の端はし々ばしを聞けば、どうして落ち着かないのかは簡単に判明した。

　チョコを渡すの、渡さないの。

　チョコをもらえるか、もらえないか。

　告白するの、しないの。

　告白されるか、されないか。

　ようするに、バレンタインである。

　翌日に控えたイベントを前にして、気持ちを打ち明けようという女の子や、チョコをもらえるかどうか気が気でない男子生徒たちが、表面上は平静を装よそおいつつも、隠しきれない不安と期待に浮き足立っているのだ。

　こうしたこそばゆい雰囲気に、命は世界を守るウィザードとしては微笑ほほえましく思い、一人の学生としては、かなり複雑な気持ちで席に着くのだった。

　しばらくすると、クラスメイトの緋ひ室むろ灯あかりがやってきた。

　彼女も命と同じウィザードで、一緒に戦って世界を救ったこともある。だが、それ以上に、命にとってはこの世で一番たいせつな女の子なのだ。

「おはよう、あかりん」

　まわりの空気に流されないよう、できるだけ普通に声をかけた。ところが、相手の様子が普通ではなかった。

　傭よう兵へい斡あつ旋せん業者の絶ぜつ滅めつ社に強化人間として育てられた彼女は、普段から無口で、表情に乏とぼしい少女ではある。しかし、命と行動を共にするようになってからは、少しずつではあるが、年頃の女の子らしい感情が生まれ始めていたのだ。

　だから、命が挨あい拶さつをすれば、少し戸と惑まどったように、けれど、口元にははにかんだ微笑を浮かべて「……おはよう」と返してくれるのだ。そう、返してくれるはずだった。

　ところが、今日の灯は違った。命を見るなり、明らかな戸と惑まどいと怯おびえの表情を見せ、目を逸そらし、一歩下がるようにしてから「…………おはよう」と、義務的な響ひびきで応こたえるだけだった。

「あ、あかりん……？」

「……なんでもない」

「まだ、何も訊きいてないよ……」

「…………」

　様子がおかしかった。

　昨日までは――そう、昨日までは、いつもと変わらなかった。いや、それどころか、いつにも増して楽しそうで、口数が多くて、それこそ今のクラスメイトたちのように、どこか浮ついた感じすらあったのだ。それが今日になったら、不安に目を伏ふせ、がっくりと肩が落ちている。表情も暗い。

　何かあったのかと命は訊くが、灯は「……別に」と、まともに答えてくれない。それどころか、命と目を合わせず、会話を早く終わらせたいのか、態度もよそよそしい。なんだか命を避けるようにして、自分の席に行ってしまった。

　もとから無口で人当たりがよいわけではないが、これほどあからさまな態度を取られるのは初めてだった。

　命は不安になった。

　灯が楽しそうにしだしたのは、クラスメイトたちが浮つき始めた時期と同じくらいである。そして、はっきりと感情が現れるようになったのは、命の妹である望のぞみが、命の目を盗むように灯と何か内緒話をしてからだ。

　その辺を考え合わせると、灯の様子がおかしいのは、バレンタイン絡がらみだということになる。ただ、バレンタイン絡みで灯がおかしくなる理由がわからない。わからないが、命に対する態度を見ると、あまり考えたくない結論に行き着いてしまうのだ。

　そう、今年は、チョコをくれないのかもしれない。

　灯の料理の腕前は、壊かい滅めつ的てきである。破壊的と言ってもいい。食べられないというレベルではなく、自力で動いたり、触れたものを溶かしたり、あまつさえ人間に襲いかかって深刻な被害をもたらしたりするほどなのだ。

　だから、もらえないのであればそれはそれでありがたい。灯の料理を食べて生死をさまよったことのある命は安あん堵どした。これで、どうにか冬は越せそうだ。

　いや、待つんだ真行寺命。灯はつい昨日まで楽しそうにしてたんじゃないか。それがバレンタイン絡みだということは、さっき結論づけたばかりである。その灯が、チョコをくれないかもしれないのだ。それはどういうことだ。

　命は血の気が引く思いがした。

「まさか、あかりん、僕のことは、もう……？」

　気持ちが冷めたのか、というのは、怖くて口に出せなかった。

　命は頭を抱え込んだ。

「な、何かしたっけ？　僕、あかりんに嫌われるようなこと、したっけ？」

　昨日までの行動を振り返るが、心当たりになりそうな出来事は浮かんでこない。

「ま、まさか、新しい男が……!?」

　それなら、バレンタイン前に楽しそうにして、命に対しては素そっ気けないのもわかる。

「だ、誰だれだ!?　その相手は誰なんだ？　僕なんかよりもいい男なのか？　そりゃ、僕はずっと眠っていて、あかりんに何もしてあげられなかったし、この前は、操あやつられていたとはいえ、あかりんを傷つけちゃったし、それから恋人らしいこと何もしてあげてないし……って、うわぁ!?　心当たり、ありすぎじゃないか!?」

　悶もだえて、一層深く頭を抱え込む。

　どれだ？　どれが原因だ？

　考えていてもラチがあかないと、命は思い切って灯に声をかけることにした。

　灯は自分の席に座りながら、心ここにあらずの様子で視線を宙にさまよわせ、何度もため息をついていた。

「あの、あかりん、ちょっと、いいかな？」

　とたん、灯の表情に動どう揺ようが走る。

　びっくりしたように目を見開き、凄すごい勢いで命に目を向ける。

　命と目が合うと、すぐになんでもないというように平静を装うが、バレバレである。

　気を取り直して、命は再び声をかけた。

「えっと、少し、訊きたいことがあるんだけど……」

　ぼとり。

　灯は机に置いていた鞄かばんを落とし、ぎこちない動きで拾い上げる。

　命はまさかと思いつつ、三度、声をかけた。

「……あの、バレンタインのことなんだけど」

　ガタガタン！

　灯は机を盛大にひっくり返し、一瞬の間の後、冷静に机を起こす。

「……あかりん」

「……なんでもない」

「まだ、何も訊いてないよ……」

「…………」

　間違いない。

　灯は、バレンタインチョコのことで何かを隠している。

　そしてそれは、命に触れられたくないことで、それはつまり、命にチョコはあげず、他の男にあげてしまうということで、やっぱり、自分は、嫌われてしまったのだ……。

　命の目の前は真っ暗になった。







　目の前が真っ暗になって落ち込みつつも、命は相手の男が気になって仕方がなかった。あまり考えたくはないが、考えてしまうのが健けん全ぜんな青少年である。

　命はそれから、ずっと灯の様子を窺うかがい、何か手がかりはないかと授業中も休み時間も灯の姿を追い続けた。なんだかストーカーの気持ちがわかってしまいそうな気がしたが、あえてそこには目をつむって、へこみそうになりながらも情報の収集に努めた。

　その結果、命は灯が何かを探しているのだということに気が付いた。

　灯は休み時間のたびに教室を出て校舎内を歩き回り、いろんな場所を何かを探すようにあちこち覗のぞき込こんでいく。それは教室だったり、職員室だったり、体育館やその脇にある体育倉庫の中だったり、女子トイレだったり、男子トイレだったり、様々である。

　驚くことに、そうした場所を探し歩きながら、灯は必ず誰かに声をかけ、何かを聞き出しているようなのだ。

　ただ、訊いて何か返答があると、灯は決まってガックリとうなだれるのだ。

　おそらく、ほしい情報や返答が得られなかったのだろう。

　灯が去った後、命は話しかけられていた男子生徒に声をかけた。何を訊かれたのかと問うと、男子生徒は困ったように苦笑した。

「いや、もし真行寺命に何か訊かれても、自分が話したことは内緒にしてくれって言われてるんだよ」

　だから、話せないという。

「そこを、なんとか」

「でもなぁ……」

　男子生徒は笑いを引っ込めて、困り切った顔になった。

「あの緋室灯に頼み事されちゃったからなぁ。それはそれで貴き重ちようだから、約束は守りたいし、それに、俺がおまえに話したってバレたら、何されるかわかんないし……」

　確かに。

　そういうところだけは、激しい女の子なのだ。

　仕方なく、命は追及を諦あきらめた。だが、ここで降こう参さんするわけにはいかない。

　命のストーカーに近い尾び行こうは、放課後になっても続けられた。

　灯は命と一緒に帰るのをすげなく断って、一人でどこかへ行ってしまう。そのあとをこっそりつけた命は、やはり学校と同じように、あちこちで何かを探す灯を見ることとなった。

　思い詰めた表情で、懸けん命めいに、何かを探す。

　コンビニで、スーパーで、近所の公園で、ゲームセンターで、駅で、小物屋で、神社で、ジャンク屋で。そして、そのすべてで、誰かに声をかけ、やはりガックリとした様子で肩を落とす。

　とりあえず、何かを探しているのはわかった。しかし、あまりにとりとめがなくて一いつ貫かん性せいのない場所の数々に、何を探しているのかが余計にわからなくなった。

　結局、命は灯の素っ気ない態度と不ふ審しんな行動に、言いようのない不安を覚えつつも、暗くなって帰宅する灯の後ろ姿を見送ることしかできなかった。

　自分も帰宅した命は、先に帰宅していた妹の望に出迎えられ、驚かれた。

「どうしたの、お兄ちゃん。顔色が悪いよ？」

「ああ、望か……」

　命は喉のどの奥で、自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「……僕、あかりんに嫌われたかもしれない」

「えぇっ？」

　望に、今日の灯の様子を話してやる。

　すると望は、人差し指を口元にやって、何か考え込む素そ振ぶりを見せた。

「わたしも口止めされてるけど、別にいいよね」

　独り言のように言い訳して、望は言った。

「昨日の夜、灯さんから変な電話がかかってきたんだ」

「変な、電話？」

「うん。せっぱ詰まったような声で『私の作ったチョコ、知らない？』って」

　望はバレンタインのことを灯に話したらしい。この日は、女の子が好きな男の子に想いをたっぷり込めたチョコを贈る日なのだ、と。

　それから灯は、「命には内緒で」と言って、どうやらチョコ作りに励はげんでいたようだ。それがちょうど、灯の雰囲気が明るく楽しそうになっていた頃の話だ。

　そして、昨日。

　チョコは完成し、綺き麗れいにラッピングもできたという報告があった。しかし、それからいくらもしないうちに先の電話があり、完成したチョコが、どうかしたらしい。

『私の作ったチョコ、知らない？』

　いまいち意味の摑つかめない言葉である。ただ、灯はチョコを作っていて、そのチョコがどこかへ行ってしまったらしいということはわかった。そして、どうやら灯は、そのチョコを探しているらしい。

「……嫌われたんじゃなかったんだ……。よかったぁ」

　ひとまず、命は安心した。

　命に素っ気なかったのも、せっかく作ったチョコがどこかへ行ってしまったことで、催さい促そくされるのを怖がっているのだろう。もしくは、予期せぬ事じ態たいに混乱して、どう対処していいのかわからなくなっているのかもしれない。

　それにしても、チョコを探すために学校中を探したり、街中を歩き回ったりしているわけだが、どうしてどこかへ行ったチョコが、そんなところにあると考えたのだろうか。

　そもそも、チョコがそう簡単にどっか行くとは思えないが、灯の作ったチョコなら、自律歩行程度なら容よう易いにやってのけるだろうと想像できる。

　望が灯に聞き出したところによると、家の鍵はすべて閉まっていたし、どこかが壊されていたという形けい跡せきもなかったという。何者かが侵入して盗んでいった可能性がないのなら、ますますチョコが自みずからの意思で灯の家を抜け出したことになる。灯の作ったチョコなら、壁をすり抜ける特とく殊しゆ能力や、瞬間移動などの技を使ったとしてもおかしくはない。

　そうか……。

　灯は、自分が作った料理が自律歩行できたり危ない特殊能力を持っていることを知らない。つまり、どこかへ行ったというよりも、誰かに盗まれたと思っているのだ。それで、少しでも手がかりを見つけるために、これまで一度も話したことのない学校の生徒や、街の人々にも声をかけていたのだろう。

　それに、闇やみ雲くもに探し回っているわけではない。

　灯が探していたのは、すべて灯の生活圏内である。

　そのほとんどの時間を過ごしている学校、毎日のように通っている、通学路。そうした、自分になじみのある場所をしらみ潰つぶしにあたってるだけなのだ。生活圏内が限定されているのは、それだけ灯が出歩かないからである。ウィザードとして世界中を飛び回っているが、ことプライベートとなると、命が連れ出さないと家から一歩も出ないような生活をしているのだ。

　だとすると、かつて、灯の料理を口にして死にかけた命としては気が気でなかった。

　そんな危険なものが、灯の家を抜け出し、街中を徘はい徊かいしているのだ。

　このまま放っておけば、どんな被害が出るかわかったものではない。

　命は決心した。

　必ず、チョコを探し出してみせると。

　探し出して、あわよくば……。

　灯に見つかる前に、綺麗にこの世から消し去ってしまおう、と。
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　夕食後、命は家を出た。

　街で何か騒ぎが起こっていないかと歩き回るが、どうやらこれといった騒動は起きていないようだ。

　ホッとする一方、どこかに潜ひそんでいるとなればそれはそれで問題だし、仮に見つけた場合には、自律歩行するようなチョコを、命は食べるハメに陥おちいるのだ。なんとしても、灯より先に見つけ出さなくてはならない。

　時間との勝負だな。

　命は思った。時間が経てば経つほど、灯のチョコはどこか遠くへ行ってしまうだろうし、被害も拡大してしまう。被害が拡大すれば、どこかで灯が聞きつけて見つけてしまうかもしれない。

　焦あせりつつも、心のどこかでは「なるべくなら見つけたくない」という自分がいるのも確かだった。それだけ、灯の作った料理は凶きよう悪あくで、凶暴なのだ。

　どうしたものかと考えながら路地の角を曲がると、反対からやってきた人とぶつかりそうになった。

「うわ……」

「…………！」

　咄とつ嗟さによけ、その相手が灯だとわかると、命は身動きがとれなくなった。

　灯も同じらしく、二人して、〝だるまさんが転んだ〟のように、向かい合ったままピクリとも動かなくなる。

「あ、あかりん？」

「……み、命？」

「…………」

「…………」

「あ、あの……」

「別に、なんでもない」

「そ、そう……」

「う、うん……」

「…………」

「…………」

　しまった。

　そこは、「まだ何も訊いてないんだけど」と突っ込むべきだった。

　後悔しても遅いが、このまま不ふ毛もうなやりとりを続けていてもしかたがない。

　命はひとまず、チョコの捜そう索さくを優先することにした。

「あかりん」

「……な、何？」

「えっと……、その、チョコを、探してるの？」

「…………」

「よかったら、僕も、一緒に探すよ」

「……でも」

「もし見つからなくてもさ、また新しいの作ればいいじゃない。だからそんなに落ち込むことないよ」

「……けど、あれは、特別だったから」

「特別？」

「特別な想いを、三日間かけて、詰め込んだから……」

　今からそれと同じだけのチョコは作れないと言う。

　命は何とも言えずに黙だまり込こんだ。

　あの戦いしか知らなかった少女が、こんなにも命のことを特別に想うようになったのだ。感かん慨がい深く、またその想いの強さに感激しそうになるが、想いの結けつ晶しようが、どこかへ行ってしまうようなチョコなのだから、どうしようもなく複雑な気分である。

　それでも……。

　それでも、灯の想いに応えてやりたいと思う自分は、命知らずなのだろうか。

　命は自分の決意を、少しだけ修正することにした。

　絶対に、灯のチョコを探し出し、灯の手から、そのチョコを渡してもらおう。

　その後のことは、そのときだ。

　そんな決意を打ち壊すかのように、命の0-Phoneレイフオンが着信を告げた。

　いいところなのに……、と電話に出ると、アンゼロット城にいる赤あか羽ばねくれはからだった。

「あ、命くん？　赤羽くれはです」

「はい」

「もしかして、側そばにあかりんもいたりする？」

「いますけど……」

「ちょうどよかった！　あのね、今、かなり大変なことが起こってるのよ」

　くれはによると、今日の午前、謎の生命体がローマ聖せい王おう庁ちように現れたという。

　謎の生命体は周辺地域を巻き込みながら盛大に破壊の限りを尽くし、撃げき退たいにあたったグィード・ボルジアを始めとする多くのウィザードが打ち倒され、彼らの持つプラーナを奪っていったという。

　さらに午後、イギリスではダンガルド魔術学校が同じ生命体に襲しゆう撃げきされ、魔術師マーリンらが同様に抗戦し敗北、プラーナを奪われて壊滅状態に陥った。

　さらについ先ほど、アンゼロット城にもその生命体は現れ、こちらはどうにか撃退することに成功したが、これは文字通り退しりぞけただけで、再び攻撃を受ける可能性があるという。しかも、この戦いでナイトメアら歴れき戦せんのウィザードもプラーナを奪われ、しばらく行動不能らしい。

「あのナイトメアが……？」

　夢ゆめ使つかいのベテランウィザードとは、命も灯も一緒に戦ったことがある。おかしなかっこうをした変な男だったが、実力は確かである。その彼が、手も足も出なかったというのだ。

「そうなの。だからこっちは今、警戒しようにも人手不足でね。命くんとあかりんにも、アンゼロット城に来て守りを固めてほしいんだけど……」

「また、そいつが襲ってくるってことですか？」

「わからないけど、用心に越したことはないしね」

　命は少し考えてから、訊いてみた。

「ちなみに、その生命体って、エミュレイターじゃないんですか？」

「エミュレイターとは反応が違うみたい。かといって冥めい魔までもないし、当然、ウィザードでもない。そもそも、人や物の形をしていないのよ」

　まさかと思いつつ、命と灯はアンゼロット城へと向かうことにした。







　アンゼロット城はひどい有あり様さまだった。

　救護室に入りきらない負傷者があちこちで地面に横たわり、荘そう厳ごん華か麗れいなアンゼロット城は面おも影かげもないほどに破壊されていた。

「よく来てくれたね、命くん、あかりん！」

　くれはに出迎えられたが、あまりの惨さん状じように挨拶をしている余裕もなかった。

「くれはさん、いったい、どういう状況なんですか？　歴戦のウィザードたちがやられるなんて……」

「うーん……、ま、言葉にするより、実際に見てもらったほうがいいかな」

　どうやら、映像があるらしい。

　巨大なスクリーンに映し出された光景を見て、命は絶ぜつ句くした。

　襲撃された世界各地で撮影された映像だが、その生命体は、表現不能な歪いびつな形をしていた。あえて表現するなら、ヘドロが集まって巨大な怪獣になった、だろうか。ゴジ○に出てきたへド○という怪獣に近いかもしれない。

　そんな何かが溶けて形を失ったような全身を緑色の液体で包み、絶えず紫色の煙をまき散らしている。

　最初に撮影されたローマでは、まだ人間サイズだったが、次に現れたイギリスではダンプカーほどの大きさになっており、その次は二階建ての家屋、さらにその次は五階建てのマンションと、時間が経つにつれてどんどん大きくなっている。

　離れた場所に短時間で出しゆつ没ぼつしているが、これはどうやら同じ生物らしい。

　その証しよう拠こに、すべての映像で、変わらず確認できるものがある。

　いろいろと特異な特徴の中で、生命体の頭頂部と思おぼしき辺りに、ことさら際きわだつ、可か愛わいらしい赤いリボンがちょこんと結ばれているのだ。

　どうやらこの生命体は、瞬間移動のような能力を持っているらしい。

「まったく、人をバカにするのもたいがいにしてほしいよね。なんなのかな、あの格好は。もうちょっと、こう、美的センスっていうものがほしいと思わない？」

　完全に同感ではあったが、そのまったく似つかわしくないリボンに、命としては一つの可能性を疑わずにはいられなかった。

　先ほど、望は言っていた。チョコは完成し、綺麗にラッピングもできた、と。




　どうやら、間違いないようだ。




　その謎の生命体は、灯が作った、バレンタインチョコなのだ。
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　チョコは、現在も世界各地に出没して破壊の限りを尽くしているという。

　命が映像に見入っている間も、至る所から情報が送られ、オペレーターを通してくれはに伝えられていた。

　その内容に聞き耳を立てていれば、世界中の高レベルのウィザードや、そのウィザードたちと利害が一致して協力している魔王級のエミュレイターも被害に遭あっているらしいことがわかった。おかげで、世界中の戦力が削られ、今侵しん魔まや冥魔が現れたら、対抗しきれないところまできているらしい。

　そうした報告を、灯は神しん妙みように、そして命は冷や汗をダラダラ流しながら聞いていた。

　被害の報告が入るたびに、胃が痛くなる。

　こんな大騒ぎになってしまっては、灯の作ったチョコです、なんて言い出せるわけがない。ごめんなさいと灯に代わって心の中で謝りつつ、自分がどうにかしないといけないのだろうと、決心する。

「この謎の生命体なんだけど……、ううーん、名前がないとめんどくさいよね」

「でも、侵魔でも冥魔でもないんですよね？」

「だから謎の生命体なんだけどね……。あ、じゃあ、こうしよう！　ウィザードもエミュレイターも建物も、なんでも見み境さかいなく壊していく悪魔、すべてを食らい尽くすモノ、『食しよく魔ま』と認定！　今後謎の生命体の呼こ称しようは食魔とするね！　全世界に通達して情報の共有を図って！」

　最後のほうは、オペレーターに向かってのものである。

　すべてを食らい尽くすモノ、『食魔』――。

　いろんな意味でピッタリすぎて、命は笑うに笑えなかった。まさか赤羽くれはも、あれがもとはただのチョコという『食べ物』だとは、夢にも思わないだろう。

　夢にも思わないのだから、くれはの表情は険しく引き締まっている。通達を終えると、くれはは再び命と灯に視線を戻し、口を開いた。

「二人とも、これからするあたしのお願いに、『はわ』か『はわわ』で答えてください」

「……はわ」

「は、はわ！」

「はわわ～!?　ち、ちょっと！　あたし、まだ何もお願いしてないんだけど！」

「……世界を救うための任務なら、『はわわ』る必ひつ然ぜん性せいは皆かい無むだから」

　灯は平然と言ってのけた。負けじと、命も頷うなずく。

「僕もあかりんと同じで、『はわわ』の必要性は感じません。こいつは僕が……、僕たちが、なんとかしてみせます！」

　ただ、灯とはまったく違う使命感から任務を引き受けるわけだが。

　しかし、そんな二人にいたく感かん銘めいを受けたのか、くれはは身を乗り出して二人の手を取った。

「ありがとう、二人とも！　期待してるよ！」

　とはいえ、相手は神しん出しゆつ鬼き没ぼつである。まずは、その足取りを摑つかまなくてはならない。

　そこへ、日本コスモガード連盟から、鹿か島しま灘なだに、謎の生命体が現れたという報告が入った。報告を入れたのは、命とも面めん識しきがあり、やはり一緒に戦ったこともあるマユリ・ヴァンスタインだった。

「はわ？　マユリ？　なんでマユリが日本の茨いばら城きなんかにいるの？」

　マユリはイギリスのダンガルド魔術学校に所属するウィザードである。それが日本コスモガード連盟の本拠地である茨城にいるのだから、その疑問はもっともだった。

『先日からたまたま、マーリン先生の指令で来ていたんですが……』

　言こと葉ば尻じりに、勢いがなくなっていく。

『まさか、あたしがいない間に、ダンガルド魔術学校があんなことになるなんて……。でも、どうやらやり返す機会が巡めぐってきたようです！　くれはさん！　力を貸してください！』

「って、言われても……ねぇ？」

　対処法がないのが現状である。

『と、とにかく、映像を送りますから、どうにかしてください！』

　悲鳴に似た声と共に、映像がスクリーンに映し出される。

　そこには、ちょっとしたビルほどに成長した『食魔』が、悠ゆう然ぜんと夜の海を行く光景があった。非現実的なものには慣れているはずの命や灯、くれはや他のウィザードたちも、言葉もなく思わず見入ってしまうほどの異様な光景だった。

「み、命くん、何かいい案はない？」

「いや、その……」

　答える前に、くれはは情報の伝達と解かい析せきに追われ、さらに日本コスモガード連盟からの呼び出しを受けて、別室へと行ってしまった。その際に「ごめん、命くんかあかりん、どっちかついてきて！」と言われたので、命は灯についていくよう促うながし、一人でその場に残った。

　先ほどまでくれはとマユリが会話していた回線は、繋つながったままである。

　少しためらってから、命はマユリに話しかけた。

「えっと、マユリさん？」

『え？　その声、命さんですか？　どうしてそちらに？』

「その……、アンゼロット城が襲われたんで、その関係で」

『そうなんですか……。あの、命さん、どうすればいいと思いますか？　相手はマーリン先生も敵わなかった怪物なんですよ？　あたしだけじゃ、とても……』

「ええっと……」

　どうしようかと迷ったが、自分と同じく、灯の料理を食べて生せい還かんしたマユリだけには、『食魔』の正体を打ち明けることにした。

「その、『食魔』なんですけど、驚かないでくださいね？」

『驚くようなことなんですか？』

　驚くようなことなんです。

　命はスクリーンに映し出される食魔を横目に見ながら、続けた。

「あいつは、その……、あかりんが作った、チョコなんです」

『…………』

　沈ちん黙もくだけが返ってきた。

「……ま、マユリさん？」

『……み、命さん、もう一度、お願いします』

「ですから、あの怪物は、あかりんが作ったチョコなんです」

『…………』

　また、沈黙。

　やがて、諦め混じりの深いため息が聞こえてきた。

『なるほど。灯さんが作った……。それなら、マーリン先生でも敵わないのも納なつ得とくできます』

　納得しちゃうんだ。

　だが、正体を明かすと理解は早かった。

『となると、防御だけなら、銀を使えば平気なんですけどね……』

　灯の作った料理はなんでも溶かしてしまうが、唯ゆい一いつ、銀製品だけは溶かすことができないのだ。

『でも、銀製品で倒すっていうのは、難しいですよね……』

「他に何か、弱点みたいなのはないですか？」

『うーん……』と唸うなってから、あまり乗り気でない声でマユリは言った。

『チョコなら、熱に弱いかも』

　ということで、マユリの指示に従って、日本各地から〈火〉属性のウィザードが大量に投入され、さらに自じ衛えい隊たいなども戦闘爆撃機Ｆ‐７Ｊによるナパーム弾の投下や、原子熱線砲による一いつ斉せい攻撃を行った。

　だが、食魔は溶けるどころかひるむ様子もなく、それらをものともせずに、海を進む。

「……全然、効いてませんね」

『つ、次に行きましょう！　次に！』

　マユリが提案してきたのは、チョコは甘いから反対に辛からいものを振りかければ、ナメクジのように消えてしまうのではというものだった。ハッキリ言って、試す前から効果のほどは知れていた。けれど、やらないよりはましだろうと、大量の塩や辛から子しを振りまくが、当然、効きめはない。

「……マユリさん？」

『じ、じゃあ、次です！　あれはいちおう、バレンタインチョコなんですよね!?　だったら、二月一四日を過ぎれば自然に消滅するんじゃないですか？』

「……明日が過ぎるのを待ってたら、世界は滅ほろんでしまいますよ」

『……ですよねぇ』

　そうしているうちに、食魔は上陸を果たしてしまう。

『こうなったら、正面からぶつかるしかありませんね……』

「え？」

　マユリの深刻な声に、命はギョッとする。

『あたしだって、魔王の手から世界を救ったことのあるウィザードです。やってやれないことはありません』

「え？　ちょっと、マユリさん？」

『ごめんなさい、命さん。あたしには、これくらいのことしかできないんです……』

「あの、ま、マユリさんっ!?」

『もう二度と会えないかもしれないけれど……』

「そ、そんなっ!?」

『もし、また会うことができたら、そしたら、二人で一緒に、灯さんを特とつ訓くんして、まともな料理を作れるようにしましょう……』

「ま、待ってください、はやまっちゃダメです！」

『さようなら、命さん。あたし、頑がん張ばります！』

「ま、マユリさん！　マユリさ――――――ん!!」




　ブツリ。




　マユリとの通信は途と絶だえた。

　そしてその一〇分後。

　日本コスモガード連盟壊滅の情報が、アンゼロット城にもたらされた。







「マユリさん……」

　その後、肝かん心じんの食魔はこつぜんと姿を消して、またも消息不明だという。

「でもね、命くん」

　がっくりとうなだれる命の肩を、部屋に戻ってきたくれはが叩く。

「マユリの尊とうとい犠ぎ牲せいをムダにしちゃいけないわ！」

「いえ、まだ死んだと決まったわけじゃ……」

「それに、マユリのおかげで判明したことがあるの」

「え？」

「食魔の頭上に、魔力反応が感知されたのよ。解析の結果、そこに魔王らしいエミュレイターが潜ひそんでいることがわかったの」

　そして、どうやらその魔王が、食魔を操っているらしい。となれば、その魔王を倒せば、食魔も活動を停止するかもしれない。

　わずかながらも、希望が湧わいてくる。

　だが、数時間後、今度は灯が所属する絶滅社が、食魔に襲われて壊滅状態という報告が入った。

「……そんな」

　絶滅社に所属している灯は、顔をしかめて、痛ましそうに顔を伏せた。

　なんとか平静を保とうとしていた、アンゼロット城のウィザードやロンギヌスたちも、ざわめく。

「なんということだ……」

「絶滅社ほどの実力者揃ぞろいでもダメなのか……」

「これほど短時間で、世界中の有力なウィザード組織が壊滅させられるとは……」

　確かに、食魔が確認されてから、まだ一日も経っていないのに、世界のウィザードは壊滅的な打撃を受けている。食魔の目的や意思というものが存在するのかしないのかハッキリしないこともあって、あまり考えなかったが、少し頭を働かせれば、実に効果的に戦力を削そいでいることがわかる。しかも食魔の背後には、どうやら魔王が存在するらしいということが判明してからはなおさらだ。

　そこで命は気づいた。

「くれはさん、一つ、いいですか？」

「はわ？　どうしたの？」

「被害に遭っているのは、高レベルのウィザードが多く集まっている場所ばかりですよね？」

「……そういえば、そうだね」

「だったら、残りの戦力を一カ所に集めれば、あの食魔をおびき寄せることができるんじゃないですか？」

　くれはは腕を組んで考える素振りを見せた。だが、実際は考えるまでもなかったようだ。

「迎え撃つことができれば、対処もできる、か……。うん、いいね、それでいこう！」

　早速、羽はね田だ空港にウィザードと、共闘関係にあるエミュレイターを五〇〇人集めるよう指示を出した。当然、命と灯も現場に赴おもむき、食魔を迎え撃つことにする。

　決戦が、迫っていた。




　　　　　４




　翌、二月一四日、早朝。




　白しらみ始めた夜の帳とばりをこじ開けるように、それは姿を現した。

　全長六〇メートル、体重は四万八千トンはあろうかという、不定形の化け物――食魔。それが、灯の作ったチョコだった。

　灯はすでにガンナーズブルームを構え、臨りん戦せん態たい勢せいである。どうやら、あれが自分の作ったチョコだとは気づいてないらしい。そのことにホッとしていいものかどうか悩むところではあるが。

　迎げい撃げき態勢は万全である。

　ウィザードとエミュレイターの精鋭五〇〇人に加え、自衛隊からも様々な兵器が空港内に持ち込まれていた。

　24連装ロケット砲車に、メーサー殺さつ獣じゆう光線車、フルメタルミサイルランチャーに無む反はん動どう砲ほう搭とう載さいジープ、さらには陸上自衛隊幕ばく僚りよう監かん部ぶ付つき実験航空隊首都防衛移動要よう塞さいＴ‐１号までが動員される力の入れようである。食魔に対抗できるなら、化学兵器でも魔法でも、なんでもありという方針のようだ。

　それにしても、とんでもないことになったなぁと、命は深いため息をつかずにはいられなかった。

　世界中の人々やウィザード、それにエミュレイターが一丸となってかからなくてはならないのだ。いったい、どうすればこんなチョコを作れるというのか。

　食魔の正体を知っている命は、どこか達たつ観かんしたように怪獣のようなチョコを仰あおぎ見るが、そうでないウィザードや、そもそもこうした非常識な相手と対たい峙じしたことのないイノセントは、食魔の姿を視界に捉とらえたとたんに、言葉もなく立ち尽くした。

　特にイノセントが中心の自衛隊は酷ひどい有様で、何度も目をこすったり、近くの仲間に頰ほおをつねってもらったりと、目の前の現実を受け入れるのに精一杯のようだ。

　科学を信しん奉ぽうする彼らにとって、食魔は信じがたい悪夢のような存在なのだろう。非現実的な敵と戦っている命たちですら受け入れがたいのだから、その心境は察してあまりある。

　しかし、同情ばかりはしていられない。

　アンゼロット城のくれはと連れん携けいして、まずは主犯と思われる魔王を燻あぶり出さなくてはならない。

　食魔は、ウィザードたちめがけて、まっすぐ進んでくる。

　その威い容ように、自衛隊員たちは恐きよう慌こう寸前である。

「た、隊長！　敵は射しや程てい圏けん内ないに入りました！」

「まだだ、もっと引き付けろ！」

「し、しかし！　これ以上は危険です！」

「よし、撃て――!!」

　自衛隊とウィザードたちの、一斉攻撃が始まった。

　ミサイルが飛び交い、レーザーが宙を切り裂き、魔法の力が逬ほとばしる。

　どんな攻撃も効かないのは、世界中で立証済みだ。だからひとまずは、足止めのための総攻撃である。戦力が削がれる前に、くれはが魔王を見つけ出す。それができなくては、命たちに勝ち目はない。

　灯も、ガンナーズブルームで応戦し、しかも最初から幻げん想そう舞ぶ踏とうまで繰り出す全力攻撃である。

　凄すさまじい爆発と硝しよう煙えんが渦うず巻まく中、それでも食魔は、歩みを止めることなく悠ゆう然ぜんと進んでいる。

　第一次防衛ラインが突破されるのも、時間の問題だった。

「くそ！　我々の最新兵器が、まったく効いていない！」

「パパ！　ママ！　怖いよぉ！　怖いよぉ！」

「俺たち、無事に帰れるかな……」

「帰るさ！　帰れるさ！　俺は来週結婚式なんだ！　こんなところで死ぬわけにはいかないんだ！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの抵抗に対し、食魔は相変わらず、不気味な外観とミスマッチすぎるリボンを爆風になびかせながら、無表情に（表情というものがあればだが）迫ってくる。

　ふと、命はあることに気がついた。

　食魔の中から、どこか懐なつかしい気け配はいを感じる。

　ヒルコに似た気配。しかし、それよりももっと強力でおぞましい、力の象しよう徴ちよう。

「まさか……！」

　命は愛剣のヒルコを手に取り、構える。

　その気配がなんなのか、命は知っていた。かつてこの身に宿したことがあるからだ。

　それは「獣けものの欠片かけら」だった。

　大魔王ルー＝サイファーの、力の断片。

　その獣の欠片が、灯のチョコに力を与えているのだ。

　しかし、チョコが自ら獣の欠片を取り込んだとは思えない。

　ということは、やはり魔王の仕し業わざなのか……？

　命は、ほとんど怪獣と化したチョコの周辺を窺う。そして、奇妙な空間のひずみを見つけた。

「そこかぁぁぁぁぁ！」

　ウィザードや自衛隊の攻撃の間かん隙げきを縫ぬって跳ちよう躍やくし、愛剣ヒルコで空間を斬きり裂さく。

　すると、真ま一いち文もん字じに切り裂かれた空間がガラスのように割れて、そこから一人の少女が姿を現した。

　地面に降り立つのは、真っ白な修しゆう道どう服ふくのようなものを身に纏った、黒髪の少女。

　あどけない顔立ちと無む垢くな瞳ひとみは思わず見入ってしまうような可愛らしさだが、命はそんな外見に騙だまされない。裏り界かいの魔王は、少女の姿をとることで人間を油断させ、心の隙すきを生み出し、そこを狙ってくるのだ。

「おまえは、魔王だな！」

「あらら、見つかってしまいましたか」

　魔王の少女は、鈴の音ねのような声で、しかし傲ごう慢まんさを隠さない調子で言った。

「そうです。わたしは魔王バーレン＝ティウス。あなたがたの世界をいただきに参りました」

　命は灯から距離があることを確認してから、言った。

「そのために、あかりんのチョコに獣の欠片を与えたのか」

　バーレンは笑って肯こう定ていした。

　灯の手作り料理の破壊力に目をつけたバーレンは、それに獣の欠片を与えることで凄まじい力を発はつ揮きさせようと企たくらんだ。そのために、灯の家からチョコを盗み出したのだが、そのまま獣の欠片を与えて無差別に暴れさせたのでは意味がない。

　そこで、バーレンの特殊能力が使われたのだ。

「おまえの、力？」

「そうですね、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず。わたしの力、ご覧らんにいれましょう」

　バーレンは両手を組んで、祈りを捧ささげるように瞑めい目もくし、頭こうべを垂たれた。

　すると。

　いきなり、自衛隊のメーサー殺獣光線車のメーサー光線が、命に向かって放たれた。

「うわっ!?」

　現実兵器はウィザードの月衣カグヤによって弾はじかれる。だが、味方に撃たれたことに命はうろたえた。

「な、何をするんだ！」

「ち、違う！　俺じゃない！」

　光線車の操縦者は、命以上に狼ろう狽ばいしながら訴うつたえた。

「こいつが……、光線車が勝手に動いているんだ！」

　その間にも、光線車は好き放題に、あちこちに向かってメーサー光線を発射しまくっている。

「勝手に!?　そんなバカな！」

　バカなと言ってから、命はハッとなってバーレンを見た。

　バーレンは嬉しそうに笑った。

「そうです。これこそがわたしの力。無む機き物ぶつに感情を与え、その『想い』を叶えさせるための力を与えることができるんです。その子は、使ってほしいのにろくに使ってもらえないからと不満が溜まっていました。だから自分の力を使いたいという『想い』を叶えさせるために、わたしはちょっと手助けをしてあげたんです」

　光線を乱発していた光線車は、灯のガンナーズブルームによって破壊され、ようやく動きを止めた。

「じゃあ、その力を使って、あかりんのチョコに……」

「そうです。彼女のチョコの場合、チョコ本来の用よう途とである食品としての願がん望ぼう、つまり、『食べてほしい』という想いを叶えるため、このような巨大で強力な生命体に成長したのです。自分を食べてほしい。けれど、破壊的な味の自分は、生なま半はん可かな人間では食べることができない。だから、わたしが高レベルのウィザードの前に導みちびいてあげたのです。この子は彼らに食べてもらおうとしました。けれど、誰も食べることができませんでした。倒すこともできませんでした」

　それどころか、獣の欠片がウィザードたちのプラーナを吸収してしまい、体は巨大化し、力もさらに強大化していったのだ。

「ここまで大きくなるのは予想外でしたけど、それ以外はすべて予定通りです。あなたたちがウィザードやエミュレイターを一カ所に集めてこの子をおびき寄せるのも、お見通しでした。わざわざ集めてくれてありがとうございます、と言いたいくらいですわ」

　バーレンは、人間と共に戦うことをよしと思わない魔王だった。だから、人間と共に戦っているエミュレイターも襲ったのだという。

「この子の強さは裏界の大魔王にも匹ひつ敵てきします。しかも、どんな攻撃も通用しない。あなたたちに、倒せますか？」

「大魔王よりも強いということは、おまえよりも強いんだよね？　だったら、おまえを倒すまでだ、バーレン＝ティウス！」

「残念ですけど、あなたたちの相手は、あくまでこの子です」

「なんだと？」

「わたしは、あなたたちとは戦いたくないのです」

「どうして！」

「だって……」

　バーレンは口元に余裕の笑みを浮かべて、断言した。

「わたしは、ものすごく弱いんですもの」

「そうなのか。それは戦いたくないよな…………って、は？」

　何か聞き間違えたのかと、目で問い直す。

　するとバーレンは、律りち儀ぎにも繰り返し答えるのだった。

「ですから、わたしは弱いんです。あなたがヒルコを使えば、たぶん、一撃でやられるでしょう」

「……え、えっと、あの……、そ、そうなんだ。それはなんというか……って、いや待て！　騙されないぞ！　そうやって僕を油断させる気だな!?」

　命はかぶりを振って、バーレンに殴なぐりかかった。握りしめた拳が、バーレンの頰に食い込む――寸前、魔王の視線が命の目を射い抜ぬいた。

　ゾッとなって、背筋が震ふるえる。

　それは、圧倒的な力の差が生み出す恐怖だった。ヘビに睨まれたカエルのごとき恐怖だった。

　まずい！

　不ふ吉きつな予感に囚とらわれて、命は体に急きゆう制せい動どうを命じた。しかし、もう止まらない！

　このままでは、きっと、自分の拳こぶしは、無む惨ざんにも砕かれる！

　観念して目を閉じる命だったが……。

　その拳は砕かれることもなく、また弾かれたりよけられたりすることもなく、バーレンの白い頰に、無む造ぞう作さに、そしていっそ綺麗なほどに、突き刺さった。あっさりと、裏界の大魔王を、殴り倒した。

「……あ、あれ？」

　自分の拳と、地面に転がる魔王とを呆ぼう然ぜんと見比べる。

　バーレンは地面にはいつくばったまま、呻うめいた。

「う、うう……、ひ、酷いですぅ！　何するんですかぁ！　痛いじゃないですかぁ！　グーで殴るなんて卑ひ怯きようですよぉ！」

「え？　あ、いや、その、え？」

　がばりと起き上がって、バーレンは殴られた頰に手をあてながら、涙ながらに訴えた。

「言ったはずですよ！　わたしは弱いって！　あなたほどのウィザードの拳を、わたしがよけられるはずがないじゃないですかぁ！」

「え、そ、そうなの？」

「謝ってください！　いますぐ己おのれの行いを贖しよく罪ざいすべく懺ざん悔げしてくださぁい！」

　泣きじゃくる魔王に、命は思わず頭を下げていた。

「えっと……、その、うん、あの、ごめん」

「……命、だまされないで」

　いつの間にか命の後ろに立っていた灯が、叱りつけるように言う。

「そいつは敵。謝る必要なんてない」

「う……、そ、そうだ！　きみは魔王で、しかも世界を滅ぼそうとしている敵じゃないか！　謝る必要も懺悔する必要もない！　殴って何が悪い！」

「ひ、酷いです……」

　バーレンは頰を真っ赤に腫はらして、涙目で命を睨みつける。

「それが、正義のウィザードがとる言動ですか!?」

「あう……」

「かよわい少女に暴力をふるい、殴り倒して、それで世界を救ったと、あなたは胸を張って自慢することができるんですか!?」

「うわぁぁぁぁぁ！　なんなんだ、これは！　間違ったことをしてるわけじゃないのに！　むしろ正しいことをしてるはずなのに！　どうしてこんな罪悪感みたいのを覚えるんだぁ!?」

　命が悶もん絶ぜつしている間に、バーレンは距離をとり、宙に浮いた。

「わかってくれましたか？　わたしは本当に弱いんですよ」

「わ、わかったけど……、イヤになるくらいわかったけど、きみがやっていることは許せない！　だからごめん！　倒す！　って、だからなんで僕はさっきから謝ってるんだ!?」

「謝っても遅いです。あなたはわたしを怒らせました。もう、この子を止めることはできません」

　謝っても遅いなら、謝らせないでくれ。

「わたしはもう、あなたたちの手の届くところには行きません。わたしを倒すには、まずこの子を倒す必要があります。もっとも、仮にわたしを倒したとしても、この子は止まりません。なにしろこの子は、自分の意思で動いているのですから。さあ、どうします？　この子に勝てますか？　どんな攻撃も通用しないこの子に、あなたたちは勝つことができますか？」

「くっ！　それでも、やるしかないんだ！」

　こうして、戦いは始まった。

　命は食魔の体を使って、宙に浮くバーレンに斬りかかる。だが、その間に食魔の腕（のようなもの）が割り込んで、命を打ち払った。

「……命、下がって」

　灯のガンナーズブルームが炸さく裂れつする。他のウィザードや自衛隊も、負けじと応戦する。

　その隙に命は食魔から距離を取り、灯の横へ並んだ。

「あかりん、あの怪物は獣の欠片を取り込んでるから、あんなに強いんだ。だから、どうにかして獣の欠片さえ取り出せば、なんとかなるかもしれない」

「……でも、どうやって？」

　それが問題だった。

　獣の欠片があるのは、おそらく体内である。それも、一番深いところにあるだろう。食魔に口のようなものがあれば、そこから侵入を試こころみることもできるのだが、それはできないし、なによりすべてを溶かす溶よう解かい液えきを全身にまとっているのだ。触れることすらできない怪獣の体内に侵入するなど、不可能だった。

　ならば全力攻撃で体に風穴を空けようとするが、その攻撃すら効かないのだ。

　実弾兵器は溶かされ、どれほどの抗魔力を持っているのか、魔法はすべて弾かれてしまう。

　それどころか、食魔の反撃が始まると、形勢は一気に傾いた。

　緑色の液体をまき散らし、それを浴びた自衛隊の最新兵器が溶かされる。

　紫色の煙がウィザードたちに襲いかかり、巻き込まれた者が次々に苦しみ、悶もだえ、倒れていく。

　瞬またたく間に、五〇〇人ものウィザードとエミュレイター、そして自衛隊を壊滅させてしまう。

　それどころか、倒れたウィザードたちのプラーナを吸収し、さらに巨大化していくのだ。

　食魔は滑かつ走そう路ろを越え、管かん制せい塔とうに取りつくようにして、破壊していく。目的は、最後に残された命と灯だ。

「まずいよ、あかりん。このままじゃ……」

「…………」

　命以上に、灯の顔には焦りの色が浮かんでいた。

「……命」

「え？」

「……ごめんなさい」

「ど、どうしたの、あかりん？」

「……このままじゃ、世界は滅びてしまう」

「…………」

「その前に、二月一四日も終わってしまう……」

　悲しげに、目を伏せる。

「……チョコ、もう、渡せないかも」

　命はヒルコを強く握りしめた。

　まだ、諦めるわけにはいかなかった。

　灯を悲しませるわけにはいかない。

　なんとしても、灯の気持ちを、灯の想いが詰まったチョコを、受け取るのだ。

　だが、どうすればいい？

　食魔の侵しん攻こうは止まらない。巨大化に歯止めがかからない。作戦の要かなめだった魔王の打倒も、食魔に阻はばまれて対処できない。

　為す術のない命たちを眺ながめ、魔王バーレン＝ティウスは、その清せい楚そな雰囲気をかなぐり捨てて、魔王としての本性を現していた。

「ふ、ふふふ。もうすぐです。もうすぐですわ！」

　両腕を広げ、歓かん喜きの表情を浮かべる。

「もうすぐ、わたしの名は全裏界に轟くことになります！　そう、この子がいれば、わたしは無敵！　誰も私を止められない！　いままでわたしを、わたしの力をバカにしてきた裏界の権力者たちを見返して、跪ひざまずかせてやるのよ！」

　バーレンは弱かった。本当に弱かった。

　魔王の名を冠かんしてはいるが、単純な魔力でいえば、下級エミュレイター程度の力しかない。そんな彼女が魔王として存在していられるのは、ひとえに彼女の持つ特殊能力のおかげであった。

　無機物に「想いを叶えさせる」という力を与えることができる彼女は、他の魔王たちから重ちよう宝ほうされていた。しかし、それはバーレン自身を認めるものではなく、あくまでバーレンの能力を欲ほつし、利用しているだけだった。

　そのことがわかっていたから、バーレンは悔しさに唇くちびるを嚙かみしめながらも、存在意義を失わないように、他の魔王に従い、戦い続けてきた。

　だが、それももうすぐ終わる。

　このチョコがいるかぎり、誰にも負けない。超ちよう公こうパール＝クールにも、蠅はえの女王ベール＝ゼファーにも！

　食魔は、命たちに覆おおい被かぶさるようにして襲いかかった。

　腕（のようなもの）が、命と灯をなぎ払う。どうにか受け身を取ってやり過ごした命だが、続けざまに吐き出された溶解粘ねん液えきが足下に降りかかった。

　こちらも横に飛んで直撃は免まぬかれたが、粘液の一部が跳はね飛とんで、制服のズボンと共に命の足を焼いた。

「ぐぅ!?」

　焼けつくような痛みに膝ひざを折り、屈かがみ込こむ。

　そんな命をかばうように灯が援えん護ご射撃するが、やはり食魔の溶解粘液がガンナーズブルームに降りかかり、溶かしていく。かろうじて武器としての性能は維い持じしているようだが、そう長くはもたないだろう。

　バーレンは勝ち誇ったように、高らかに声を上げた。

「さあ、とどめを刺しなさい！　数々の魔王を討うち滅ほろぼしてきた、真行寺命と緋室灯のプラーナを吸収し、次は裏界へと赴くのです！」

　バーレンの命令を受け、食魔は天を仰ぐようにして吠えた。そのまま反動をつけ、渾こん身しんの一撃を放った。




　――魔王、バーレン＝ティウスに向けて。




「…………」

「……え？」

「……あれ？」

　身構えていた命と灯は呆然とする。

　バーレンは襲いかかる溶解粘液を、間かん一いつ髪ぱつのところでかわした。

　さらに食魔は、腕を振り上げ、宙に浮かぶバーレンを摑もうとする。

「……な、なっ!?」

　ようやく、事態が呑み込めた。食魔が、バーレンを襲っているのだ。

「ま、待ちなさい！　どうしたと、どうしたというのですか!?」

　食魔は構わずに、何度も腕を伸ばす。

　それをやり過ごしながら、バーレンは懸命に訴えた。

「な、なぜですか!?　どうしてわたしの言うことを聞かないのですか!?」

　チョコは吠えた。

　声にならない声で、泣き叫んだ。

　その声を、命はヒルコを通して聞いた。

　――食べてほしい。

　ただそれだけなのに。

　それだけなのに、誰も食べてくれない。

　当然だ。

　こんな怪獣のようになってしまった自分を食べてくれる者など、いるはずがない。

　想いは叶わない。

　叶えられない。

　叶わないのなら、叶えられないなら……、こんな自分にしてしまった魔王を、この世界を、滅ぼしてしまえばいい。

　そう、自じ暴ぼう自じ棄きになったチョコの想いが、暴走しているのだ。

　命はチョコの声を聞き、静かに、バーレンに目を向けた。

「……バーレン、きみは間違っている」

「な、何がです!?」

「きみに他の魔王たちを見返そうという想いがあるように、そのチョコにも、食べてもらいたいという想いがある。その想いは誰のものでもない。だから、誰かに強制されたり、指さし図ずされたりするものじゃない。それを利用しようとしたのだから、自じ業ごう自じ得とくだよ」

「そ、そんな！　わたしの力では、わたし程度の実力では、制御できないというのですか!?」

　バーレンは焦った。このまま制御できなくなれば、他の魔王たちに迷惑がかかる。

　緋室灯のチョコに獣の欠片と自分の力を与えることで暴れさせ、世界各地のウィザードを弱体化させるという作戦はほぼ成功しているが、この怪物が暴走したままでは意味がない。それに、バーレンは他の魔王たちもこの怪物に襲わせているのだ。このままでは、このままでは……！

　バーレンは食魔を見た。食魔は恨うらめしそうに、バーレンを見上げている。

　こいつには、自分では敵わない。そしてウィザードたちも、為す術がない。

　彼女は、意を決した。

　命と灯の前に、降り立つ。

「あなたたち、あの子に、勝ちたいですか？」

　命と灯は顔を見合わせた。

「もちろん」

「……ええ」

「でしたら、その想い、叶えさせてあげます」

「どうするつもりなんだ？」

「あなたも彼女も、ステキな武器をお持ちですよね？」

「武器……？」

　命はハッとなった。メーサー車が勝手に動き出した光景を思い出す。

　バーレンは、命の持つヒルコと、灯の持つガンナーズブルームに感情を与え、「想い」を叶えさせるための力を与えるというのだ。

　命と灯の武器は、もはや自分の一部のようなものだ。バーレンの力を与えられれば、それは命たちの意志に従って、食魔を倒すだけの力を与えてくれるだろう。

「やって、くれるのか？」

「ただし、条件があります」

「条件？」

「約束してください。その力を、けっしてわたしに向けて使わない、と」

　命の体から、がっくりと力が抜けた。

「そんなこと、言わなけりゃいいのに……」

「しかたないじゃないですか！　わたしみたいな魔王が生き延びるには、石いし橋ばしを叩たたいて渡るようにしないとダメなんですよ！」

　あるのか、裏界にも。そんな格かく言げんが。

　それにしても、なんだろう。

　命は思わず笑ってしまった。

　この魔王は、なんだか憎めない。

「約束するよ。きみには力を向けたりしない」

「……たぶん」

　二人の約束を取りつけ、バーレンは満足そうに頷いた。そして、バーレンは両手を組み、祈りを捧げるように瞑目して、頭を垂れた。

　すると、にわかに、命の持つヒルコから力が溢あふれ、ヒルコの明確な意思が伝わってきた。

　――力を使わせろ。我に見合う強き者を、我が力にて討ち滅ぼせ。

　ガンナーズブルームが、ヒルコが、持ち主の意思と重なり合って、想いを叶えようとする。

「こ、これは……！」

「……すごい、力……」

「想いが誰のものでもないなら、その想いの力で、あの子の想いを打ち消してください！」

　バーレンの叫びに、灯は食魔を見上げる。

「……あなたがいると、チョコが作れない」

　ガンナーズブルームを構え、撃つ。

「だから、消えて……！」

　灯の想いを乗せた一撃が、食魔をひるませる。

　そして。

　命が持つヒルコは、闇の力を前面に押し出し、破壊衝動を増ぞう幅ふくさせ、凄まじい力を放っていた。大魔王の体の一部から生み出されたこの剣は、嬉き々きとして力を振るうことを望んでいる。

　この衝動を受け止めることができるのは、食魔だけだろう。

「食魔……」

　命は、かつてないほど穏おだやかな心境で、敵と対峙した。

　人間の手により生み出され、魔王によって利用され、「食べてほしい」というささやかな願いすら叶えることができなかった、チョコ。

　哀あわれみと、しかし、断だん固ことした決意のもと、命はヒルコを構える。

「ごめん。ごめんね……。もしキミが生まれ変わったなら、きっと食べてあげるから……、だから――」

　強烈な光が、ヒルコから放たれる。




「消えろぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」
















　光は巨大な光の刃やいばとなって、食魔を呑み込んだ。

　――ヒルコと命の想いの前に、チョコは消滅した。

　食魔の消滅を見届けると、バーレンは宙に飛んだ。そして、何かを摑み取ると、もの言いたげな目で命と灯を見下ろしたが、すぐに、ついっ、と目を逸らして、姿を消した。

「やった、のか……？」

　それを見送って、命は呟つぶやいた。

　最強最悪の食魔を倒すことはできた。

　しかし、なぜだか勝利の手応えを感じることができず、命は素直に喜べなかった。

　本当に、危機は去ったのだろうか。

　何かを、忘れていないだろうか。

　命の不安をよそに、周辺からは大きな歓声が沸き起こった。
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　裏界に戻ったバーレンは、額ひたいに冷や汗を浮かべながら跪き、目の前の少女の顔色を窺うように獣の欠片を差し出した。

「も、申し訳ございません。あと一歩のところで、まさか、あの子が、わたしの制御を外れるとは思わず、その……」

「いいのよ、もう」

「……は？」

「あなたは、よくやってくれたわ」

　意外なことに、少女は上じよう機き嫌げんで、特に咎とがめることもしなかった。

「あの、しかし……」

「いいったらいいのよ」

　その少女、大魔王ベール＝ゼファーは、くつくつと笑った。その傍かたわらでは、哀れむような目を向けて、秘ひ密みつ侯こう爵しやくリオン＝グンタが椅い子すに座っている。

「あたしの本当の目的は、表界のウィザードたちを弱体化させることじゃない」

「え？」

「この、獣の欠片を集めることなのよ」

　獣の欠片とは、最強の大魔王、ルー＝サイファーがウィザードたちに倒された際、世界中に散らばった彼女の力の欠片である。欠片は六六六個にも分かれ、その一つでも手に入れた者は、己の願いを叶えたり、力が強化されたりするのだ。

　しかし、力を得る代わり相そう応おうの代価を支払わなくてはならない。死者を復活させた者は自分が死に、不ふ老ろう不ふ死しになった者は肉体を失って霊れい魂こんだけの存在になってしまうなど、必ずしも無造作に扱えるものではないのだ。

　それでも、力を求め、想いを遂とげようとする者には魅力的な存在である。

　そのため、ウィザードのみならず、裏界の魔王たちもその行方を追い、手に入れんと暗あん躍やくする者も少なくない。

　だが、獣の欠片がどこにあるのか、誰の手にあるのかは、まったくわからない。手に入れた者のほとんどが、偶然の成り行きで見つけてしまっただけなのだ。

　だから、チョコに人間とエミュレイターを無差別に襲わせ、誰かが身に宿しているはずの獣の欠片をチョコに取り込ませたのだという。

　人間と共闘するエミュレイターを嫌っているバーレンにその役目を与えたのも、彼女が持つ力とあわせてゆえのことだった。

「あの怪物が急激に巨大化して力を強くしていったこと、疑問に思わなかったの？　いくらなんでも、プラーナを吸収しただけで、あそこまでになるはずないでしょ？」

　しかも、バーレンがウィザードたちに力を与えて、チョコが倒されることまで見込んでいたのだという。

　余裕の笑みを浮かべるベール＝ゼファーに、バーレンは唇を嚙みしめた。

　裏界での彼女の立場は弱かった。

　能力は確かに強力ではあるが、彼女自身にまったくと言っていいほど戦闘力がないため、魔王の最下層に甘んじているのだ。だから、今回の件は、彼女がのし上がっていくために絶対に必要な過程だった。だから、勢い込んで参加し、任務を遂すい行こうしようとしたのだが……。

　結局、自分はベルたちにとっては駒こまなのだということを思い知らされた。裏界の権力争いに使われる道具でしかなかった。自分が利用していた、緋室灯のチョコと同じだった。獣の欠片で願いを叶えた者は全員、不幸になる。どうやら灯のチョコも、自分自身も、その例に漏もれないようだ。

　悔しかったが、もちろん、反抗などできるはずがない。反抗した瞬間に消滅させられるのがオチだ。自分には、その程度の力しかない。

　だが、このまま終わるのは癪しやくだった。このまま終わりたくない。終わらせたくない。

「というわけなの。ごくろうさま。もう行っていいわよ」

　すげなくベルに言われ、バーレンは跪いたまま、そっと手を組んで目をつむり、恭うやうやしく頭を下げた。

「……それでは、わたしはこれで――」

「バーレン？」

　去ろうとするバーレンを、リオンが呼び止めた。

「あなたも、なかなかやりますね」

　苦笑するようなリオンに、バーレンは振り返りもせず、ぶっきらぼうな声で、答えた。

「……こんなときに褒ほめられても、嬉しくありません」

　ふてくされたように背を向けたまま、足早に去っていった。

「――さて、獣の欠片をいただこうかしらね」

　ベルは元の形に戻ったチョコを眺めた。

　それは両手で持たなければならないほどの、大きなハート型のチョコだった。この中に、世界中で集められた獣の欠片がいくつも入っているはずだった。その証拠に、チョコの中から、強い力の反応がいくつも感じられる。

　ベルは無造作にチョコを折ろうとした。しかし、よほど固まっているのか、チョコは割れなかった。しかたなく、魔王の本領を発揮して力を込めるが、結果は同じだった。

「な、何よ、これ!?」

　試しにかじってみたが、びくともしない。叩いても、斬っても突いても、傷一つ付かない。

「ええい、これならどうよ！　ディヴァインコロナ！」

　ベルが得意とする攻撃魔法でも、チョコは無傷だった。

「って、これ、どうやって取り出せばいいのよ！　ちょっとリオン！　こんなの聞いてないわよ!?」

　そもそも、今回の作戦を立案したのはリオンで、灯のチョコを利用しようと言ったのも、リオンである。

「だって、訊かれなかったから」

「またそれなの!?」

「冗じよう談だんです」

「…………」

「おそらく、バーレンに利用されていたチョコが、これ以上利用されないために、ガチガチに硬くなって、壊されないようにしているのでしょう。つまり、チョコの意思が、私たちに獣の欠片を渡すまいとしているのですよ、きっと」

「そ、そうなの？」

「そうであるとしか、説明できません。ただ……」

　誰にも聞こえないように、リオンは呟く。

（その想いを、同じく私たちに利用されていたバーレンが、叶えさせたのかもしれませんね……）

「……何か言った？」

「いいえ。それにしても、恐ろしいですね」

「な、何がよ」

「このチョコ、私たちでも壊せないんですよ？　もし、あの怪物のままで、裏界に侵入でもされたら……」

「……ふ、ふん！　あんなやつ、あたしの力をもってすればどうってことないわ！　ウィザードに倒せて、あたしに倒せないわけないじゃない」

「そうですね。フフフ……」

　リオンは、笑いをこらえるように肩を揺すった。
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　滑走路は無む惨ざんにもアスファルトがめくり返され、管制塔は半分ほど溶かされ、空港のあちこちには破壊された自衛隊の最新兵器が擱かく座ざしている。

　激しい戦闘を思い返させる空港で、命は呆然と佇んでいた。

　力を使い果たし、その場にへたり込みたかったが、まだ戦いの事後処理が残っているため、帰るに帰れなかった。

「それにしても、ひどいバレンタインになっちゃいましたね」

　声をかけてきたのは、ボロボロになったコートを引きずるようにしたマユリだった。

「マユリさん、無事だったんですか！」

「はい、なんとか無事です」

　マユリは周囲を見回してため息をついた。

「あいかわらず、灯さんの料理は常識外れですね」

「魔王の常識からも外れていたみたいですよ」

「……とんでもないですねぇ。もしそんなチョコを渡されてたら、命さん、どうしてました？」

「……そんな答えにくいこと、訊かないでください」

「ですよねぇ……」

　話題の灯は、黙もく々もくと事後処理をこなしている。本来は灯の役目ではないが、彼女が所属する絶滅社が壊滅状態なため、人員が足りないのだろう。

　ふと、戦いの最中に聞いた灯の言葉が頭をよぎる。




　……チョコ、今年は、渡せないかも。




　悲しげな灯の表情も思い返され、胸が締しめつけられる。

　灯が感情を表に出すのは珍しいから、それだけ心の底から悲しく、悔しかったのだろう。

　命のためだけの、灯の強い想い。

　それが嬉しかった。その想いだけで充分だった。

　だから、灯に言ってやりたい。

　もう、チョコは探さなくてもいいんだよ、と。

　もう、チョコは作らなくていいんだよ、と。

　けっして、チョコを食べずに済むからとかそういう理由ではなく、気持ちの決着的にハッピーエンドを迎えたっぽいからもういいんじゃないかと思うところなのだ。

「……命さん？」

「え？」

「なんだか、やけに、嬉しそうですね」

　顔に出ていたらしい。

　そんな命の様子をめざとく見つけたのか、不思議そうな顔で灯がやってきた。

「……命」

「……なに、あかりん」

「……だいじょうぶ？」

「うん、まあ、ね」

　灯は何か考えるように間を置いてから、口を開いた。

「……ねえ、命」

「なに？」

「チョコ、結局見つからなかったけど……」

「……うん」

「でも、まだ、今日はバレンタインだし……」

　つい、と視線を外して、呟く。

「帰ったら、チョコ……、作るから」

「えっ!?」

　命は焦った。

「私の想いを、たくさん、詰めるから……」

「い、いや、いいよ！　充分！　僕はもう充分、あかりんの想いを受け取ったから！」

「でも、そうしないと、私の気が済まないから」

「いや、あのね、あかりん。この場合は、想いを受け取る相手が、想いを伝える相手の気持ちをよく理解していたら、別にチョコを贈ったりする必要はないわけで……」

　言っていることがわからない、というように、灯は首を傾げてみせる。

「う……」

　どうやら、説得は難しいようだった。ならば。

「わ、わかったよ。じゃあ、僕も一緒に、作るよ」

　それで、少しでも灯の料理がまともなものになるのなら……。

　そこが唯一の、妥だ協きよう点てんだった。

「じ、じゃあ、後始末が終わったら、すぐに」

「うん」

　できるだけ、後始末は長引かせようと心に決めつつ、周囲に怒りの視線を走らせる。

　二人のまわりでは、マユリがにやにやと生温かい微笑ほほえみを浮かべているし、他のウィザードやロンギヌスたちも、二人のやりとりに聞き耳を立てているようで、仕事の動きが鈍にぶい。ここですぐに帰ったら、「真行寺命、緋室灯といちゃいちゃするために仕事放ほう棄き!?」などと噂うわさされ、あることないこと吹ふい聴ちようされそうで怖かった。

「いいんですよ、命さん。灯さんと帰っても」

　命の心境を知ってか、マユリがいらないことを言ってくる。

　それに乗っかる形で、他のウィザードたちまで会話に交ざってきた。

「そうですとも！　命殿と灯殿は勝利の立役者！　二人で一緒に帰ったところで、誰が文句を言いましょう！」

「うむ、我々はもちろんのこと、あのナイトメア殿ですら敵わなかった化け物を倒したのだからな！　それくらいのご褒ほう美びはあってしかるべきだろう」

「それにしても、灯殿のチョコかぁ……」

「羨うらやましい限りですなぁ！」

「ということで二人とも！」

「我々のことは気にせずに、どうぞ二人の世界を堪たん能のうしてください！」

　ちょっと待て。

　そこへ、アンゼロット城のくれはから連絡が入った。

『命くん、あかりん、お疲れさま！　大活躍だったみたいだね！』

「いや、それほどでも……」

『せっかくのバレンタインだったのに、呼び出したりしてごめんね？　でも、二月一四日はまだ終わってないんだから、これから二人の時間を、ゆっくり楽しんでね！』

　くれはさん、あなたもですか……。

　はやし立てるウィザードたちに、灯は恥ずかしそうに頰を染める。

　わかってない。

　みんな、何もわかってない。

　灯のチョコ作りが、どんな可能性を秘めているのか。

　その結果、何が起こるのか。

　自分の戦いはまだ、終わっていない。

　命はさらなる戦いに備え、気持ちを引き締めるのだった。
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　帰宅すると、もう夜だった。

　時間がないからと、灯はスーパーで購入したチョコを使って、バレンタイン用のチョコを作り始めた。もちろん、命の全面監かん修しゆうという名の監視付きで、だ。

　そのおかげか、灯の腕が上がったのか、見た目はどうにか食べられそうなハート型のチョコが、できあがった。

「……はい、命」

　慎つつましげに、灯は銀のお盆に乗ったチョコを差し出す。

　それを受け取って、命はおそるおそる指先で触れてみる。

　指が溶けたり、腕に嚙みついたりする気配はない。どうやらまともな、ただのチョコのようだ。

　あの破壊的な腕前の灯が、まともな料理を作った。

　あの世界を滅ぼしかけたチョコを作った灯が、食べられるチョコを作った。

「あかりん……」

　命は感激してそれを口にし、ゆっくりと嚙みしめた。

　甘く、ちょっとした苦みが、口の中に広がっていく。

　……味は、悪くなかった。

　酷いバレンタインだと思ったけれど……。

　最後の最後で、最高のバレンタインになったようだ。

　命は灯に、ニッコリと笑いかけた。

「おいしいよ、あかりん。本当に、ありがとう」

　そして、バタリと倒れて、意識を失った。

　その様子を見ながら、灯は頰を染めて呟いた。

「気絶するほど喜んでくれるなんて……。嬉しい……」

　やっぱり、最高のバレンタインには、まだ早かったようだ。





世界の危機の中心で愛を食べる　―FIN―













　インタールード２




「せいやぁああああああ……っ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、ベルは手しゆ刀とうを繰くり出だした。

　振り切られたそのか細い腕は、瞬時に音の壁を打ち破って超ちよう音おん速そくに達する。

　ソニックブームが巻き起こった。

　周囲に破壊をばらまきながら、手刀が瓦かわら割わりよろしく、眼がん前ぜんに置かれた〝獣けものの欠片かけら〟入りのチョコを捉とらえた。

　しかし―――。

　バーレン＝ティウスの意地か、はたまたチョコの意志によるものなのか。

　チョコには、傷ひとつついてはいなかった。

「……もうっ、いったいどんだけ頑がん丈じようなのよっ!?」

　ギリギリと忌いま々いましげに、ベルが目の前に鎮ちん座ざするチョコレートをにらみつける。

「……いったいいつまで続けるのですか、大だい魔ま王おうベル」

　書物より目を離し、リオンが呆あきれ気味に言った。

　室内を吹き抜けた衝しよう撃げき波はなど何ど処こ吹く風。

　いつもと変わらぬ落ち着いた様子で、椅い子すに腰を掛けたままベルを諭さとす。

「そろそろ、あきらめてはいかがですか？　もうこれでちょうど三〇〇回目」

　ベルがチョコをたたき割ろうとした回数を律りち儀ぎに数えていたらしい。

　リオンも相当な暇ひま人じんである。

　だが、できもしないことをいつまでも続けるのは、それなりに抵抗があるようだ。

「ふん。き、今日のところは……止やめにしといてあげるわ」

　リオンの言葉に、ベルもどうやらふんぎりがついたらしい。

　その言葉は、あくまでも引き分けよ？　と言わんばかりではあったのだが。

　玉ぎよく座ざにどかっと座り込み、吐き捨てるように言った。

「ま、これ以上はたしかに時間の無む駄だね。どうせなら時間は有ゆう意い義ぎに使わないと」

　とても無限の時間を有する魔王のセリフとは思えないお言葉だった。

　そして、腕を組んでたまった鬱うつ憤ぷんを晴らす方法を模も索さくし始め―――やがて、ふとなにかを思いついたのか、ぴんっと一本、ベルが指を立てた。

「なにか、新しい計画を思いついたのですか？」

　その言葉に、不敵な笑みを浮かべてリオンに向き直る。

「こないださ、輝き明めい学がく園えんで……ちょっと面白いものを見つけたのよね」

　くすりと、悪戯いたずらっぽくベルが微笑ほほえんだ。

「憂うさ晴らしに、放置してた計画を動かすのも―――悪くないわ」




























　その日、世界に最悪の危機が訪おとずれようとしていた。
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　世界は偽いつわりで塗ぬり固かためられていて世せ間けんは噓うそつきで溢あふれている。

　だから――はい、ハムサンド、と購こう買ばいのおばちゃんによって藤ふじ原わら竜りゆう之の介すけへと渡された物の正体が実はタマゴサンドだったとしても、それは仕方のないことで、茹ゆできった卵の黄身が口の中で粉となって呑のみ下くだせずに苦労したとしても――よくある話なのだろう。

　タマゴサンドってのは、これだから……くそぉ。

「竜之介！」

　牛乳代をケチるんじゃなかった。竜之介としては少ない小こ遣づかいを増やすには昼飯代を削けずるのが最も手っ取り早い方法だったのだが……。

「竜之介ってば！」

「ん？」

　顔を上げたら、大きな瞳ひとみに上うわ目め遣づかいで覗のぞき込こまれていた。

　心臓が、どきんと強く高鳴り――やばい！　と思った。けれど、次の瞬間にそれどころではない事じ態たいがやってくる。命の危機だ。

「ん、ぐ!?」

　タマゴサンドが喉のどにつかえた。

「りゅうのすけ？」

　少女が小首を傾かしげる。

　だが、竜之介はそれ以上を見ている余よ裕ゆうはなく、椅い子すを引っくり返しながら立ち上がると、教室から廊ろう下かまで走り出て、手近な流しで蛇じや口ぐちを捻ひねり、瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの奥の目を白黒させつつ呑み込んだ水で、無理やり喉のつかえを押し流した。

　命の危機が喉から食道を通って胃へと無事に落ちてゆく。

「っ、はあ……死ぬかと思った」

　息を荒らげてしまう。

「竜之介ってば」

　背中からの声に振り返る。少女が追いかけてきていた。

「珠たま美み……。あまり驚かさないでくれ」

　彼女は香か椎しい珠美。同級生にして竜之介のいわゆる幼おさな馴な染じみにあたる。

　竜之介のぶ厚い眼鏡越しに見えるのは、可か愛わいらしい丸顔と短く切って跳はねた髪。花の形の髪留めで前髪の左だけ上げていた。

「驚かしてなんかいないって。私、なんども声をかけたもん」

「そ、そうか」

「だよ。なのに、竜之介ったら、ぼーっとサンドイッチ食べながら何かぶつぶつ言ってるし。ひょっとして目だけじゃなくて、頭まで悪くなったかと心配したんだから」

「……悪かったな。で、どうした？」

　珠美は、昼休みは部室へ行くと言っていたはずだ。

「スクープよ！」

「またか」

　言いながら、竜之介は廊下の窓に背中を預ける。

　真冬の風をぴしゃりと閉め出した窓は、身体を預けるとひんやりと冷たく、気を鎮しずめるにはちょうどよかった。一度は跳ね上がった心しん拍ぱく数すうも落ちてゆく。そろそろ昼休みも終わってしまうが、もう席に戻ってタマゴサンドの残りを食べる気にはならなかった。

「竜之介ってば新聞部員の自覚ある？」

「ない」

「いっしょにすごい新聞作るって約束したじゃない！」

「珠美が、スクープって言って、本当に特ダネだったことあるか？」

「ぐ。こ、今度は本当だって。八不思議になったの！」

「は――？　なんだって？」

　八不思議？　竜之介は首を傾げる。聞いたことがない。

　や、正確に言えば『七不思議』ならば知っている。輝き明めい学園の高等部にも、ご多分に漏もれずにあるのだ、『学園七不思議』ってやつが。廊下を走る人体模も型けいだの、ひとりでに鳴るピアノだの。無限に続く階段だの。お決まりは七不思議なのに、七つ目の不思議は誰だれも知らないっていう。ベタ過ぎて泣けてくる。

　だが――八番目の不思議というのは初めて聞いた。

「出るんだって、図書室に」

「図書室？」

「生徒を追い出して、扉を閉めて、当番が、鍵を掛けようとすると――」

　そこでわざわざ珠美は一度、言葉を切るのだ。百物語か何かと勘かん違ちがいしてるんじゃないだろうか。

「部屋の中から呼ばれるんだって。『君、栞しおりが落ちましたよ』って」

「幽ゆう霊れいがナンパかよ」

「そう！」

「は？」

　斜ななめ上なところで頷うなずかれてしまった。

「そうなんだよ。それがね。出るのは、当番が女子のときだけなんだって！」

「なんだそりゃ」

　一週間ほど前から知られだした現象で、生徒たちの間ではそろそろ噂うわさが広がり始めているとか。おかげで女子の図書委員は怖がってしまって当番をやりたがらない。

「さっそく取材しなくちゃ！　ねっ！」

　言いながら、珠美がまたも顔を近づけてくる。考え込んでいたのですっかり不意を突かれてしまった。好奇心を湛たたえてきらきらした珠美の瞳が、竜之介の鼻先十センチってところまで迫ってきて、せっかく鎮まっていた鼓こ動どうがどんどん早くなっていった。

　――や、やばいぞっての、これ。

「だからさ、放課後になったら図書室に集合！　遅れちゃダメだから――」

　さらに顔がぐっと近づく。

「め、面倒クセぇって」

「だめ」

　ずずいっと、十センチから五センチ。吐と息いきのかかる距離だ。香こう水すいなんて使ってるはずがないのに、ふわっと甘い香りが鼻を掠かすめる。シャンプーの匂においだろうか。

「絶対来るのっ。ほら、指切りっ」

　顔と顔の間に小指が割り込んで、にこっ。

　――そこが限界だった。

　心臓が爆発したかと思った。顔が一瞬で火ほ照てったのが自分でもわかってしまう。

「し、知らないっての！」

　言い捨てて背中を向けて駆け出した。

「竜之介！」

　声が追ってきたが無視だ。それどころではなかった。もう我が慢まんできない。上がりまくった心臓のビートは休むことなく早はや鐘がねを鳴らしている。血が――全身を逆流しているよう。頰が熱い。きつく嚙んだ唇くちびるの痛みでなんとか理性を保たもっている始末。

　ドキドキドキドキ。心拍数は上がり続けていた。

　――くそっ！　間に合え！

　男子トイレの個室へと駆け込む。

　後ろ手に扉とびらを閉めた。

　鍵をかけて背を預ける。その瞬間。全身の細さい胞ぼうが悲鳴をあげた。骨がきしみ、自分の身体が一度分解されて組みなおされたかのような衝しよう撃げきが走る。

「は……あ」

　吐と息いきが漏れた。辛かろうじて間に合った。うな垂だれてしまう。

　ずるっと、預けた背中がわずかにすべった。

「ったく、もう……。あいつ、人の気も知らないで……」

　呟つぶやいた声こわ音ねは少女のものになっていた。
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　細くしなやかな指が顔へと辿たどりつき、弦つるを摘つまむと、ため息とともに眼鏡を顔から引き剝はがした。

　弦で支えていた髪が頰に流れて影を落とす。

　男物の黒い学生服を着込み、男子トイレの個室の扉に背をもたせかけているのは、つい先ほどまで確かに、『竜之介』と男名前で呼ばれていた少年だった。

　だが信じがたいことに――。

　いつの間にか竜之介の髪は腰に届くほどまで長く伸びており、まっすぐな直毛だったはずがふんわりとしたくせっ毛に変わってしまっていた。

　俯うつむいて影になった顔から嗚お咽えつが漏れた。

「俺、もうやだ、こんな体質……」

　口く調ちようは確かに男のもの。しかし、声は高く女のものへと変化していて、しかも、ぐしっと拳こぶしで涙をぬぐって上げたその顔は、どう見ても男ではない。少女にしか見えない。

　とびっきりの美少女にしか！

　輝明学園秋あき葉は原ばら校・高等部二年三組に所属する藤原竜之介。

　彼は、心臓がドキドキすると女になってしまうという特異体質の持ち主だった。

　もちろん彼はウィザードだった。

　祖父と同じように竜之介もまた生まれたときからウィザードで、しかも、祖父と同じように一族のふざけた体質を受け継いでいた。

　ちょっとしたきっかけさえあれば女性化してしまう。

　きっかけ――それは心臓の鼓動ビートなのだ。心臓が激しく打ち鳴らされると彼は彼女になってしまう。

「これじゃ……こんなんじゃ……」

　竜之介の呟きは個室の壁に反はん響きようして自分へと返ってくる。もう何度となく自みずからに問いかけていた。

　この体質をどうにかできないものかと。

　見飽きるほど見ているはずの幼馴染みの顔を間近に見ただけで、こうも胸が高鳴ってしまうなんて。その挙あげ句くに女になってしまうなんて。

　扉に背を預けながら思い返すのは珠美の顔だ。そう、見慣れた顔――けれど、高校二年ともなると、すっかり顔も大人びてきて、なんであんなに変わってしまうんだろうと。

　――あんなの、俺の知っている珠美じゃないよ。

　心臓がなかなか鎮まらない。鎮まってくれないかぎり、竜之介はここから出られない。

　どうしよう。もうすぐ午後の始業の鐘が鳴るというのに。

　見下ろす両の手は男のときよりも指が細く長く、手の平は小さく。きゅっと身体からだの前で手を握りしめた――心を、落ち着けないと。

　そこで竜之介はふと気づいてしまった。

　もし――もしもだ。ここで長々と個室を占領して出てこない生徒を心配した誰かによって扉を無理やり開けられたりしたら、どうなるだろう？

　学ランを着た少女が男子トイレに籠こもって涙ぐんでいる、わけだ。

　――うん、死ねる。社会的な意味で。

　いっそのこと、〈月衣カグヤ〉に仕舞ってある女物の制服に着替えてしまえば――いやだめだ、男子トイレに堂々と入る変態女子生徒になってしまうだけで、根本的な解決になってない！

　――とにかく、気を落ち着けないと！

　すぅううう。深呼吸だ。はぁぁああ。吐いて。

　けれども爆発寸前まで跳ね上がってしまった鼓動は、深呼吸を繰り返してもなかなか元に戻ってくれない。結局、少女の姿から男の藤原竜之介の姿に戻るまでには五分もかかってしまい、個室の扉を開けたときには、もう廊下には人影ひとつなく、あたりはまったき静けさに満ちていた。午後の授業が始まってしまっている。

　――いまさら、焦ってもしょうがないや。

　ことさらにゆっくりと歩きながら、竜之介は珠美の話を思い返してみる。

　八番目の不思議、と言っていた。

　ありえない。

　そもそも輝明学園の七不思議は、この学校に隠されていた〈賢けん明めいの宝ほう玉ぎよく〉の在あり処かを伝えるために作られたものだったはずだ。そこには八番目なんてなかった。入りようがなかった。

「図書室の幽霊、か」

　竜之介のウィザードとしての勘かんが告げている。

　只ただの幽霊ならば問題ない。

　だが、その幽霊は、ひょっとしたら侵魔エミユレイターなのかもしれないのだ。

　世界はいつだって侵魔から狙ねらわれている。そして、世界を守るために人知れず侵魔と戦うのがウィザードだ。

　教室後ろの扉を静かに引き開け、おそるおそる首を突っ込む。

「おお、藤原。いいところに帰ってきた」

　クラスメイトたちの同情を込めた視線が集まってくる。

「さっそく、こいつを解いてもらおうか」

　数学教師の鬼おに平ひらがチョークで黒板を叩きながら笑顔で言った。

　侵魔より先に戦わなければならない相手がそこにいた。

　駄目だ、勝てない。
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　終業の鐘が鳴った。

　掃除をサボった竜之介は、保健室へと赴おもむき、空いているベッドへと身を隠す。周囲をカーテンで覆おおってから、首を振って誰からも見えていないことを確認する。

　――よし。

　目を閉じる。心臓の鼓動を鎮めるときとは逆に一拍ごとに徐じよ々じよに早くしてゆく。すぐに鼓動がドラムロールを始めた。

「くっ、う……」

　ぶるっと一度だけ身体が震え、そうして目を開くと、自分の手足がひとまわり小さくなっている。胸には慣れることのできない重みがふたつ。

　月衣から女物の制服を出して着替えると、着ていた服を代わりに仕舞い込む。外した眼鏡を胸元へと入れようとして、そこにポケットがないことを思い出した。

「っと、いけね」

　膨ふくらんだ胸元にはひらひらとした白いリボンタイだけがくっついていた。女子の制服の胸にはポケットはないのだ。

　うっかりだ。もう何度も変身しているのに、やはり女の姿には慣れていない。慌あわててもう一度、月衣を開いて眼鏡を放り込む。

　ため息とともに、カーテンを開けた。

「お邪じや魔ましました」

「もういいの？」

「すっかりです」

　保健医に挨あい拶さつをして部屋を出る。扉を閉めるときに「あら？　女の子だったかしら？」と呟く声が聞こえたが、聞こえないふりをする。竜之介は歩き出した。腰から下がひらつくスカートになっているから左右に足を繰り出すたびに冬の風を受けて寒いけれど我慢だった。

　――ったく、すーすーするったら。女ってすげぇな。

　両脚の間にあるべきものがないことも意識しないようにする。

　図書室は、校舎二階の東の端にある。

　突き当たりの扉を押し開けて図書室に入った。

　特別教室を二倍にしたほどの大きさの部屋の奥半分には、竜之介の背を軽く超える背の高い本棚が、まるでドミノ倒しのドミノのように左右に整せい然ぜんと並んでいた。部屋の手前側は学習用のテーブルと椅子で占められている。本を借りるためのカウンタースペースは左手にあった。その奥が司し書しよ室しつ。

　Ｌの字型をしたカウンターには、本を借りようと生徒たちが長ちよう蛇だの列となって並んでいた。

　――うちの学校ってこんなに本好きが多かったっけ？

　閉室まで、まだ一時間ほどある。手近な本棚から適当に本を一冊抜き出すと、椅子のひとつに腰掛けて待つことにする。

　ぶ厚い本を開きながらカウンターの向こうを窺うかがう。どうやら今日の図書当番は一年の女子のようだ。ポニーテールが可愛い子。見た目は文系女子というよりスポーツ少女に見えた。

　読むフリを始める。適当な時間をおいてページをめくる――ありゃ？

　本をひっくり返してタイトルを確かめた。

『秩ちち父ぶ古こ生せい層そうに見られる二に畳じよう紀きの化石について』

　……なんだ、こりゃ。

　ひたすら硬い文章でひたすら硬い文ぶん言げんが眠気と欠伸あくびを竜之介にプレゼントするためにずらずらと並んでいた。眩め暈まいがしそうな学術書だった。

　――ま、実際に読むわけじゃないし。

　じりじりと時計の針が動く。五時の閉室時間が迫るにつれて徐々に生徒の数は減ってゆき、ゆっくりとだがカウンターに並ぶ列も短くなっていった。忙しそうに応対していた図書委員の子もようやく人が掃はけて人心地ついたようだ。

　だが、彼女の顔は時計を窺うたびに不安に満ちたものへと変わっていった。

　二分前になったところで竜之介は本を返してカウンターへと歩み寄る。すっかり人は掃けてしまい、もう列はなくなっていた。頃合だ。帰り支じ度たくを始めていた委員の子に声をかける。

「ねぇ！」

　ちらりと顔を上げた少女はポニーテールを傾けて「はい、なんでしょう？」と言った。

　カウンター越しに竜之介は中を窺う。ポニーテール少女の後ろのテーブルには、スポーツバッグと、図書室の鍵らしき物が置いてある――あれか。

　竜之介のもくろみとしては、閉室ぎりぎりで鍵閉めを譲ゆずってもらうつもりだった。なぜ、ぎりぎりまで待ったかといえば、そもそも女の竜之介はこの学園の生徒ではないからだ。話の流れで『あなた、どこのクラスなの？』なんて訊きかれても困る。頭の中で考えておいた文章を復ふく唱しようする。こんな感じ。ええと――鍵かけて、職員室に持っていけばいいのよね？　ちょうど用があるから、私がやっておくわ。

「えっとね。その――」

「――鍵なんだけどさ。閉めるの私がやっておいてあげる！　ちょうど職員室に用事があるからさ！」

　割り込んできた声に驚いて振り返る。聞き覚えのある声だった。

　ショートカットの見慣れた少女がそこにいる。

「たま……み？」

　珠美がきょとんとした顔をする。

　だが、次の瞬間に彼女は竜之介を指差してわめいた。

「あー！　いつかの謎の美少女！」

　――げ！

　しまった、と臍ほぞを嚙かむ。かつて侵魔絡みの事件に遭そう遇ぐうしたとき、珠美は女の竜之介を見ているのだ。忘れていて欲しかったが、どうやら覚えている。

「あなた！　化け物に襲われたときの――化け物……って、なんだっけ？　ええと」

「えっと、この前に会ったときもそんなことを言ってたわよね」

「あ……。ひったくりから取り返してくれた……」

「そうそう。お会いするのは、だから、二度目ですよね」

「……へ？　そう……だっけ？　あれー？　なんか、もっと助けてもらったような。あれー？」

「あの」

　と、声を割り込ませたのは図書委員の子だった。

「もう、閉室なんです」

「あ、そうそう。だからさ！」

　珠美が声をあげた。変身した竜之介への追及は保留することにしたらしく、先ほどの、鍵閉めを替わってあげるという申し出を珠美は繰り返したのだ。珠美の言葉に明らかに安あん堵どの表情を見せつつ「そういうことなら」とポニーテールの彼女は鍵を珠美に渡してしまった――俺がやろうと思ってたのに！

　そうこうしているうちに、図書委員の子はスポーツバッグを肩にかけ、お礼の言葉を繰り返して部屋を出ていってしまう。取り残されたのは竜之介と珠美だけだ。

「ほらほら。ええと――謎の美少女さん」

「それやめて。美少女はやめて」

「えっ。だって、こんなに可愛いのに」

　――嬉しくない。俺は男だ！　竜之介だってば！

　告げられたら、どんなに楽か。

「ま、いいか。ほらほら、電気を消しちゃうから」

　珠美が背中を押してくる。そういえば、と竜之介は思い出す。この時期、東京の日にち没ぼつは確か五時頃だったはず。もう日が暮れる頃か。

「消すよー」

「えっ、ちょっと」

　止める間もあらばこそ、珠美はぱちぱちと壁のスイッチを倒して図書室の明かりをぜんぶ消してしまった。

「はいはい。閉室でーす」

　ぐいぐいと背中を押して竜之介を追い出し、最後に一度だけ扉の隙間から頭を突っ込んで部屋の中に誰もいないことを確認して、珠美は図書室の扉を閉めた。

　その瞬間。




『君、』




　声が、




『栞が落ちましたよ』




　扉の隙間から冷たい風とともに流れ出してきた。
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　鳥とり肌はだが立った。

　ぞくり、と背筋が凍った。

　居なかった、はずだ。竜之介と珠美が図書室の最後のふたりだったはず……。

　けれどそのことで躊ちゆう躇ちよしたのは竜之介だけで、珠美のほうは「スクープ！」と叫んで、迷うことなく扉を開けていた。

「おい。待て！」

　声をかけたが、珠美は再び図書室の中へと入ってしまう。

　――ちくしょう！

　背中を追って部屋へと入る。

　足が、止まった。

「……明るい？」

　明かりは全て落としたはずだった。なのに何な故ぜこんなに明るいのか。図書室を満たす光の源みなもとは――月だ。

　窓一杯に、昇り始めたばかりの月が見えている。

　紅あかい。

　血のように紅い。

　紅く輝く大きな丸い月を背負ってその少年は窓に背をもたせて立っていた。

　手には文庫らしき本。竜之介よりもやや背が低い彼は、手にしていたその薄い本に目を落としたまま、言ことの葉はを紡つむぐ。朗ろう読どくを始めた。文学なんてものとは縁えんのない竜之介にさえ覚えがあるような、国語の教科書に必ず出てくる類たぐいの有名な詩だった。恋の詩。林りん檎ごの木の下に少女が立っているとか、手が白くて美人で、いや、あからさまに美人とは書いてなかったかな？　少女が林檎をくれたとかそういう。やけに気前がいい奴だなと確かそんなことを詩を習ったときに考えた記憶があって、

　じゃねぇよ――誰だ、こいつは！

　少年は、最後まで吟ぎんじきると、本を閉じた。その時まで、どうしてか竜之介はまったく動けなかったのだ。

「ああ……栞はそこですよ」

　そう言って、少年が床に落とした視線の先に、細い紙の栞が一枚。

　腰を屈かがめて珠美は何の疑いもせずにその栞を拾おうとする。

　拾ってはいけないような気がした。

　五歩の距離を一息で縮め、竜之介は珠美の手を引く。遅かった。珠美は栞へと手を伸ばし――そのまま前のめりに倒れた。

「珠美！」

　床に激突する前に辛かろうじて間に合った。珠美の全身からは力が抜けていた。気を失ってしまっている。支える竜之介の腕に彼女の身体の重み全てが掛かってくるが、外見は女でも、変身した今の竜之介は九きゆう天てん一いち流りゆうの使い手だから、女の子一人支えることくらいなんでもないのだ。

　少年の声が降ってくる。

「……捕まえなくちゃいけないんだ……」

　顔を上げた。少年を睨にらみつけたまま立ち上がり、床に寝かせた珠美を背中にかばう。

「今度こそ。ちゃんと捕まえて……」

　少年の声は細く高く、制服からは高等部の生徒だと思われるのに、まだ変へん声せい期きを迎えていないかのよう。

「そうして言わなくちゃいけない。この心を、ぼくの愛いとしいあのひとに……」

　少年が、近づいてくる。縁なしの眼鏡を外し、胸のポケットへと入れてから、珠美から目を外し今度は竜之介のほうを見た。

　視線が合った。













　竜之介を見つめて、そして言ったのだ。もう珠美は見ていない。

「見つけた……そこにいたんだ。あなただ。この心が覚えている。運命の人。今日こそはぼくの想いの丈たけを……」

　鳥肌が――、

「あなたに」

　――立った。

　ぐっと、少年の顔が迫ってくる。やや背が低くなっている女の竜之介よりもさらに背が低い。眼鏡を外した彼の顔は嫌いやなことに驚くほど整っていて、いわゆるひとつの美形ってやつだった。美少年。切れ長の瞳ひとみに見つめられると、まるで魔力が籠ってでもいるかのように目を逸そらせなくなった。息を呑む。

　細く白い手が竜之介の頰に触れる。ひんやりと冷たい。

「この心を」

　唇が。

　近づいてくる。

　まて。おまえの心は唇か！　そんな想いの丈いらねぇ！　ヤメロコラチョットマッテクダサイネエ……。

「さあ」

　頭が真っ白になった。

「わ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　ぎりぎりで相手を突き飛ばした。人生最高の速度で後ろに跳んだ。なんか冷たいものが唇を掠っていったような気もするが、絶対に気のせいだ。

　窓際まで吹っ飛んでいった少年は、しかし、何事もなかったかのようにゆっくりと起き上がってくる――冗談じゃねぇって！

　足下の珠美を背負う。

　再び立ち上がった少年は、眼鏡を掛けなおすと、本を開いた。

　まるでそれまでのことがなかったかのように、窓にもたれると、本に目を落とした。

　最初に目にしたときと寸すん分ぶん違たがわない姿勢に戻った。

「君、」

　声が、

「栞が落ちましたよ」

　リピートした。

　珠美を背負った竜之介の眼前にひらひらと一枚の栞が落ちてくる。どこから現れたのかわからない栞が。床に、落ちた。ぞっとする。

　もうその後は見ていなかった。

　珠美を背負ったまま竜之介は図書室から飛び出した。後ろ手に扉を閉めると、珠美が差し込んだままになっていた鍵を捻って施せ錠じようする。がちりと鍵の掛かった音。

　少年は追ってこなかった。

　扉を前に、へたへたと竜之介はへたり込む。

　――助かった……。

　背負った珠美のぬくもりを感じて、竜之介はようやく安堵の息を吐つく。寝息が聞こえた。どうやら珠美は寝入ってしまっている。起きそうもなかった。

　男に戻り、珠美を背負いなおすと、家路につく。あの図書室の怪をどうにかするには日を改めるしかない。珠美を巻き込むわけにはいかない。

　――あいつ、侵魔なんだろうか。

　だが、今までに竜之介が戦ってきた侵魔とは少し違う気がした。




　珠美は家に着くまで目を覚まさなかった。
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「どう思う」

　と竜之介は問いかけた。猫に向かって。

　珠美を送り届けてから帰宅し、自室に籠った竜之介を出迎えたのは猫の〝あげは〟だった。

　あげはは畳たたみの縁ふちに爪つめを立てて、ばりばりと爪を研とぎながら答えた。

「少なくとも、単なる幽霊、ではないだろうな」

「じゃ、やっぱり侵魔」

「それはわからない」

　ふわぁと欠伸をすると、あげははごろりと寝っ転がる。

「おい。もうちょっと真ま面じ目めにさ」

「情報が少なすぎる」

　そう言って、右前足をぺろりと舐なめる。舐めた前足で自分の顔をこすっている。

　まるで猫にしか見えない。

　だが、あげははこう見えてウィザードなのだ。人じん狼ろうならぬ〈人じん猫びよう〉だ。竜之介の前では猫に変身している時が多いから、ついどっちが本性なのかわからなくなるけれども。だから、言葉をしゃべってもおかしくない。

「じゃ、どうして只の幽霊じゃないって分かるんだ？」

「竜之介」

「な、なんだよ」

　あげはがむくりと起き上がった。

　猫のくせに、にぃっと笑うのだから、性た質ちが悪い。どきりとしてしまう。

「もう少し頭を使ったほうがよいぞ」

「よ、余計なお世話だよっ」

「お前は、その美少年とやらに迫られて」

「迫られてない」

「口く説どかれて」

「やめろっての」

「たぶらかされて」

「……」

「おや、ふて腐くされたのか。可愛いことだ」

　そこでまたにぃっと笑うのだ。いっそ、どこかの猫みたいに笑みだけ残して消えてしまえばいいのに。竜之介は精一杯の目ヂカラを込めて睨んだ。

「おお、怖い。年頃の青少年はからかうと楽しいな。まあ、待て。怒るな。その拳を振り下ろすと後悔するぞ」

　なんとか堪こらえる。

「竜之介は、その幽霊美少年を突き飛ばすことができたのだろ？」

　はっとなった。そういえば、と思い出す。

「つまり、手ごたえがあった、わけだ」

「そうか」

「お前は変身後だった。つまり、〝龍ロン〟の力を身にまとった状態だったわけだ。だから、幽霊でも触れたのだ、という解かい釈しやくもありえる。が、だとしても、その時点で相手のほうも力ある幽霊ということになるから、やはり単なる幽霊ではない。龍使いのお前が突き飛ばしたのだ、並の幽霊ならその時点で霧む散さんしていよう」

　理り路ろ整せい然ぜんとのたまう。迂う闊かつだった。竜之介だって落ち着いて考えれば同じ結論が出せたはずだ。

「少年の正体についての可能性はいくつかある。けど、お前の話を聞いているかぎりは、強い自じ縛ばく霊れいの類たぐいではないかと思うな、私は」

「じばくれい？」

「現世に未み練れんを残してその場に居座った霊。そういった霊は、未練を残している行動に幽霊としての振る舞いも影響されるのだ」

「未練を残した行動に縛られる……」

「だからさ」

　あげはは言った。

「栗くり色いろのふわふわ髪の美少女を口説き損そこねた、とかだな。にゃははははは！　おっと」

　振り下ろした拳を避けられた。さすがは人猫。誉めたくはないが。

　部屋の外から竜之介を呼ぶ声がした。

「おお、どうやらメシの時間のようだぞ」

「お前は、なんで、うちで、メシ食ってんだよ！」

「美う味まいからだ」

　そう言って、尻尾しつぽを振ってさっさと部屋を出て行ってしまった。小さな声で「それでも、なぜ急に現れ出したのか、という疑問は残るのだがな」と言い残した。辛うじて聞き取れたから、竜之介に聞かせておくつもりだったに違いない。そのあたり――調べてみろっていうことだろう。

　明くる日。

　眠らされただけだと思ったが、珠美は夜になって熱を出したらしい。

　珠美の母から電話があって、風か邪ぜをひいたようだから休ませる、と告げられた。
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　昼休み。購買でパンを買って手早く昼を済ませると、竜之介は図書室に向かった。

　――幽霊の曰いわくを知っていそうな人、かぁ……。

　ざっと図書室の中を見回してみる。昼休みの短い時間では、さすがに放課後ほどの人数はいない。それでもカウンターには相変わらず長い列ができていて、昼の当番があたふたと応対していた。

「訊けそうもないか……」

　図書室のことなら、図書委員に聞いてみれば、とも思ったのだが。

　あれではとても無理だ。それに、よく見るとあの当番は一年生のようだから、この高等部に在ざい籍せきしてようやく一年というところで、幽霊の曰くなんて知ってそうもない。

　――じゃあ、誰に聞いたらいいんだろう？

「何か、お探し？」

　涼すずやかな声に振り返る。

　長い髪の女の人が立っていた。眼鏡をかけた細ほそ面おもての顔は二十代後半といったところ。紺こん色いろのスーツを着ている。教師というより、ＯＬさんのようだ――ええと、このひとはひょっとして。

「あの……図書室の」

「はい、司書です」

　司書というのは、本の管理を専門に行ってくれる職員さんのことだ、確か。

　よろしくね、と言いながら、お姉さんはにこりと微笑ほほえんだ。あたりがほんの少しだけ明るくなったような気がした。

　心臓がほんのちょっとだけ、どきりと跳ねる。きれいな人だなあ、というのが第一印象。

「最近は委員の子が忙しいから。探している本があるならば、わたしも協力します。これでも、もう六年もここにいるからね。詳しいですよ？」

　そう言って、また微笑む。

　二十代後半ほどに見えるから、ということは大学卒業後すぐに着任したということだろうか。

　確かに、それならばこの図書室について詳しいだろう。

　ただ、竜之介の知りたいことは本の在あり処かではないのだ。

「あのですね」

　言い訳は考えてあった。

「俺、いや、僕、新聞部で、ちょっと調べてることがあるんです！」

「あら？」

「こ、この図書室の――」

　歴史みたいなものを調べていて、と続ける。都合の良いときだけ新聞部を名乗るのも珠美がいたらできなかったことだ。許せ、と心の中で幼馴染みに謝っておく。

　そういうことならば、と司書のお姉さんは竜之介をカウンターの内側へと連れてゆく。

　そこからさらに先に続く扉を開けると、左右の棚に資料が山積みされた細長い司書室へと案内した。

「適当なとこ、座って」

　細長い部屋の真ん中に用意された細長いテーブルの端にちょこなんと竜之介は腰を落ち着けた。

「ええと、図書室の歴史を知りたいのね？　でも、この学校ってば歴史だけはあるからなぁ。いつ頃？　創立の頃だと、あまり記録は残ってないけど、ここ十年くらいならいっぱい史料あるわよ」

「そうなんですか？」

「十年くらい前からけっこう活発に活動しているから」

　言っている間にも、委員らしき生徒が入ってきて、棚を漁あさって出て行った。あれが、今期の委員長さん、と教えられる。

「で、もうすこし調べたいことが具体的にわかると楽なんだけど」

　竜之介は幽霊に関する記憶をさらった。何か手がかりはないかと思い出す。確かあいつは竜之介と同じ制服を着ていた。それから……そうだ、縁なしの洒落しやれた今風の眼鏡をかけていた。ということは――。

「たぶん、ここ十年、古くても二十年くらい……です」

「じゃあ、歴史ってほどじゃないかも」

「そ、そうですね」

　だが、まさかずばり「ここ二十年くらいで図書室で死んだ生徒がいますか？」とか、聞くわけにもいかないだろう。

「ふんふん。これと……これ、とかかな」

　資料棚から漁った冊さつ子しを持ってやってくる。竜之介の斜め向かいに腰を下ろして、薄くてぺらぺらの手作りの本を机の上にどさどさと積み上げる。

「図書室の歴史って言ってもね。それはこの学校の歴史みたいなものだし。図書室は、あくまで教室の一つだから。そうなると、どうしても委員会の活動記録ってことになっちゃうわけ」

　竜之介の前に積まれたのは、図書委員会の活動記録誌だった。まさか委員会が立派なコピー誌を作っているとは思わなくて、竜之介は驚いてしまう。

「驚いた？」

「ええ。ほんとに活発なんですね」

「委員じゃないとあまり知らないと思うけど。交流会とか読書会とかも活発なんですよ？」

「交流会？」

「他校の図書委員会と、お互いの活動を報告しあったりするわけ」

「部活みたいですね」

　と言ったら、そうかも、とにっこり。古臭い表現だが「華はなが咲いたよう」とはこういう笑顔を指すのだろう。

　会話を交わしながら、ぱらぱらと委員会誌をめくる。さすがに全て目を通すことはできなかったが、一目で分かるのはこの二十年の間に、とくに十年ほど前からは立派な本になっていることだ。

「すごいですね」

「ＤＴＰや印刷機器がすごく発達したからね。十年前と比べても立派な本になったと思うわ。ほら、ここ秋葉原だし」

「ああ」

　なるほど。電子機器の発達が直撃する地区だもんなと竜之介は納得してしまった。

「ずーっと昔は、ガリ版ばん刷ずりだったらしいわ。まだ、ちょっと残ってる」

〝ガリバン〟とか言われても、竜之介にはわからない。それはなんだ？　食べ物か？

「あ、あったあった。ほら。これが交流会。ちょっと古いけどね」

　テーブルの上を滑らせてきたのは一いち葉ようの写真だった。やや色いろ褪あせていた。たぶん十年くらい経っている。そこには十人ほどの、制服の異なる男女が写っていた。背景はどうやらこの図書室のようだ――なるほ、ど――あ。

　目が、写真の一人に吸い寄せられた。

　写真の端、笑い合う男女の中で、ひとりだけ笑みを浮かべずに写っている少年がいた。

　――こいつ！

　あの、少年だった。図書室の幽霊。端たん整せいな顔に縁なし眼鏡。間違いない。

　ひとり視線を逸らして写っている。

「この、子！」

「うん？　ああ、仏ぶつ頂ちよう面づらをしてるでしょ？」

　そう言って、くすりと笑った。

「本が好きでね。いつも本ばかり読んでたな。恋愛小説とか恋の歌とかが好きで、そのことで他の男子からよくからかわれてた。図書委員だったんだけど、あんまり委員会の活動には積極的じゃなくて。それなのに、この交流会の時はたまたま手伝ってくれて。って、それは噓」

「へ」

「委員長に引っ張り出されたの。むりやりね。だから、この仏頂面」

「委員長？」

　目を写真にもどす。写真の中央に写っている輝明学園の制服を着た女の子に目が留まった。その少女の顔を見て、またも竜之介は目が釘くぎ付づけになる。

　少女の顔にとても見覚えがあったからだ。とてもとても見覚えが。よく鏡で見ている。女になったときの竜之介に似ていた。栗色の長い髪をしていて、くりっとした瞳をしていて、活発そうな。

　――ひょっとして、この女の子が眼鏡少年を引っ張り出したという委員長？　写真の中央に大きく写ってるってことは……委員長の可能性が高いよな、たぶん。

　待てよ、と閃ひらめく。いくらこの司書のお姉さんが図書室勤務に長いからって、十年近く前の交流会の細かいところまでえらく詳しすぎないか？

「……先生。ひょっとして、この委員長って」

「ん？　ん、そう。わたし。わかる？」

　うそぉぉぉぉぉぉぉぉ!?

　びっくりだ。驚いた。

　目の前の女性は、どちらかといえば花に喩たとえるなら細い百ゆ合りの花って雰囲気で、たおやかってイメージだけど、こっちの少女はもうちょっとかわいい感じで。いや、自分に似ている顔をかわいいとかいうと、図々しいか。

　――じゃなくてっ。

　こんなに変わるもんなのかよ。

「な、なに？」

「いえ。その……」

　美人になりましたねー、とかあやうく言ってしまうところだ。どこのオヤジの台詞せりふだそれは。というか、教職員に向かって言う台詞じゃないだろう、明らかに。

「わたし、この学校のＯＧなんですよ。しかも、元、図書委員で。ほら」

　当時の委員会誌の奥おく付づけを開いた。発行責任者に『二年四組、図書委員長・美み森もり』とあった。これがわたし、と指をさす。

　大学卒業後すぐにここに司書として戻ってきたのだという。

「この図書室には思い出がいっぱいあったし、ね……希望出したら通ったの」

　美森司書が言った。

「そ、そうだったんですか」

　混乱する頭にしどろもどろしてしまったが、そこでようやく思い至った。

「あ、それじゃ、この男の子が、どうなったか……」

　声がわずかに掠れてしまった。図書室の自縛霊となっているということは……。竜之介が口にした途と端たんに空気の色が変わったのが分かった。ちらりと視線を上げると、それまでにこやかに笑みを浮かべていた美森司書の顔が沈んでいる。

「この後、すぐにね」




　事故で、死んでしまったのだと言った。




　　　　　７




　その日の図書当番は男子だということで、竜之介はとりあえず下校する。

　ナンパ幽霊は、担当が女子の時しか現れないという話だから、今日のところは何も起こりはしまい。

　帰る道々、昼の図書室での聞き込みを思い返した。

　美森司書からは、その後は目ぼしい情報は手に入らなかった。幽霊少年の写った写真がちょうど八年前のもの、ということが分かったくらいだ。ということは、少年が死んだのも八年前ということになる。やはり幽霊の一種ということだろう。

　そこに侵魔が絡んでいるのかどうかは定かではない。紅い月が昇っていたからといっても〈月げつ匣こう〉が展開されていたことにはならないだろうし。もっとも、ウィザードがそこにいたら、何か侵魔がらみの事件が起こっていた可能性はあるわけだが。

　幽霊の噂についても訊いてみた。もちろん美森司書は知っていた。教師達も知ってはいるらしい。けれど、さすがに当番が女の子の時しか現れない幽霊なんて冗談にしか思えないらしく、今のところは「気のせい」で片付けられているとのこと。

　それよりも、と彼女は言っていた。

『最近、本の貸し出しに妙に時間がかかっちゃってね。当番がてんてこ舞いなの。あ、てんてこ舞いなんて死語だね。えっと、メチャ忙しいワケ』

『いえ、てんてこ舞いくらいわかります』

『あら、国語得意？』

　国語がどうとかいう問題ではない。というか、そんなに無理をしてアヤシゲな若者言葉を使わなくとも、見た目、充分若いんだし。かえって痛い。言わないが。

　おもしろい人だ、とは思った。

『まあ、そういうわけで幽霊騒ぎよりも、そっちのほうが頭が痛いんです。なのに、このところ出張が多くて。わたしが残っていれば、戸締まりしていくんだけど』

　司書にも出張とかあるらしい。なるほど、それで委員の子だけが残ってたのか。

　それ以上は聞き出せそうもなかったし、昼休みの終わりを告げる鐘が鳴ったので、とりあえず竜之介は部屋を辞した。

　それから放課後までずっと分かった事実を繋つなぎ合あわせて考えたのだ。

　あの、幽霊。

　――俺を、あの女の子だと思ってる？

　写真の中央に写っていた委員長。つまり、女の竜之介そっくりの、八年前の美森司書とひょっとして間違えていたのか？

　委員会活動に熱心ではなかったという幽霊の少年。なのに、図書委員でありつづけて交流会にまで参加した理由はひょっとして……。

　人猫あげはの言った言葉が頭の中で繰り返される。

『未練を残している行動に幽霊としての振る舞いも影響される』

　死ぬ間際の未練を残した行動……。

『栗色のふわふわ髪の美少女を口説き損ねた、とかだな』

　竜之介は頭を抱えた。

　あの幽霊は、写真に写った直後に事故で死んだのだ。もし、あげはの言った通りだとするならば、少年は事故に遭う前の心残りを解消しようとしている、わけだ。

　幽霊というのは、定番だと想いを遂とげれば成じよう仏ぶつしてくれるものだが……。

　――けど、この場合の心残りって。

　思い出したくもない至近距離まで接近したあの顔を思い出してしまった。世の中には充分に同情できたとしても協力したくない行為というものもあるのだ。いくら顔立ちが似ているからって身代わりで男の告白相手になぞなりたくない。

　だが、ひょっとしたらあの幽霊は悪い奴ではないのかもしれなかった。想いを遂げればあっさり成仏する可能性だって……。

　いやいや、だめだだめだ。そんなことできない。

　けど、ちょっとだけ目を瞑つぶれば……。

　いやいやいや、だめだめだめ。ああいう心拍数の上がり方は嬉しくないってば。第一、竜之介はこれでも男なわけで。

　もしくは、想いの相手を引っ張ってくるか、だ。つまり、当時の委員長……あの美森司書を。だが……問題もある。

　竜之介が目を疑ってしまったほど、当時とは彼女はイメージが変わってしまっている。

　あの幽霊は、あげはに言わせると、かなり盲もう執しゆう的てきな存在のようだから、もし司書と委員長とが同一人物だと気づかなかったら……。

　――ちがう！

　そもそも、一般人イノセントをまきこむなんて、やっていいことじゃないだろ！

　なんだか、ごちゃごちゃ考えすぎて混乱してきた。

　不毛な苦悩をしているうちに家に着いた。自室の扉を開けると、あげはが待っていた。

　美森司書から手に入れた新しい情報を、あげはは黙だまって聞いていた。

「というわけで、たぶん八年前に事故で死んだっていう彼の幽霊だと思う」

「ふん」

　あげはは竜之介の報告が気に入らなかったらしい。

「なんだよ？」

「おかしいって思わなかったのか？」

「何が？」

「八年前の幽霊が何で今頃になって出てきたのかってこと」

「あ」

「だれか、〝起動〟させた奴がいるんだ」

　起動、というとまるで機械のようだが、つまり、幽霊を出現させた奴がいるってことだろう。

「それが侵魔？」

「かもな。あるいは……。他に何か変わったことは聞いてないのか？」

　変わったこと？　竜之介は首を捻る。美森司書から聞いたことは余さず伝えたように思う。他にはさして興味を引くようなことは何も。

「そういえば、最近、妙に貸し出しに時間がかかるとか言ってたっけ」

　だが、それは図書委員会の問題であって幽霊騒ぎとは関係ない。と思ったら、あげはの目つきが鋭するどくなった。ほう、と関心を示したような声をあげる。

　ぴょんと窓枠に飛び乗る。器用に前足で引っかいて窓を開けた。冬の風が容よう赦しやなく吹き込んできて、竜之介は鳥肌の立った腕をこすった。

「ちょ、ちょっと。俺、まだ着替えてないんだけど」

　制服の上着だけハンガーに掛けたところだった。長なが袖そでのシャツ一枚ではさすがに寒い。

　竜之介の抗議を、だが人猫は聞いていなかった。

　開けた窓の外に向かって、大きな声で「にゃぁあ」と鳴いた。

　と、まるで彼女の呼びかけに応えるように、壁の上を歩いていた猫が立ち止まり、にゃあとこちらを見て鳴き返した。時間を置かずに、にゃあ、と草むらの陰からも声がした。今度は二匹。さらに隣の家から、その隣の家からも、にゃあと声が返る。

　猫の鳴き声は同心円を描くように竜之介の家から広がっていった。

「お、おい！」

「案ずるな。ちょっとした頼みごとをしただけだ」

　ぴょんと畳の上に飛び降りる。

「頼みごと？」

「この件、私も嚙ませてもらう」

　そう言って、あげはがぶるりと全身を震わせると、全身の毛が逆立ち、陽かげ炎ろう越しに見るかのように身体の輪りん郭かくが揺れた。次の瞬間。そこに竜之介と同じ年頃の少女が立っていた。

　人猫あげはの人に戻った姿だ。

「ば、ばか、誰かに見られたら！」

　慌てて窓を閉める。

「そんなヘマを私がするものか」

　無む駄だに偉そうだが、三角の耳は頭の両側にそのまま付いているのだし、細い尻尾もしっかりスカートの中から外へ飛び出しているんだから、見るひとが見れば人猫だと判ってしまうに決まってる。何かのアニメのコスプレだと思ってくれれば良いほうで。幸いここは秋葉原――。

「じゃなくて、お、おい。人に戻って何をするつもりだよ」

　変身したあげはは輝明学園の制服を身に着けていたのだ。

「もちろん。今度は私が挑戦しようというのさ」

「何を」

「幽霊にナンパされる役」

　あげはが、にっこりと笑った。
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　木曜日になった。

　その日まで図書当番は男ばかりだったわけだ。せっせと図書室に通いつめたおかげで、竜之介はすっかり美森司書に顔を覚えられてしまった。

　珠美はといえば、風邪が長引いているらしくて、今週一杯は休むという。

　――でも、来週には出てくるだろうし。

　この週末中に片をつけないといけない。珠美のことだ、元気になったら、また頭を突っ込んでくるだろう。

　放課後の図書室であげはとともに閉室まで待つことにする。今回は竜之介は男の姿のままだ。代わりにあげはが女生徒のふりをしてここにいる。

　大人しく椅子に座って待つ竜之介に比べて、あげはは落ち着かない。図書室をぐるぐると回っては、あちらで本を引っ張り出し、こちらで本を積み重ね。あまり目立つのは良くないと思うのだが、気にするようすもない。何をやっているのだろう？

　それでも残り十分というところで竜之介のところまで戻ってきた。

　そして閉室間際だというのに、持ってきた本を机の上に山と積んだのだ。

「なんだ、それ」

　呆あきれる竜之介に向かって、あげはは積み上げた本の一冊を手に取る。厳おごそかな顔になって言った。

「どうやら、世界の危機は始まっているぞ、竜之介」

「ええ!?」

　言われたことが咄とつ嗟さには理解できなかったとしても仕方のないことだと竜之介は思うのだ。そのときまで単なる幽霊退治だと思っていたのだから。

　世界の危機、だって？

「ここにある本は、」

　言いながら、あげはが竜之介に見せた本の背表紙は、『秩父古生層に見られる二畳紀の化石について』と読めた。

「その本……」

「――すべてこんな感じだ」

　開いて見せた。

　ひたすら硬い文章でひたすら硬い文言が眠気と欠伸を竜之介にプレゼントするためにずらずらと並んで――いなかった。




　愛すべき秩父古生層から発はつ掘くつされる大好きな二畳紀（ペルム紀）の化石においては、その愛しくも苦しい胸の内をどうかあなた二億五千万年前から愛してる好きだよ生息してた――




　……なんだこれ。

「その本だけではないぞ。こっちはこうだ」

　数学の本だった。『解かい析せき幾き何か学がく』と書かれた本の中には「パイはルートに恋してる」だの「わたしの恋は平へい方ほう根こん」だの、妙な文章がまるで最初からそうであったかのように入り込んでいた。次に見せられた気き象しようの本では、ツンデレ低気圧に恋する高気圧の禁じられた想いが解説されており、物理の本には、重力に引かれて恋に堕おちた林檎の悲ひ恋れんが切々と綴つづられていた。

　…………なんだこれ。

「万事、この調子だ」

「どうして。どういうことだ？」

「現実が改変されつつある」

　難しいことを言った。先ほどから、なんだか頭に霧きりがかかったようで、今ひとつあげはの言っていることが理解できない。

「おそらくは件くだんの幽霊少年の所しよ業ぎようだな」

「なんの意味があるんだ！」

「〝意味〟はない。あるのは〝想い〟だ」

「〝想い〟……？」

　人猫娘の推理するところによれば、こういうことだった。

　幽霊――自縛霊となった少年は現世に対する強い執しゆう着ちやくを持っている。おそらくはそれは好きな相手に告白できなかったという類の未練だ。恋物語や恋の詩が好きな少年が、好きで好きで、でも心を伝えられなかった。その想いが、あふれ出して周囲の現実を改変しつつあるのだ、と。

「影響は本だけに留まらない。これを見ろ」

　差し出したのは、本の貸し出しカードだった。

　二年四組・菊きく池ち竹たけ美みとかいう生徒のもののようで……まじまじと見た。そして理解する。文庫本のさらに半分ほどの大きさのカードには、『本を借りるときには、あなたの熱い想いの丈を綴ってください』と書かれたでっかい記入欄があった。初めからあったものでないことは明らかだろう。菊池竹美嬢は『七つの砦とりでの物語』と題された本へのまるで恋こい文ぶみのような熱い想いを綴っていた。小さな文字で。びっしりと。

　――そんなに好きか……好きなんだろなうなぁ。てか、ほんとに呪のろいのせいか？　ふとなんだか、理由はわからないがそう思ってしまったぞ。

　じゃなくて！

　――これが貸し出しに時間がかかる原因か！

　こんなものをいちいち書いていたら、長蛇の列になっても仕方ない。

「どうして誰も気づかないんだ……」

「ここが幽霊の力によって支配された一種の異界になっているからだよ。月匣を展開したときと同じ理屈だ。ただし、この力は――かなり強い！」

　図書室の中では世界の変容を自覚できない。そういうことらしい。カウンターを見やれば、閉室まであと数分になったというのに、まだ貸し出し手続きが終わっていない。

　誰も不思議に思わずに黙々と記入している。

「彼の想いに侵略され、この図書室は変容し、混こん沌とんが世に放たれつつある」

　にゃあ、と足下から鳴き声がした。

　驚いて見下ろすと、いつの間にか猫がいた。猫の鳴き声に合わせて逐ちく一いちあげはが頷いている。報告を受けているのだと分かったが、万が一こんなところを見つかったら大変だ。猫と話してるなんて。いや、そもそも校舎内に猫はまずい。慌てて左右を見回すが、もうあと数分で閉室とあって、貸し出し手続きをしている生徒以外には、残っているのは竜之介とあげはだけのようだった。

「そうか……」

　猫の報告に頷くあげは。それをいぶかしむ竜之介に、あげはは「0-Phoneレイフオンを貸せ」とだけ言った。

「いい、けど」

　携けい帯たい型のコミュニケーターである0-Phoneは、機能的には携帯が可能なことは、ほぼ全て可能なすぐれものだ。現代の魔法使いウイザードには欠かせない。

「どうやら世間は、すでに深刻な事態になっているようだぞ……竜之介」

　ワンセグ機能を使って映して見せたのは、ローカル局のテレビニュースで……。

　さすがに人目が気になったので、竜之介は、席を立ってあげはとともに本棚の向こうへと隠れた。音を最小にして覗き込む。「週末のデートスポット」なる特集をやっている。いったい何の関係が、と思いつつ見る。

　デートスポットの一位に秋葉原がランクインしていた。
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「へ？」

　小さな液えき晶しよう画面を覗き込みながら竜之介は、まさかと目を瞠みはる。一位って、ありえないだろ、それ。

「関東一円の猫たちに協力してもらった。この異変――学校を中心に現時点で半径十キロに及ぶ」

「げ！」

　頭の中に地図を広げる。竜之介の覚えている限りでは、確か、秋葉原から新しん宿じゆくまでが十キロほどだ。つまり、半径十キロってことは秋葉原の西側では、山やまの手て線の内側はほぼ入ってしまうということだ。北側は埼さい玉たまとの境さかいあたりか。東だったら――いや、そんな細かいところはどうでもいい。

「しかも、徐々に拡大しているし、悪化している」

「悪化って……」

　そのとき、0-Phoneがぶるぶると震えた。着信、いや、着メールだった。校内では携帯はマナーモードにしておかないと没ぼつ収しゆうされてしまう。

「誰が……って、爺じいちゃん？」

　祖父の竜りゆう作さくからだ。昭しよう和わの名探偵だったという竜作はかなりの高齢なくせに、携帯メールにドット絵のイラストを添そえるような人で、気だけは若い。

　――なんだよ、この忙しい時にっ。

　メールにはただ一言「見ろ」とだけあって、写真が添てん付ぷされていた。それは十枚に及ぶもので、秋葉原各所の風景が映されていた。

　手の平の0-Phoneを、あげはと額をくっつけるようにして覗き込む。

　学校脇の神社から始まっている。

「これって……」

「重症だな」

　神社に奉ほう納のうされた絵え馬まが恋愛成じよう就じゆ祈き願がんばかりだった。次の風景は秋葉原駅前通りのもので、道を歩く人々が小脇に恋占いの本を（老人から小学生までが！）抱えて歩いていた。みな平然と歩いているから自覚はないのだろう。夕ゆう闇やみに沈むオフィスビルのライトアップがハートを描いたものへと変わり、この季節に本来は暖かなオレンジ色に輝く東京タワーはピンクの光に浮かびあがっていた。

　――は、恥ずかしいぞ、これ。

「猫たちの伝えるところによれば、状況はかなり悪い」

　あげはが猫たちから報告された内容を手短に伝えてくる。もちろん小声で。

「街がい頭とう演説をしていた政治家は途中から自身の恋バナを語りだしたらしいし、秋葉原周辺のメイドカフェでは訪れた客が突とつ如じよメイドにプロポーズする事件が三十六回発生している」

「三十六回！」

「告白したい、という幽霊の強い〝想い〟のせいだ」

「強すぎるだろ！　ていうか、告白通り越して、一気にプロポーズって、捻ねじ曲まがってるだろ、それ！」

「まあ、秋葉原全メイド喫茶の中で三十六件だから、告白だったら、少ないと言えないこともない。プロポーズまですっ飛んだのは幽霊のせいだろうがな。そして三十五回の『ごめんなさい』が繰り返された」

「あ、ああ。……そりゃ、そうだろうな。そりゃ、断るって。ん？　さんじゅうご？」

「どんなことも三十六回に一回くらいは成功するもんだ」

「おい」

「平凡な人生にも時として運命的クリテイカルな出来事が起こるものなのだよ、竜之介。ひょっとしたら致命的フアンブルな出来事だったのかもしれんが。メイドさん的に。断るのに失敗したとか」

　――それは致命的すぎる。

「とにかく、混沌の影響がじわじわと秋葉原の外にまで広がっている。輝明学園のあるこの土地にはそれだけの力プラーナが眠っている。このままでは都市機能は麻ま痺ひし、世界は混沌に包まれて崩ほう壊かいしてしまうぞ！」

　そこで、声が響いた。

「閉室です！」

　一瞬、頭の中が白くなる。

　あげはと目を合わせる。チャイムが鳴った。五時だ。ふたり同時に窓の外へと視線を向けた。いつの間にか暗くなっている。窓の外には一杯に――紅い、

　満月。

　あげはが月を睨みつける。

「〈月ムーン門ゲート〉が開いたな。さあ、魔法の時間が始まるぞ。月匣が展開され、無理が道理にとって替わる。ここからは私たち夜よ闇やみの魔法使いの時間だ」

　きりっと唇をかみ締めてあげはが言った。

「じゃあ、俺も変身を」

「まず私がやる」

　そう言って、竜之介の背を押しながらカウンターへと向かって歩いてゆく。今日の当番はショートカットの子だった。さっさと出て行ってくれと顔に書いてあった。

「すまんな。ところでその鍵なんだが――」

　あげはが、いつかの竜之介と寸分違わない台詞を語り始める。鍵当番を替わってもらうべく。
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「はーい。閉室でぇす[image: ]」

　あげはが背中がかゆくなるような猫ねこ撫なで声を張り上げる。

　最後の生徒を追い出すと、蛍けい光こう灯とうを消した。二人そろって廊下へと出る。

　あげはの指が差し込んだ鍵を回しかけた。

　声が、聞こえた。誰もいないはずの図書室の中から。

　動き出したのはあげはのほうが早かった。扉を押し開けて部屋へと飛び込む。続いて竜之介が。

　紅い月の光が満ちる部屋には、前と同じように月を背にして縁なし眼鏡の少年が立っていた。

「きさまが八番目の怪か。生あい憎にく、この学園の不思議は七つと決まっておるのでな。潔いさぎよく消えてもらおう」

　だが、あげはの宣言を完かん璧ぺきに無視して少年は呟くのだ。

「消える？　なんでそんな必要が？」

　冷たい声に暖房の落ちた部屋の温度がさらに数度、下がった気がした。床に落ちた白い紙の栞が見えている。さすがに今回は手を伸ばす奴はいない。竜之介はまだ男の姿だったし、あげはは既すでに竜之介から伝えられて何が起こるか知っている。あげはの分析によれば、それは〝洗せん脳のう〟と呼ばれるこの自縛霊の力の一種だろうという。

　人に行動を強制させる技だ。

「ぼくは……伝えなくちゃいけないんだ。この心を、愛しいあのひとに……」

「無理だ！」

　あげはがきっぱりと言った。

「……どうしてそんなことを？　言わなくちゃいけないのに。ぼくの想いを告げるために。こうして続けていればそのうち……って彼女も言ったのに」

　あげはの言葉に、少年が首を傾げながら不思議そうに言った。

　竜之介の頭が忙しく働く。

　想いを告げる、か。ということは、やはりこの少年は告白できなかったことが心残りとなっているのだ。同情はする。

　だが。

「おまえの未練で生きてる生徒を巻きこむなっての！」

「言っても無駄だぞ、竜之介。ここにおるのは知性ある霊ではない。怨おん念ねん、残ざん留りゆう思し念ねん、なんでもいいが、そのように呼ばれるものだ。古い執着がこの地における力プラーナを吸い取って、形をとっておるにすぎん！　自分の名前さえ覚えているかどうか」

　あげはの言い分を、だが少年は聞いていない。

「……栞はそこですよ」

　ひらり、と目の前に白い栞が落ちる。

　まさかと思った。備えていたはずだ。

　だが、あげはの顔が、力ある声に縛られて表情を失った。瞳から光が消える。

「あげは！」

　怒鳴りつけると、あげはは慌てて何かを振り払うように首を振った。

「くっ……」

　自分の頰をはたきながら、あげはが吼ほえる。

「きさまァ！」

　爪を伸ばして飛び掛かった。丸太さえも切り裂くという獣じゆう人じん族ぞくの爪――〈獣じゆう爪そう〉が幽霊少年の身体へと叩き込まれる。放出されたあげはのプラーナが拳へとまとわりつき、実体のある塊となって幽霊を襲った。

　あげはに吹っ飛ばされて幽霊は背中から窓に叩きつけられる。だが、いくらかふらついたものの、窓際でゆらりと立ち上がった。何故か攻撃したあげはのほうがよろけてしまう。

　見れば、あげはの制服の前身頃がすっぱりと爪で引き裂かれたように切れていた。まるで自分の放った獣爪に自分で傷ついてしまったかのようだ。

「くっ……。これがきさまの現世への執着の証あかしというわけか」

「あげは！」

「心配いらん。これしき――」

　言いながら、だがあげはは唇を嚙み締めていた。痛みを堪えているのだ。

「いかに〝想い〟の力が強かろうと、戦いとなれば別だ！　幽霊騒ぎもこれでお終しまいにさせてもらう――む！」

　ガシャァン、と。窓の一枚が派手に割れる。

　あげはが飛とび退のいた。

　窓を割り、間に割って入った影があったのだ。

　やってきた影は人の形をしていた。見慣れた――二度と見たくない姿だった。

「高たか倉くら家の人造兵士だと！」

　あげはが叫んだ。

　それは、いわゆる人の形をしたロボット――アンドロイドだった。ただし、顔にあたるところには、口も鼻もなく、目のように見えるビーム射出口があるだけ。六十年代にＣＩＡによって開発されたという対ウィザード兵器であり、かつてあげはや竜之介を苦しめた高倉という男が確保して操っていた人造兵士だ。

「まだ、残ってたのか……」

　全て壊したと思っていた。

「動きがぎこちない。どこかに仕舞いこまれていた残り物かもな」

「そんなものが」

「あの幽霊少年の怨念を目覚めさせた者がいるということだろう。世界を混沌に落とそうとする誰かが護衛役に付けたのだろうよ。竜之介、私がこのカラクリ人形をなんとかする。お前は――」

「わかった」

　変身しろ、と言っているのだ。着替えている余裕はない。それに、すでに竜之介の心臓の鼓動は暴発寸前のところまで跳ね上がっていた。

　人猫と人造兵士が狭い部屋の中で何度も立ち位置を入れ替えながら戦い始める。

　それを横目で見ながら、竜之介は自分の身体を制御する。跳ね上がった鼓動が全身に流れる〝龍〟を暴れさせている。暴走寸前。気を、失いそうだった。

　――くそっ、暴れるなっての！

　全ての細胞が壊されて再生してゆく感覚。生まれ変わる苦痛と快感が津つ波なみのように身に押し寄せてきて……。一瞬、頭の中で白い光が爆発した。

「くっ！　……はぁ」

　宵闇の中、竜之介の全身がまだ淡あわく輝いていた。女の身体になっていた。
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　竜之介の視界の端で派手な音があがる。

　人造兵士がラッシュをかけている。床を叩くたびに、タイルが凹へこみ穴が穿うがたれてゆく。距離を取れば、容赦なく目からビームを撃たれた。あげはが本棚の陰へと逃げ込む。後を追う光線が学習机を割り、椅子を木っ端にし、本棚に大穴を開けた。

　ラッセル車が吹き上げる雪のように、本が降り注いでくる。

　あげはは身を床に転がしてそれを避ける。起きあがって、再びぶつかりあった。

　ひらりひらりと兵士の攻撃をかわしながら、時折鋭く腕を振った。鈍い音がそのたびごとにあがって、人造兵士の身体が少しずつ壊れてゆく。

　が、なかなか倒すことができない。

　あげはと兵士の戦いを横目で窺いながら、「開け！」と竜之介は月衣に命じる。

　月衣を開いて、竜之介は隠していたウィザード御ご用よう達たしの箒ほうきを手にする。いつもなら女子用の制服にも着替えるところだが、その余裕はなかった。きつくて呼吸を妨さまたげる胸元だけはボタンを全部外して対処する。

　愛用の箒――ドラゴンブルーム弐に式しきを幽霊少年に正対しながら構える。

　横木の付いた等身大のお箸はしにしか見えないドラゴンブルーム弐式を、箸を割るように取ち手を摑つかんで割れば、左右の手にひとつずつの、いわゆるトンファーと呼ばれる武器へと変化する。体内のプラーナ――〝龍〟を解放し、竜之介はトンファーを構える。

　月匣が展開されているとはいえ、まだ五時だ。校内には残っている生徒たちもいるはずで、さすがに誰か異変に気づくかもしれない。

「埒らちが明かん！」

　本棚の向こうから、あげはが吼えた。

「竜之介、そっちのやつを叩くぞ！　こいつは、どうせその怪かい異いを守るよう命じられたからくりにすぎん！」

　言いながら、人造兵士の攻撃をかわして、幽霊と竜之介の間に割り込んできた。

「なぜ、分かってくれない……のかな」

　一方の幽霊少年は、傷ついた身体がいくらか回復してしまっているように見えた――幽霊だから生きている身体というわけではないが。窓を背にしたまま再び本を開こうとしている。

「気をつけろ、あげは！　来るぞ！」

　竜之介の言葉を背に、あげはが突っ込む。

　薄い文庫本が開かれて、白い栞がひらりひらりと……。

「何度も通用するかぁ！」

　床を蹴けった。だが、あげはの目の前を栞が過ぎった瞬間、彼女の全身から力が抜けたのが竜之介にも見て取れたのだ。

「くっ……！」

　あと一歩のところで振りあげた拳を振り下ろせない。凍りついたように動きを止めてしまい、そこに人造兵士が襲いかかった。

　殴りつけられて、思い切り吹っ飛ばされる。

「あげは！」

　やばかった。もう余裕がない。あげははぼろぼろだし、時間の猶ゆう予よもなさそうだ。それに、人造兵士もいつでも飛びかかろうと腰を屈めて竜之介のようすを窺っている。

　――一撃で、決める！

　幽霊少年が竜之介を見つめてくる。

「見つけた……そこにいたんだ。あなただ。この心が覚えている。運命の人。今日こそはぼくの想いの丈を……」

「お前が探しているのは、俺じゃない」

　竜之介は言い放った。

　その時点で気づいていた。たぶん、心の底で分かっていた。

　少年が死んだのは八年前だと言っていた。

　この少年は、当時の委員長にだけは心を開いていた。だから、委員長から誘われた交流会だけは参加したのだ。

　一方の、少年の想い人だった委員長のほうは、どうだったか。

　仏頂面で参加するとおそらくはわかっていただろうに。

　いつも図書室の片隅でひとり本を読んでいるような少年。たぶん本だけが友達でひとり寂さびしそうに見える少年を、誘ったわけは……。

　写真を見ながら語っていたときの美森司書の顔を思い出してみる。少年の死を語ったときの顔を。八年も前のことだというのに。

「お前が探しているのは、俺じゃない」

　繰り返した。

　幽霊少年は小首を傾げた。竜之介の言うことが分からないのだ。こいつは霊ですらない、と言ったあげはの言葉が頭をよぎる。自らの心残りを解消しようと、壊れたレコードのように永遠に同じことを繰り返しているだけの――存在。

「栞は、そこですよ……」

　言葉とともに新たな栞がひらりと落ちる。

　竜之介の目が、吸い寄せられる。心臓をわしづかみされたような感覚がやってくる。目を逸らせない。額にあぶら汗が浮いた。

「くっ」

「さあ、拾って……」

　思考を縛りつけるような甘い響き。これであげはもやられたのだ。目の前が真っ暗になってゆく感覚に、だが、竜之介は耐えた。腹の底に力を込めて、言葉をぶつける。

「無駄、だ！　俺には効かない！」

　床を、蹴った。

　一気に間合いに入る。体内の〝龍〟を解放すると、左右の手に持っているトンファーに炎がまとわりついた。夜目に、紅い。

「うぉあああ！」

　燃え盛るトンファーを振りかぶる。

《龍りゆう炎えん》！

　振り下ろした瞬間、驚きよう愕がくに見開かれた目で幽霊が竜之介を見た。そのとき初めて、竜之介は彼と本当に見つめあった気がした。

　振り下ろす。

　トンファーに纏った炎が紅く燃えさかり、幽霊の全身を舐めた。

　悲鳴はあがらなかった。

　現れた時と同じように、声一つ、音一つあげずに、炎とともに幽霊は消えた。
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「あっけないったら……。所しよ詮せんは低級自縛霊とポンコツ人造兵士ってことかしらね」

　紅い月を背負い、宙に浮いたまま校舎の外から図書室を見守っていた少女が呟いた。

　銀の髪、金の瞳の魔王――〝蠅はえの女王〟ベール＝ゼファーだ。

　図書室の中の戦いは終わっていた。自縛霊が崩壊すると、人造兵士も動きを止めてしまった。仕方ない。人造兵士に与えた命令は、あの霊を守るために戦え、だったのだから。守るものがなくなってしまえば、命令も消失してしまう。そうなった人造兵士は木で偶くの坊ぼうと同じなのだ。

「まあいいわ。世界を滅ぼす方法なんていくらでもあるんだもの」

　そこそこ楽しめたのだから良しとするべきだろう。

「この学校にある滅亡計画のネタは小さなものだった。それだけよね」

　余り物を繋ぎ合わせただけで世界の危機を作り上げるというのは、それはそれで面白いアイデアだと思ったんだけど、と心の中でだけ付け加える。

　彼女が消えると、月は元通りの淡い光を取り戻した。
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　翌日、金曜日。放課後。

　竜之介は図書室へと続く廊下を歩いていた。

　昨日の放課後の出来事などなかったかのように、学内は平へい穏おんだった。

　あの後――。

　図書室の損そん壊かいは隠しようがなかった。

　ウィザード養成機関という裏の顔をもつ輝明学園でも無理だった。大たい破はした窓ガラスや床を一瞬で直すことはできなかったからだ。まだ夕暮れだったから、月匣が閉じるとあっという間に一般人である生徒たちや先生たちが押し寄せてしまって、その場からさっさと立ち去るだけで竜之介たちも精一杯だった。

　結局、割れた窓ガラスや、砕けた机や、穴の空いた床は、謎の侵入者のいたずらということになった、ようだ。

　ただ不思議なことに、散らばり、放り出された本の類だけは、まるで何事もなかったかのように元通りになっていた。あげはの推理するところによれば、『あの戦いの前から、本の全ては幽霊によって改変されていたからだ』という。『幽霊が消滅した段階で世界の改変は全てリセットされた。散らばっていようが、破損していようが、燃えてしまっていようが、本棚の元の位置に元通りに戻った――ということだろう』と。

　納得できるようなできないような。

　竜之介は少し違う意見を持っているのだが……。

　あの少年は本が好きだったと美森司書が言っていた。だからたぶん……本を壊すことなんてできはしなかったんじゃないかな……と。

　幽霊の洗脳術に抵抗し、一撃で仕留めた竜之介をあげはは珍しく誉めた。「心に男の子を保っていたがゆえの勝利だ！」と。あまり嬉しくない。

「俺はもともと男だ！」

　――おっと。

　廊下の真ん中で叫ぶようなことではなかった。慌てて左右を見回すが、どうやら竜之介の叫びはみなに無視してもらえたようだ。みな、明日からの週末の予定を話すことで忙しい。バレンタインは終わってしまったが、期末テストは明けているから遊べるのだ。

　校内では、八番目の不思議の噂も収まってしまっていた。風邪が治って意気込んで登校してきた珠美が不思議そうな顔をして言っていた。『信じられる？　あんなに気にしてたのに、今日は、もう全然関心ないって感じなのよ。これ、何かの陰いん謀ぼうじゃないかしら？』

　噂なんて、そんなものだろ。そう返すことで、なんとか納得させた。

　図書室の扉を開ける。探す本があった。部屋の中を見回す。壊れた机や椅子は撤てつ去きよされ、床は仮張りされている。窓ガラスは新しくなっていた。

　本はすぐに見つかった。

「あら、竜之介くん」

　声に振り返ると、司書の美森先生が立っていた。

「よかった、いらしたんですね。あの、この前のお話の続きを」

「ああ。ええと、図書室の歴史、だったっけ？」

　司書室へと案内される。資料をもう借りる必要もないのだけど、竜之介には美森司書と会って話す必要があった。

「で、あの、この写真の子なんですけど……」

　いつかの写真に指を置く。端で不ふ貞て腐くされた顔をしている少年。

「うん？」

　彼を指差したまま、手にした薄い文庫本を見せる。もう、だいぶ傷いたんでいる本だ。彼が窓際で手にしていた本はこれに違いない。古い仮か名な遣づかいで書かれているためか、最近では誰も借りていない。林檎の木がどうこういう詩が収められた本だった。

　洗脳術を使うとき、本と、そして、栞にあの幽霊が固こ執しつしていた理由。

　それも、今の竜之介にはほぼ見当がついていた。

「この、本……なんですけど」

「天あま原はら君が好きだった本だわ……。何度か薦すすめてくれたっけ」

　ようやく幽霊少年の名前がわかった。

「むりやり交流会に引っ張り出したの、今でも気になっててね。ひとりで本を読んでるのが好きな人だったし。でも、わたしは天原君にもっといろんな人と触れ合って欲しかった」

　そこで一度、言葉を切った。

「……また、噓ついてるね、わたし」

　そう言ってから生徒の竜之介相手だというのに彼女は言ったのだ。

「たぶん。彼と一番いっしょにいたかったのが、わたしだっただけ、かも」

　世界は偽りで塗り固められていて世間は噓つきで溢れている……。













　本を開いた。

　中には竜之介の予想通りに白い紙の栞が一枚。

　手て製せいの栞だった。表には三本の木が立っている拙つたない絵。美森司書に絵を見せる。

「たぶん。この本は、先生に次に借りてもらうつもりだったんだと思います。三本の木で、森。みもり、とかけてあるんだと……」

　竜之介の言葉に、美森司書は目を大きく見開いた。まさか、と唇が動く。

　栞をテーブルに滑らせる。

　受け取って栞を引っくり返し、裏に書いてある短い言葉を見て彼女は声を詰まらせる。八年の歳月を越えて届けられた想いだ。何が書いてあるのか、見なくても竜之介には分かる。最初からわかっても良かった。




　あなたが好き




「天原くん。話があるって言ってたの。明日、この本を返す時にって。会って欲しいって。でも、その日の帰りに交通事故で……」

　本は図書室へともどったが、彼女は本を開かなかった。開けなかった。

　彼の想いはそのときから凍りついてしまい――。

「わたしから、言ってしまえばよかったね。もし、あの日に戻れるなら……」

　それでも、どんな魔法使いにも十年の時間を戻すことはできないのだ。

　栞を胸に掻かき抱いだいた。

「ありがとう」

　頰を滑り落ちた雫しずくがぽつりとテーブルへと落ちる。凍りついた時が――想いが。

　ゆるゆると溶けてゆく。

「あの、それで、その本なんですけど」

　本と、そして栞とは引き取らねばならない。十年もの間、自縛霊の強い〝想い〟を閉じ込めていた本と栞だ。一級の魔法の品扱いだった。それも危険なほうの。

　調べてもらうと、幸いにも、ぼろぼろになっていたその本は、廃はい棄きリストに入っており、三月で捨てられる予定だったとわかった。うまく説明することはできなかったが、何かを感じとったのだろうか、美森司書は黙って頷いて、手続きをしてくれた。

　――でも、いいんだろうか。

　そのときになって竜之介は、彼女の薬指に光るものに気づいた。

「先生……それ」

　視線を読み取って、美森司書が小さく頷く。

「だから、これは持っていけないの。でも、教えてくれてありがとう」

　栞を、竜之介の手元へと滑らせながら言った。受け取り、本へと挟み込む。

　想いを受けとめるのも、ウィザードの役目だから。

　確かに、と頷くと。美森司書はやわらかい笑みを浮かべた。彼女の歳になった時、こういう笑い方ができるようになっていればいいな、そう思える微笑ほほえみだった。もちろん男としてだが。

　――俺たちが守ろうとしてる〝大切なもの〟って、たぶん、こういうものなんだ……。

　美森司書は三月いっぱいで学校を辞めた。

　遠い地から、いつかの笑顔を写した葉は書がきが一度だけ図書室宛てに届けられたという。




　学園の不思議は、七つに戻った。





八番目の不思議　―FIN―













　インタールード３




「んっとにもう……っ!!」

　ベルは、怒ど声せいと共に脱いだポンチョを玉ぎよく座ざに叩たたきつけた。

　その薄うす暗ぐらい部屋の中にはめずらしくひとり。リオンの姿は、そこにはなかった。

　いったいこれはどういうことかしら、と怒りながらも自じ問もんする。

　ベルにとっても、此こ度たびの三連続失敗にはさすがに納なつ得とくできなかった。

　そして周囲を見回し、おそるおそる気け配はいを探さぐる。

　やはりリオンの姿はない。

　ベルは、そこで少し落ち着きを取り戻した。

　もしこの場にリオンがいたら、なにを言われるかわかったもんではない。

　リオンが現われるまでに、これまでの失敗を論理立て、究きゆう明めいしなくてはならない。

　これができないうちにリオンと会いでもして……

「ぜんぜんだめです、大だい魔ま王おうベル」

　……とでも言われたら立ち直れない。

　大魔王に向かって一いつ介かいの魔王がそこまで言うとはさすがに思えないが、理論武装しておくに越したことはない。

「…………」

　腕を組んで片方の拳こぶしを顎あごに当て……ベルは熟じゆつ考こうした。

　そして結論づける。

「ま、まあ、今回の計画はもともと気まぐれに思いついたものだったし？　憂うさ晴ばらしのためにやったものだもの。失敗するのも当然よね」

　……って、だめよ。これじゃ、失敗を前ぜん提ていに計画を実行したことになるじゃない。

　その間違ったアイデアを振り払い……次の思考に移る。

「だ、だいたい、あんな旧きゆう型がたの対ウィザード兵器じゃなくて……配下の侵しん魔まを送り込んでおけば……いやいや、そもそも自分が直接手を下していれば……よかっ……た？」

　原因の根こん本ぽんにたどり着き……ベルは頭かぶりを振った。

「い、いい？　物事は何事もバランスが重要なの。勝つか負けるかわからない……そんな緊きん張ちよう感かんがなくちゃ面白くないのよ？　あたしが直接出るのは最後の最後のまた最後の手段でね…………ってぇ!?　誰だれにいいわけしてんのよあたしは!?」

　玉座を両手でひっくり返し、そんなひとり芝しば居いを演じた―――その時だった。

　コツーン…コツーン……―――この部屋に近づく、固い足音が聞こえた。

　ベルの全身が総そう毛け立だった。

　決戦の時は、すぐそこまで迫せまっていた。






















　　１．大魔王、裏界に立つ




「ぜんぜんだめです、大だい魔ま王おうベル」

　リオンの笑顔と言葉が、今日もベルの薄うすい胸に突き刺さった。

「ぐ」

　と、短くうめいてベルが一歩後ずさる。

　……そこは裏り界かいの片かた隅すみにある、魔王ベール＝ゼファーの居きよ城じよう。

　窓より差し込む薄うす紫むらさきの光が、ふたりを闇やみの中に浮かび上がらせていた。

　このところ、失敗続きのベルに対してリオン＝グンタは実に容よう赦しやがなかった。

　優しき微び笑しようのままにいつもの穏おだやかな口く調ちよう―――しかし追つい撃げきの手は緩ゆるめない。

「仮かりにも大魔王を名乗る者の計画が、よくもこれだけぽんぽんぽんぽん失敗できるものです。ここまでくるともはや感動すら覚えます」

　なんとか会話の流れを変えようと、ベルは知恵を振ふり絞しぼり―――

「ありがとう」

　礼を言ってみた。

「褒ほめてません」

　冗じよう談だんで追及をかわそうとするベルの試こころみは失敗に終わった。

「…………」

　眼がん前ぜんで笑顔をたたえるリオンを見ながら、ベルは毎度ながらの疑問を脳のう裏りに浮かべる。

　仮にも自分は裏界でトップクラスの地位と実力を誇ほこる大魔王だ。

　それがなにゆえ、はるかに格下の魔王であるリオンに毎度、これだけの威い圧あつ感かんを受けねばならないのか。魔力も戦闘力もカリスマも……いや、その他のすべてにおいてリオンに劣おとるところはなにもない。

　劣るとすれば―――。

　ベルはちらり、リオンのすらりと伸びる手足とたわわに実るそれを見み据すえたのち、おもむろに頭こうべを垂たれて視線をおのれの首の下に送った。

　いつものように、なにものにも邪魔されることなく自分の足先が見えた。

「…………」

　う、うん。なにもない、劣る部分はなにもない。

　見なかった。見えなかった。

　心の琴きん線せんに触れまくるなにかを無理に納なつ得とくさせ、目をそらすようにリオンに向き直る。

　たしかに魔王バーレン＝ティウスを利用した〝獣けものの欠片かけら〟回収計画も、〝遺い産さん〟を利用した世界結けつ界かいの破壊計画も、私立輝き明めい学がく園えん秋あき葉は原ばら分校に残ざん留りゆうしていた自じ縛ばく霊れいによる世界滅めつ亡ぼう計画も―――そのすべてが失敗に終わった。

　だが、それはそれだ。

　まずは、眼前ですました笑顔を浮かべるこの女を黙だまらせねば、大魔王の沽こ券けんに関わるとゆーものだ。今やるべきは少しでも多くの言葉をリオンと交わして失しつ言げんを引き出し、そこを突いて会話の流れをひっくり返す。これだ。

　ベルは腰に手を当て胸を張り、その金色の瞳ひとみを細めて顎あごをあげ……にやりと余よ裕ゆうの笑みすら浮かべて見下すように言い放った。

「―――ぜんぜんだめ、って言ったわね。リオン」

「はい」

「聞き捨てならないわね。あたしのなにがだめだっていうのよ」

「すべてです」

　全ぜん否ひ定ていだった。

　失言どころかつけ入る隙すきすらなかった。

　砕くだけそうになる腰を気力で支え、声を振り絞る。

「ち、ちょっと待ちなさいよ!?　そもそも三つの計画のうちのひとつはリオン、あんたにも責任あるでしょうがっ!?　失敗するのがわかってて黙もく認にんしたのは誰だれよっ！」

　遺産を利用した世界結界の破壊計画では、ベルはリオンの助じよ言げんに従って行動していた。

　ところが結果は失敗だ。

　のちに、計画は必ず失敗するとリオンが事前に知っていたことが判明、ベルはたいそう憤ふん慨がいしたが―――「だって、聞かれなかったし」のひと言であっさり流されたのは……まあ、いつものことだ。

「あたしを責める前に、きっちりその辺を弁べん明めいしてほしいものねリオン？」

　思わぬ大魔王の反撃に、リオンはおもむろに手にした巨大な書物を開いてパラリ……ページをめくってすました笑顔を見せる。

「あら、余裕を見せてもだめよ？　この事実は覆くつがえらない」

「大魔王ベル」

「なによ」

「今、我々は争あらそっている場合ではありません」

　いつか殺そう。

　ベルは素直にそう思った。

　内心でそんな昏くらい決意を固めつつ、とりあえず大きく深呼吸して気を鎮しずめる。

　なにせ複数の計画を連続して失敗したのは事実だ。追撃を受けたらまた不利になることは間違いがない。それを見抜いてるかのように、リオンが笑みながら口を開いた。

「ならばお聞きしま……」

「ま、いいわ。今回は許してあげる」

　リオンの言葉をベルが遮さえぎった。

　それが得とく策さくだと、ベルの本能が告げていた。

「か、感謝なさい？」

　しまった、声がうわずった。

「―――ありがとうございます、ベール＝ゼファー」

　しかしリオンは素直に書物を閉じて両手で抱えたまま、瞳を閉じて上品に一礼した。

　なぜかその口元にくすくすと微笑ほほえみが浮かんでいたことが少しばかり気になったが、このさいそれはスルーすることとした。

「リオン……次はあたしが出るわよ」

「大魔王自みずからが動くというのですか」

「そうよ。やっぱり他人に任せるってのは性に合わないのよね。見てなさい、あたしが動く以上―――失敗は、ありえない。そうでしょう？」

　ほくそ笑んで瞳を細め、自信に満ちた声には微み塵じんも不安というものが感じられない。

「…………」

　リオンは微笑のままに二秒、沈黙したのち―――

「はい、そのとおりです大魔王ベール＝ゼファー」

　素直に、ベルの言葉を肯こう定ていした。

　その沈黙になにか深い意味がありそうではあったが、それもまたベルはスルーした。

「大魔王自らが動くことをお止めはしませんが、なにかよいプランでも？」

「そうね……」

　リオンの問いかけに、ベルが腕を組んで思し案あんし―――しばしの黙もつ考こう。

　やがて、くすりと小悪魔のように微笑んだ。

「リオン。こないだの魔王アスモデートが起こした事件、覚えてる？」

　ベルが口にしたのは、昨年のクリスマスに起こった事件のことだ。

　悪あく徳とくの七王がひとりに数えられ、かつてウィザードたちに倒されたはずの魔王アスモデート。彼が冥めい魔ま王おうの力を受けて蘇よみがえり、世界を危機に陥おとしいれたのはまだ記憶に新しい。

　その際、アスモデートは〝世界の守しゆ護ご者しや〟の本ほん拠きよ地ちたるアンゼロット宮きゆう殿でんに単身乗り込み、その〝禁きん忌きの保管庫〟へと侵入した。そこは何重にも及ぶ結界で覆おおわれ、世界の存在を脅おびやかしかねない古こ今こん東とう西ざいの魔ま導どう具ぐを有史以来、厳げん重じゆうに封ふう印いんしてきた部屋だった。

　アスモデートは結局ウィザードによって再び倒されたが、彼がその部屋より持ち出した魔道具はあやうく世界を滅ぼしかけたのだ。

「アスモデートの事件ならば覚えていますが……それが？」

　リオンが不思議そうに聞き返す。

「ウィザードたちが封印してる代しろ物もので世界を滅ぼしてやったら……さぞかし奴やつらも悔しがると―――そうは思わない？」

　くすくすと悪戯いたずらっぽく笑いながら、ベルが物ぶつ騒そうなことを言う。

「なるほど、そういうことですか」

　得とく心しんがいったと、リオンは頷うなずいた。

「ですが、封印された品といってもいろいろあります。なにかお目当てのものが？」

「別にないわよ。その保管庫になにがあるかまでは知らないもの。そこら辺は実際に行ってから考えればいいじゃない」

「恐ろしく素敵な計画ですね」

「もっとも、リオンがなにかめぼしい品を見み繕つくろってくれるってのなら話は別よ？」

　期待に満ちた……そして子供のようにわくわくとした瞳。

　なるほど―――と、リオンは思った。

　どうやらベルは最初からそのつもりだったらしい。

〝秘ひ密みつ候こう爵しやく〟の名を冠かんするリオン＝グンタが抱えるその巨大な書物には、世界のあらゆる秘密が書き記しるされている。これまで、厳重にその存在を隠されてきた保管庫とて、秘密とされている限りこの能力から逃れることはできない。

　ぱらり―――。

　しなやかな手つきで書物を開き、ページをめくり始める。

　ベルの期待に満ちた視線を受けつつやがて、リオンの手が止まった。

「とりあえず、このようなものを見つけました」

　差し出された本を、ベルが覗のぞき込こむ。ふだんはリオン以外がその書物の内容を見ることはできないのだが、その不ふ可か視しの魔力を彼女が一時的に解といたらしい。

　巨大な本の一ページには、禍まが々まがしい装飾台に鎮ちん座ざする水すい晶しよう玉だまが描かれていた。

「……これは？」

「〝神かみ隠かくしの水晶〟と呼ばれる魔道具です。その内部に映る存在すべてを消滅させる力を秘めているそうです」

「ふうん、面白いわね。空高くからこれを地上に向けてかざすだけで周辺を消失させることができる―――そんな感じかしら？」

「はい。ただし水晶球に映った使用者も消滅します」

「だめじゃないっ!?」

　ベルの鋭するどいツッコミが入った。

「お気に召めしませんか？」

「お気に召すとか、召さないの問題じゃないでしょ!?　パスよ、パスっ！　なにか別にいいものはないのっ!?」

「では、強大な〝魅み了りようの力〟を備そなえたという品はいかがでしょうか」

「……その魅了の効果で自分まで変になるってオチじゃないでしょーね」

「まさか。この魔法の装飾品は、身につけるだけで効果を発はつ揮き……問もん答どう無む用ようで周囲の人間の心を奪うことができるという優れものです」

「へえ、いいわね。人間どもをひとり残らず傅かしずかせる……それは気分がよさそうだわ。ちなみにどんな形状をしてるのかしら？　ネックレス、それともイヤリングとか？」

「いえ、猫ねこ耳みみと尻尾しつぽです。正式名称は〝猫耳にゃんにゃん〟」

「却きやつ下か……っ！」

　ベルは全力で断だん固こ拒きよ否ひした。

　猫耳尻尾なんてふざけたものを身につけるなぞ、魔王としてのプライドが許さない。

　二度目の拒否に、リオンが困ったようにため息を吐つく。

「……あ、いやそのリオン。あんたががんばって探してくれてるのは認めるんだけどね？　でも、もうちょっとこう―――」

「では、冗談はこのくらいにして真ま面じ目めに探しましょう」

　いつか殺そう。

　ベルは再びそう思った。

「さあ、今度こそお勧めのひと品です。こちらをご覧ください」

　と、再び指し示されたページに描かれたのは、なにか黒い楕だ円えん形けいの……卵？

「……なんなの。この真っ黒い卵みたいなのは」

「たしかに卵にも見えますが、これは箒ほうきです。神話の時代、人間が言うところの北ほく欧おうと呼ばれる地……そこに在あった神に造られたと言われる箒―――オーディン・スフィア」

「箒？　これが？」

　説明を聞けば、それは一種の巨大な爆弾だった。

　夜空の星々が特定の配列に並んだ満月の夜……膨ぼう大だいなプラーナを注そそぎ込こむことで起き動どうでき、その威力は軽く世界ひとつを吹き飛すほどだという。

　もともとは悪魔滅めつ殺さつのために造られたというシロモノだが、起動条件であるプラーナの必要量が常じよう軌きを逸いつしていたこと……そして悪魔も滅ぶがそれ以外もすべて滅ぶという素敵な欠点が露ろ見けんしたため、封印の憂うき目めにあったという曰いわく付きの箒である。

「神が造った箒で世界を壊す、か……いいわね。最初からこういうのを紹介しなさいよ」

　ようやく満足したと、ベルの瞳に、獲え物ものを狙ねらう獣けもののような獰どう猛もうな輝きが宿る。

「で？　起動するのに条件がいるのよね。それがそろうタイミングは、いつ？　場所は？」

「明日の深夜―――日本の秋葉原がその条件に一致いたします」

　ま、また秋葉原か、とベルは肩を落とす。

　なにかしらの計画を実行しようとすると、あたりまえのように登場する地名だ。

　そこは世界でもっとも邪じや念ねんの集まる特とく異い点てんである、というウィザードの論理はあながちまちがっていないのかもしれない。

「具体的には、二四時間と少し……あまり時間はありませんが―――これを逃のがすと、次の機会がやってくるのは二万八〇〇〇年後です」

「フン、二四時間あればじゅーぶん。さ、行くわよ」

「申し訳ありません。私は今回、パスで」

「なんでよっ!?　あんた最近つきあい悪いんじゃないの……っ!?」

　―――と、言いかけて。

　リオンの目がどこかわくわくとあやしく輝いているのに気づく。

「……リオン。もしかしてまた電車がらみじゃないでしょうね」

「はい。近く、石いし河かわ線せんなる路線が廃はい線せんになることが決まりまして―――」

「もういい」

　ベルが首をうなだれて、言った。

　おもいっきり反論したい気分にはなったが、ことこの手の話題になった時のリオンの意志を曲げるのは、パンチ一発で地球をかち割るよりも難しいと知っている。

「廃線になる前に、この目に焼き付けておきたいと……」

「わかったってば！　あんたは不参加ね。いいわ、今回はアゼルを連れていく」

　アゼル―――〝荒こう廃はいの魔王〟アゼル＝イヴリス。

　ただ存在するだけで、周囲のプラーナを無限に吸収し続ける能力を持った魔王だ。

　同じ魔王からも忌いみ嫌きらわれる存在だが、ベルはなぜかこのアゼルを気に入っていた。

　そんな彼女の名前を聞いて、リオンが少し困った顔を見せる。

「アゼル、ですか」

「そうよ」

「ベル。お伝えしなければならないことがあります」

「伝えたいこと？」

「ええ―――」

　こういう真しん摯しな態度を取る時のリオンは、ろくでもないことを言うと相そう場ばは決まっている。だが、そんなことにはもはや慣なれっこだ。

　アゼルが死んだとか、アゼルが温泉に入ったとか、アゼルがまた誰かにさらわれたとか、そういうアホなことでも言われないかぎり絶対に驚かない……その自信があった。

　そんなベルに向かって、リオンは淡たん々たんと告げた。




「実は昨日、アゼル＝イヴリスが何者かにさらわれました」




　ベルが、盛せい大だいにその場で崩くずれ落おちた。





　　２．闇にほくそ笑む




　時は、数日ほど前に遡さかのぼる。

　暗闇の中に、少女がひとり片かた膝ひざを立てて座り込んでいた。

　立てた片膝を両腕で抱き、静かに傷が癒いやされるのを待つ。

　そう、少女は深く傷ついていた。

　年の頃は十代後半ほど。羽は根ねを模もした髪飾りで長い銀の髪をまとめ、黒と赤を基き調ちようとした甲かつ冑ちゆうでその身を包む。その手に握にぎられているのは機械的なフォルムを持つ、槍やりとも杖つえとも取れる武具だ。その背より伸びたる二対ついの紅あかき翼つばさも今は大地に力なく落ちて広がり……投げ出した片方の足に絡からみついていた。

　―――少女の名は、〝冥めい刻こく王おう〟メイオルティス。

　ファー・ジ・アースの破壊を目もく論ろむ外世界からの侵略者〝冥魔〟―――その頂点に立つ冥魔王がひとりである。

「ちょっとしくじっちゃったなあ……」

　メイオは、ふいに憂ゆう鬱うつそうにため息を吐いた。

　彼女がこのファー・ジ・アースに到とう来らいした理由は他の冥魔とは少しばかりちがっていた。かつて神話の時代、神を相手に共に戦った友……ベール＝ゼファーと会うためだ。

　メイオは一方的かつ過か度どの友情をベルに感じ、魔王らが封じているこの世界より彼女を解放したいと考えていた。むしろ世界を破壊したいと考える理由は、そこにしかない。

　ああ、なんと自分は友情に篤あついのだろう―――と、メイオは自分で思う。

　だがその友情は当のベル本人によってはねのけられた―――いや、それどころか、ベルはメイオのやろうとしていることに対して「余計なお世話だ」とまで言い切ったのだ。

　あの時、メイオルティスは困こん惑わくした。

　説得も試みたが、それはことごとく失敗に終わった。

　こともあろうに、ベルはこの世界の人間や他のどうでもいい魔王らと手を組み、自分に牙きばすら剝むいたのだ。その時に受けたダメージは思いのほか深く、完全な回復までにはまだ幾いくばくかの刻ときが必要だった。

「―――許せないな」

　メイオルティスが、目を細めてつぶやく。

「ベルちゃん、ほんとはあたしの胸に飛び込んできたかったのに、まわりの奴らがきっと邪魔をしたんだよね」

　見事なまでに都合のよい解かい釈しやくだったが、それが間違っているとは微塵にも思わない。

「まわりの魔王と人間を殺して……ベルちゃんを助けてあげないとだね―――」

　この深い傷ゆえ自らが動けないことを呪のろいつつ、しかし手はまだあった。

「すぐに救いだしてあげるよ。でも、今の仲間を殺しちゃったらベルちゃん、きっと怒るだろうな、ふふっ。困惑して、悔しがって、泣いちゃうかも」

　その姿と声を想像するだけで、メイオは甘かん美びな気持ちに包まれていく。

「ああ……でもね、きっとすぐにわかってくれるよ。あたしが正しいって。いつだって、どんな時だってそうだったよね、あは」

　メイオの口元が、ひどく狂きよう的てきな笑みを形作った。

「さて、と。それじゃあ手て駒ごまを……用意しなきゃだね」

　そうつぶやいて、背後の岩いわ肌はだに左手をついて身体からだを支え、がくがくと白い足を震ふるわせながら立ち上がる。そして自由な右腕を、指を揃そろえて己おのれの胸元へと伸ばした。

　その指先は、身体に触れると同時に……。

　―――ずるり。

　不快な音と共に、腕ごと体内へとめり込んだ。

　ゆっくりと、そしてしだいに深く。

　突き入れた腕が、なにかを探し求めるように体内をまさぐり……指を大きく動かすたびに「……ん」、と苦しげな吐と息いきが口から漏もれた。

　血の代わりに胸元より流れ出るのは、闇色の光。

　やがてまさぐる指先が、目的のものを捉とらえる。

「……みつけた。キミに、決めるよ」

　言いながら、メイオは艶つややかな吐息とともに腕を引き抜く。噴ふき出でる光の色は黒より紅へと変わってその激しさを増し……やがて、しなやかに引き抜かれたその右手には十じゆう字じ架かをかたどった剣が握られていた。

　禍まが々まがしいまでに黒光りする剣を、無む造ぞう作さにその場に擲なげうつ。

　剣は、刀とう身しんを下に向けて……ざくり、という鈍にぶい音と共に地面に突き立った。

「まずは、一本―――」

　突き立った剣を満足げに眺ながめると、メイオは再び右腕を胸に突き入れて―――。

　……これは四よ度たび、繰り返された。

　満足げな呼こ気きと共に、メイオルティスが周囲に突き立つ四振りの剣を見回す。

「みんな、ひさしぶりだね。外に出してあげるのは……いつぶりかな」

　その声の呼応するかのごとく、闇に突き立つ四振りの剣が振しん動どうした。

　メイオルティスはその反応にほくそ笑み……

「―――……」

　人が聞けばその理解はおろか発音すら不能であろう言葉を口にした。

　ピシィ……キシッ……。

　―――なにか軋きしむ音がメイオの周囲で鳴った。

　それは歓かん喜きとも悲鳴とも怨えん嗟さとも取れる、剣が発した声。

　やがてその刀身が甲かん高だかい……まるでガラスが砕けるような音と共にはじけた。

　もはやそこに剣はなく、代わりに在ったのはメイオを取り囲む四つの―――そしておそらくは男性の人影だ。みながそれぞれ片膝をついて頭を垂れ、メイオに傅かしずく。

　影のうちのひとつが、微び動どうだにしないまま声を上げた。

「―――冥めい刻こく四天王、ここに」

　召しよう喚かんされた冥魔のひとりが巌いわおのように無ぶ骨こつな声こわ音ねで告げ、恭うやうやしく頭を垂れる。

　彼らはかつてメイオルティスに戦いを挑み、敗北を喫きつし、彼女に取り込まれてその力の一部となった者たちだ。先の戦いでアゼルがそうであったように、だ。

「ふうん、今日はみんな素直な態度だね。みんなあたしを憎んでるんじゃなかったかな」

　からかうように、メイオが言った。

「あたしを殺して、自由になりたいんじゃない？」

「……お戯たわむれを」

「……我らは貴女あなたに忠ちゆう誠せいを誓ちかった身。今さらそのようなことは―――」

「ま、いいや。今回、キミたちを外に出してあげたのは……」

「―――ベール＝ゼファー、ですね」

　こくり、メイオが笑顔でうなずく。

「ベルちゃんが悪い魔王に囚とらわれてるの。あの子を助け出して、ここに連れてきて」

「連れてくればよろしいのですか？」

「うん。でも抵抗するようなら、ばらばらにしちゃっていいよ？　そしたら、そのままあたしに取り込んじゃうから」

　くったくのない笑顔だった。

「んー、じゃあ誰に頼んじゃおうかな―――」

　言いながら、メイオは四人を順に見回し始めた時―――。

「その役目、このセオキルスにお任せを」

　メイオの言葉に割って入ったのはやや高めの、どこか余裕と自信に満ちた声だ。

　それは眉び目もく秀しゆう麗れい―――そんな言葉がよく似合う黒髪の少年。

　漆しつ黒こくのマントに身を包んだその姿は、軍ぐん師しとでもいうべき言葉が似合う。細い身体と長い手足、そしてその整った顔立ちは高い知性を感じさせた。

「なに？　あたしに指さし図ずするの？」

「指図ではありません。僕が適任であると、意見を申し上げているのです」

「キミが適任？　なんで？」

「根こん拠きよをお求めになられますか。言うまでもありませんが、それは―――」

　セオキルスと名乗った少年はフフン、と鼻で笑い……おもむろに立ち上がってマントを翻ひるがえし、両腕を天に掲かかげ―――声を張り上げた。

「それは、知ち略りやく……っ！」

　声と共に両手を広げ、少年はどこか芝しば居いがかった態度で言葉を連つらねる。

「そう、ベール＝ゼファーのように力押ししかできぬ相手には力をぶつけるよりも知略をもって絡め取るのが最善の策……！　であれば、この僕こそがふさわしい」

「でもキミじゃ、もし正面からベルちゃんと戦うことになったらかなわないと思うよ？」

「知略による絡め手―――そう申し上げたはずです。それに―――」

「……」

「僕は先の戦いでベール＝ゼファーをずっと観察しておりました。その能力も、思考も、そして弱点も！　すでに二週間以内のベール＝ゼファーの行動を一〇二四のパターンで解かい析せき、ひとつに絞り終えております。計算によれば九八・八九％の確率でベール＝ゼファーは世界の守護者の宮殿を襲しゆう撃げき、そこに保管されている魔道具を持ち出すでしょう。そのさい、持ち出す魔道具は〝虚きよ無むの鏡〟〝猫耳にゃんにゃん〟〝オーディン・スフィア〟など六つの可能性に分ぶん岐きしますが、九九・二三％の確率でオーデ―――」

「わ、わかった、わかったから！」

　辟へき易えきした口調で、メイオが言葉を遮る。

「ね、今さ、ベルちゃんがそのなんとかいう魔道具をねらってるって言った？」

「はい。それをもって、表の世界を壊すつもりなのでしょう」

「ふーん……」

　なにかを思案しながら、そして満面の笑顔を見せて告げる。

「じゃ、セオに任せるからさ、ベルちゃんの計画も邪魔しちゃって？　その計画とやらを邪魔してあげればベルちゃん、すごい怒ると思うの」

「え、ええ」

「あたしはそんな怒ったベルちゃんの顔が―――見たいな」

　くすり、その目を細めて邪じや悪あくな愉ゆ悦えつに満ちる。すでに、目的がゆがんでいることに気づいていない。いや、気づいた上での言葉なのかもしれないが―――。

「…………仰おおせのままに」

「それと！　セオは自分から名乗り出たんだから、失敗したら―――ひどいよ？」

「当然です。ですが、ベール＝ゼファーがオーディン・スフィアをもってこの世界に破滅を与えんとするなら、僕は一〇〇％の確率でメイオルティス様のご期待に応こたえることとなりましょう。そう、知ってのこととは思いますが―――」

　セオキルスは、優ゆう雅がに髪をかき上げ……断言した。




「僕の分ぶん析せき・予測が外れたことは、過去に―――ただの一度もありません」





　　３．くれはの想い




　―――次元の狭はざ間まに浮かぶアンゼロット宮殿。

　そこは世界の守護者の居城にして、一流の技量を持つウィザードたちによって構成された、対エミュレイター戦闘集団ロンギヌスの本拠地でもある。

　この壮そう麗れいなる宮殿を眼がん下かにおいて、ベルはぶつくさと文もん句くを垂れていた。

「……ったく！　魔王のくせに誰かにさらわれるとか、あの子はどんだけヒロイン生命体なのよ……っ!?」

　だだをこねるリオンを無理やり納得させてアゼルの捜そう索さくをまかせてきたはいいものの……裏界を出てから三時間ほど、未いまだ彼女からの連絡はない。

　本来ならば自分で捜しに行かないでもないってところだが、オーディン・スフィアの起き爆ばく可能時刻までの残り時間を考えれば、悠ゆう長ちようにそれをしている余裕もなかったのだ。

「書物にはなんでも書かれてるんじゃなかったのリオンっ」

　八つ当たり気味に、言葉を吐き散らす。

　ベルは、リオンの能力を誤解していることに気づいていなかった。

　リオンの能力は、あくまで『秘密を知ること』である。

　ふだん、なんでも当たる予言書であるかのような物言いをするが、それはリオンの広い知識に情報、書物から得た記述、高度な解析能力―――それらに裏付けられた言動だ。

　時おり交える冗談や、さも結末を知っていたかのような言い方……それらが、彼女の能力を誤解させている（おそらくわざとそうさせている）だけなのだ。

　世界のどこかに秘ひ匿とくされた予言書でもあれば、それにアクセスして書物を予言書のように使うことは可能だろう。だが、その本にほしい情報が書かれているとは限らない。

　現状で、アゼルをさらった側にそれを秘密にする意識がなければリオンの書物に情報が出ることはない―――そういうことだ。

「……そ、そういえば」

　と、裏界を出る時にリオンより聞かされた言葉を思い出す。

「アゼル……あの子、自分から家出した可能性もあるとか……言ってたわね」

　そこには、ひとつだけ思い当たるふしがあった。ベルは、先の戦いで交わしたアゼルとの約束を思い出す。その願いはベルにとっては、実にたわいのないものだ。

『わたし、ベルと一緒に温泉、行きたい』

　―――これだ。さらわれたり家出したりする魔王ってのもどうかと思うが、温泉に入りたい魔王ってのもなかなかに意味不明だ。

　ベルはずっとその約束を放ほう置ちしていた。

「…………ま、まさか、それを根に持って……？　悲しみのあまりに……？」

　たしかに、ふつうの人間や魔王にとって温泉に入るなんてのは造作もないことだ。

　だが、アゼルはちがう。

〝荒廃の魔王〟のふたつ名を冠するアゼルの能力は、周囲のプラーナを無差別に吸収するという制せい御ぎよ不能の力。生物に限らず、草木や花、水や土にすら……表ひよう界かいに存在するそのすべてはプラーナを宿している。

　アゼルは、自身の呪われた力ゆえにそれらに触れることすらできない。

　ふだんこそ身体中に巻き付けた黒き帯の力にて能力を封じてはいるが―――水や花、微び量りようのプラーナしか宿さぬものは、漏れ出たアゼルの力に抗あらがいきれずに消滅する。

　温泉に入りたいという彼女の願いは……もしかしたら、それは自分の生命を懸かけるべき命題のひとつなのかもしれない。

「…………」

　ベルは、そんな可能性を振り払おうと首を振り―――。

「と、とにかく今はそのオーディン・スフィアとやらをいただくことよ……っ！」

　後ろ髪を引かれつつ、眼下の宮殿をあらためて見下ろした。

　そして、いらだちを抑おさえて己の内の魔力を高め……解き放った。




「―――《ディヴァイン・コロナ》」




　　　　＊　＊　＊




「……はっわわ、はっわわ、はわわのわ♪」

　赤あか羽ばねくれはは久しぶりに訪おとずれた休日を明日に控え、上じよう機き嫌げんで帰宅の準備をしていた。

〝世界の守護者〟たるアンゼロットより引き継いだ〝守護者代行〟の任務と地位は、彼女の生活を激変させた。

　常に監かん視しの目が光り、どこに行くにも護ご衛えい付き。一日に判はん子こを押さねばならない書類が一万枚を越えることだって珍めずらしくない。もちろん、その内容を吟ぎん味みした上で、だ。

　信頼できるスタッフを集め、チームで仕事に当たってはいるのだが……その様は締め切り直前の漫画家のごとし。逃亡を試みるスタッフが続出するのも日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。

　休み？　休日？

　そんな言葉、実は常識に類さぬ存在なのではないか―――そう信じざるを得ない毎日を繰り返す中……奇跡は、起こったのである。

「じゃ、明後日の午前九時には戻るから！　それまでよろしくねー、はわあ♪」

　身体と心が、その芯しんの芯より喜んでいるとわかる。

　ゆえに―――のちにくれは語ったという。

　あと五分……っ、あと五分、宮殿を出るのが早ければ……っ！

　―――と。

　くれはが、部屋の戸口のドアノブに手をかけたその時だった。

　宮殿全体を揺るがすほどの振動が、その場の全員を襲った。

　天てん井じよう……いや、そのずっと直上よりくぐもった破壊音がこの場に近づいてくる。

「は、はわ………」

　今はまだなにも変わらぬ天井を見上げ、くれはは涙目になって囁ささやいた。

「……さようなら、あたしの休日―――」

　そのつぶやきと共に、盛大な破壊音がこの部屋の天井を吹き飛ばした。




　　　　＊　＊　＊




　圧あつ壊かいする天井、部屋の中にまき散らされる爆風と塵じん芥かい―――。

　それらが、すべての視界を奪い去る。

「けほ……っ、こふ……！　な、なに！　いったいなんなの―――っ！」

「あら、赤羽くれは―――久しぶりじゃない？」

　爆風の中に聞こえる声。

　天井に開いた大穴より、腕を組んだまま音もなく降下してきたのは……。

「はわ……っ、ベール＝……ゼファー!?」

　侵入者の正体を捉え、その左腕に破は魔ま弓ゆみを備えてベルに突きつける。

「いきなり襲撃してくるなんて、どういうつもりよ！」

「オーディン・スフィアを頂ちよう戴だいしにきたの。この宮殿に保管されているんでしょう？」

「オーディン・スフィア……!?」

　くれはと、周囲のロンギヌスたちが一いつ斉せいに声をあげた。

　くれはは、宮殿の資料を読んでいる時に見たことがあった。

　禁忌の保管庫に封印されている、数々の魔道具―――その収容物一覧にあった、世界を滅ぼす神の卵のことを。

「は、はわ……っ、ベル！　あんた、あんな危険なものをどうしようってのよ！」

「頭が悪いのね。世界を滅ぼす卵なんでしょ？　使い道なんか、ひとつだとは思わない？　さ、早く禁忌の保管庫とやらに案内なさい？」

「ベ、ベル……っ」

　ぎり、とくれはが歯は嚙がみする。

　ウィザードとエミュレイターという敵対関係にあるとはいえ、くれはとベルはこれまでに幾度か共闘したことがあった。一緒に、風呂に入ったこともあった。その時のベルは、決して邪悪な存在には見えない―――くれはは、そう感じてすらいたのだ。

　ベルが、くれはの思考を読み取り悠ゆう然ぜんと言った。

「は？　まさかあんた、あたしが魔王であることを忘れてるんじゃないでしょうね？」

「……っ、そ、それでも……っ！」

　くれはが、声を上げようとした時だった。

　ふいに、室内にけたたましく警報が鳴り響いた。

『赤羽守護者代行……っ！』

　緊きん急きゆう時じにのみ使用される伝でん声せい管かんよりあわてきった男の声が聞こえた。

「なにっ、ちょっとこっちは取り込み中なんだけど……！」

『緊急事じ態たいです！　先ほど、禁忌の保管庫に侵入者あり！　警備を一いつ蹴しゆう、敵はオーディン・スフィアを強ごう奪だつ、逃走いたしました！』

　報告から四秒―――

　その言葉の意味を理解するのに、ベルとくれははそれだけの時間を必要とした。

　意味を飲み込んだ時……

「…………へ？」




　　　　＊　＊　＊




「これが侵入者……？」

　サブモニタに映し出された不ふ鮮せん明めいな画像に目をこらし、くれはが質問の声をあげた。

　それは、禁忌の保管庫にて撮影された、侵入者の映像だ。

　円えん筒とう形けいの広大な空間……保管庫の内部に、人影らしきものが蠢うごめいている。

　真っ黒なフードにローブ……映像の不鮮明さもあってその顔は、見えない。

　侵入者は、しばらく周囲を物ぶつ色しよくしたのちに、それへと手を伸ばした。

　そして―――手にしたのは、拳こぶしよりも二回りほど大きい、黒い卵のようなもの。

「これが、オーディン・スフィアか」

　くれはと顔を寄せ合うように画面をのぞき込んでいたベルがつぶやく。

「そう、みたいね……」

　くれはが、ベルの言葉に応えた。

「ところでさ、ベル」

「なによ」

「なんであんたが一緒になってモニタ見てるのよ」

「細かいことは気にしなくていーじゃない」

「まあ、いいけど」

　いいのか!?　と、その場のロンギヌスが全員、心の中でくれはの言葉にツッこんだ。

「あ……」

　ふいに画面の中で動く侵入者が、顔を上げて……カメラへと視線を向けた。そして、ゆっくりとカメラに手を伸ばし―――〝ぶつっ〟。

　そこでふいに映像は途切れた。

「……赤羽くれは。最後のとこ、もう一回映してくれる」

「ベル、なにか気になることでも？」

「いや―――最後にこの黒ローブ……なにかしゃべってなかった？」

　映像のラストがリプレイされる。

　映像が消える間ま際ぎわ、カメラに近づいた侵入者の口元が大きく映し出された。たしかにその口は、なにかを囁ささやいてるように見える。

　画面に映った侵入者の口の動きに合わせ、ベルとくれはも口を動かし……声を出した。

「ご・め・ん・……な・さ・い……？」




『ごめんなさい……これが、ベルちゃんのためだから』




「……アゼルっ!?」

　がたんっ、とベルが立ち上がり、叫さけんだ。

「な、なんであの子が……っ、さらわれ……」

　さらわれたはずじゃ、そう言いかけ……口をつぐむ。

　その様子を怪け訝げんに思ったくれはが言葉をかけた。

「アゼルって……〝荒廃の魔王〟アゼル＝イヴリスのこと？」

「……あんたに話す必要はない」

　いらだつような、なにかを心配するような……微妙なニュアンスをくれはは感じ取る。

「アゼルって、あんたが大事にしてる子よね？　魔王に向かって〝子〟ってのもなんだけど」

「……」

「……なにか、あったの？」

「…………」

　ベルは、なにも答えない。

　ただ困惑と心配の入り交じる表情を見せるだけだ。

　少なくともくれはにはそう見えた。

　くれははやれやれ、と言った面持ちでロンギヌスに声をかける。

「侵入者の魔力の痕こん跡せき……たどれる？」

「は、現在、侵入者の残留魔力をトレース中―――逃走後の侵入者がどこに向かったかは、その、特定はできていますが……」

　ロンギヌスは、ベルにちらちらと視線を送って口ごもった。

　この情報を魔王ベール＝ゼファーに伝えてよいものかと、迷ったのだ。

「いいから。報告を」

「……行く先はラビリンスシティかと思われます」

　人間の住む〝表界〟と魔王たちの〝裏界〟……両者の狭間には無数の〝忘ぼう却きやく世界〟と呼ばれる小さな世界が存在している。ラビリンスシティとは、そんな小世界のひとつだ。

　ウィザードと侵魔が共存している極めて稀き少しような場所であり、さまざまな思おも惑わくが渦うず巻まく混こん沌とんとした地でもある。

「ラビリンスシティ……か。だってさ、ベル」

　くれはの言葉に、ベルがきょとんとした顔を見せた。

「状況はわかんないけど、あのアゼルって子を心配してんでしょ？　行きなさいよ」

「守護者代行……っ、それはあまりにうかつな……！」

　ロンギヌスのひとりが、我が慢まんしきれず声をあげる。

「はわ、大丈夫だって。今のベルはあたしたちに近い感じがするから。これでもあたし、人を見る目はある方よ？　たぶん」

「そ、そんな適当な……」

　頼りなさげな声をあげ、ロンギヌスたちはしぶしぶベルに道を開ける。

「…………礼は言わないわよ、赤羽くれは」

「別にお礼を言ってほしいわけじゃないし。ま、これを借りだと思ってくれるなら、そのうち気が向いた時に返してくれればいいわ」

「人間からの借りなんか、このあたしが返すと思う？」

「思う」

　実にストレートな返事だった。

　それゆえにベルは返す言葉を失い、沈黙し―――嘆たん息そくした。

「……あんた、それでもアンゼロットの代行？　世界の守護者なの？」

「困ったもんだねえ」

　うんうん、と腕を組んでうなずくくれはに、ベルは言った。

「本当にあんた……変わり者だわ」




　そう言ってくすりと微笑み―――ベルはその場を立ち去った。





　　４．ラビリンスシティ




「よ、よりにもよって、なんでこんなところに……」

　眼下に広がる風景を見渡し、ベルは頰ほおをひくつかせた。

　そこは、ラビリンスシティの一いつ画かくを覆う、広大な森。

　鬱うつ蒼そうと茂る森の中央に、そこだけくり貫ぬかれたかのような広場が見える。その中央に鎮ちん座ざしているのは巨大な社やしろだ。その無む駄だに豪ごう奢しやな建造物の他にも、社を管理する社しや務む所しよなど……いくつかの建築物が上空から散さん見けんできた。

「…………」

　森の外へと続く参さん道どうをたどって視線を動かせば、朱しゆ塗ぬりの鳥とり居いのひとつにたどり着く。

　鳥居に飾られた神しん額がくに刻まれた文字を見て、ベルはあらためておのれの不運を呪った。

〝東とう方ほう王国神社〟

　神額には、間違いなくそう書かれていた。

「ここにだけは来たくなかった……」

　東方王国―――この言葉から連想される人物はただひとりしかいない。

〝東方王国の王女〟―――魔王パール＝クールその人だ。

　裏界に存在する数あま多たの魔王において、三強のひとりに数えられる実力者である。

　ベルは、極力パールとは関わり合いになりたくないと……常日頃から願っていた。

　天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんという言葉は、あの女のためにある。

　独どく善ぜん的てきで気き性しようが荒く、幼くわがままで、なによりも残ざん虐ぎやく。そのプライドは悪い意味で果てしなく高く、自分の思い通りにことを運ばねば気が済まない。

　過去、幾度もベルはパール＝クールに煮にえ湯ゆを飲まされてきた。

　ナイスなアイデアを思いついて世界滅亡に乗り出すも、パールに邪魔されて失敗に終わった計画は数知れず、ベルが一方的に被害を被こうむる形で決着がつくのは毎度のことだ。

　もちろん、そのたびにパールにもお灸きゆうは据えてやるわけだが、あの女はそれすらも恨みに思ってさらなる敵意を示すのだからたまらない。

　いつもなら出会ったその場で叩たたき潰つぶせばいいだけのことだが―――今は時間がないし、なによりアゼルのことがある。

　ここで厄やつ介かい事ごとを抱え込むのは望ましくない。

　可能なかぎり早く、この場からおさらばするのが吉きちだと考える。

「あの馬鹿と会う前にちゃっちゃとアゼルの痕跡を探す、か」

　つぶやいて、気け配はいと魔力を極小まで抑え込み……音もなく森の一画へと降り立った。

「さて、と―――」

　周囲の気配を探さぐりつつ、くるり振り返る。

「うぼぉあぁああぁああっ!?」

「ぎぁ……っ!?」

　突然のそれに、ベルは思わず悲鳴をあげた。

　茂みの向こうからふいに倒れ込んできたそれが奇き声せいをあげてベルの身体に寄りかかり―――

「うぼっ…うぼぉあぁああああぁああ……っ！」

「や、ちょ……っ、な…………っ」













　二本のなにか干ひ涸からびた……おそらく腕とおぼしきものがベルの身体にからみつく。

「うぼっ、うぼっ…っ、うぼぉあぁああああぁああ……っ!!」

「ちょ、な……っ、離……なっあぁああっ!?」

　振りほどこうにも、からみつく腕の力は想像以上に強い。もがけばもがくほど、ベルの肌に突き立ったツメが深く食い込んでいく。

「痛っ……っ、てかどこ摑つかん……でっ」

「うぼっ、うぼっ……！」

　からみつくそれがなんであるか、認にん識しきする心の余裕さえもない。

「この……ぉっ」

　ベルは奥歯を嚙みしめ、にらみつけ、囁き、解き放った。




「……《ディヴァイン・コロナ》っ」




　深い森の一画で、閃せん光こうと爆風が巻き起こった。




　　　　＊　＊　＊




「ふう……―――」

　ようやく身体にからみついたそれを引き離し、ベルは安あん堵どの吐息をもらす。

　それは今、ベルの足下に倒れ込み、黒こげになってぷすぷすと燻くすぶっていた。

「な、なんなのよこれ」

　大きさは人間大ほど―――ぴくぴくと脈みやく動どうしていることから、おそらくは生物かそれに類するなにかだ。

　黒こげになって判別はしにくいものの、白と赤に染まる衣装……そう、おそらくは巫み女こ装しよう束ぞくというやつが纏まとわれているとわかる。

　……。

「巫女……装束？」

　ベルには、その衣服を纏う人物に心あたりがあった。

　おのれの想像を確かめるべく、じっとその物体を凝ぎよう視しする。

　そして、推すい察さつは確信へと変わった。

「パ、パール＝クール……？」

　にわかには信じがたかった。

　ふだんのパールの容よう姿しを果実に例えるのなら、きゅっと引き締まったみずみずしい紅こう玉ぎよく林りん檎ご―――そんなところだろう。

　だが今、目の前に転がっているこれは、どうひいき目にみても雪国の山奥にうち捨てられた山小屋……その軒のき下したに二、三年ほど吊つるしっぱなしで忘れ去られた干ほし柿がきだ。

　むしろ、その表現は干し柿に失礼かもしれない。

　いつもなら置き去りにする……どころか、トドメを刺してこの場に埋めるくらいのことはしてやるのだが、今回は状況が状況だ。

　アゼルのことをなにか知っているかもしれない……そう思うと放置もできなかった。

　しばらく逡しゆん巡じゆんしたのち、ベルは舌を打って言い放った。

「ちっ、しかたないわね……っ」

　とはいえ、いかなる方法をもってすればパールを元に戻すことができるのか。

　そんな思考を巡めぐらせ始めた時―――

「うぼっ、うぼあ……っ！」

　目の前の干し柿が、遠くに見える社の前に備えられた手水ちようず舎や―――参さん拝ぱい者しやが手を浄きよめるための水すい盤ばんを備えた建物―――を指さした。

　ベルは一瞬、それがなにを意味するものなのか……理解に苦しんだ。




　　　　＊　＊　＊




「ぷはーっ、生き返った―――っ！」

　手水舎の前でびしょ濡れになったパールが猫のようにぶるんと身体を震わせた。

　彼女の身体から飛び散った無数の飛沫しぶきがきらり、瞬間の光を放って儚はかなく空に消える。

　ベルは、眼前で復活を遂とげたパールの姿を見て、手て桶おけを持ったまま唖あ然ぜんとした。

「み、水をぶっかけただけで元に戻るって……」

　パールの肌は本来の張りを取り戻し、弾はじけんばかりの活力に満ちあふれていた。

「……なんか文句あるの」

　ぺたりと座り込んだパールから笑顔が消え、じろりと不満げにベルをにらみつける。

「パール……あんたさ―――」

「なによ」

「ふ、増えるワカメって……知ってる？」

「なにが言いたいのよっ!?」

　猛もう然ぜんと立ち上がり、パールは激げつ昂こうした。

「これがただの水じゃないってことは見ればわかるでしょーがっ!?　これまでアタシが集めたプラーナをここの地下水脈に保管してるのっ！」

　すなわち、この水には大量にプラーナが溶け込んでいる―――そういうことだ。

　なるほど、それなら理解もできる。

　同時に、パールがなにゆえこのような事態に陥おちいったのかも、だ。

「パール、一応聞かせてもらうわ。……なにがあったのよ。あんたが自分から干涸らびるような苦く行ぎようをするとは思えない。さっさとこの生命いのちの恩人に傅いて質問に答えなさい」

　その言葉に、パールの表情が瞬時に怒りに染まった。

「なにがあった……じゃないでしょーがっ!?　あ、あんたねっ、飼い主だったらちゃんとペットの監督ぐらいしなさいよね!?」

　やはりそうか―――と、ベルは確信する。

「あたしはペットなんか飼った覚えはないけど……あんた、アゼルにやられたのね？」

「そうよっ！　あいつがなにをしたか、耳をかっぽじってよく聞きなさい！　そんで罪悪感のあまり、このパールちゃんに土ど下げ座ざして詫わびるがいいわ！」

　顔を真っ赤にしつつ、ぎゃんぎゃんとわめく。さらにはその場で激しく地じ団だん駄だを踏ふみ、身体全体で怒りと悔しさをあらわにした。

　その様子に辟易とし、ベルはため息をもらした。

「なんでため息なのよ……っ、じっくり聞きなさい！」

　鼻息も荒く、パールは自分の身になにが起きたのか……それをとうとうと語り出した。




　―――四時間が経過した。




　じっくりしすぎだった。

　パールの話は四時間の時を経へて、どうにかクライマックスシーンに入ろうとしている。

　ちなみに、ベルの精神はとっくにクライマックスを突破して久しい。

「あ、あのさ……パール……いつになったら話は核心に入るのかしら……」

「るさいっ！　パールちゃんの崇すう高こうな話は一カ所でも欠けたら美しくないんだからっ」

　途中、いかに自分がかわいく、美しく、偉大で、そして強いか―――そんな内容を織り交ぜつつ……むしろそっちがメインで……話は続けられた。




　―――二時間が経過した。




　物語はついに堂々の大だい団だん円えんを迎え……そこに終しゆう幕まくした。

　パールは話を終えた満足感からか、笑顔でふんぞり返っている。

　話すだけ話して溜りゆう飲いんが下がったのだろう。

　―――なお、パールの話から知りたい部分の要点だけをまとめると次のようなことだった。ベルは、パールに再度その確認をした。




『つまり、社で惰だ眠みんをむさぼっていたら、漆黒のマントを纏った侵入者が現われた。

　ヒマつぶしに相手をしてやろうと余裕を見せて立ちはだかったら、敵はおもむろにマントを脱ぎ去り、その姿を現わした。すなわち、アゼルが。

　でもよーく見れば、いつものアゼルと少しちがう。雰ふん囲い気きもそうだけど、なによりもちがったのはあの子の身体に巻き付けられた黒い帯が極端に少なかったこと―――』




「うんうん」

「……で、それに気づいて『あ』と思った瞬間には干し柿にされていた、と」

「そうよ」

「アゼル、でかした」

「あんた、ぶっ殺すわよっ!?」

「なんでこんだけの話に六時間とかかかるのよっ!?」

　互いが互いに、猛烈な敵意をあらわにする。

　パールの頰は紅こう潮ちようし、あふれ出す魔力が熱を持って周辺の空気を陽かげ炎ろうのようにゆらめかせた。例えるならそれは、噴火寸前の火山のように。

　並の魔王ならこの場にいるだけでプレッシャーに押し潰されてもおかしくはない。

　だが、ベルは涼しげ表情のままにさらり、パールを諫いさめた。

「……馬鹿ね。こんな場所であたしたちがやりあったら……ルーが出てくるわよ」

「う……！」

　ルーという名前が告げられた途端、パールはぎくりと凝ぎよう固こした。

　ルー＝サイファー―――〝金こん色じきの魔王〟のふたつ名を持つ、裏界最高位の大魔王だ。

　裏界に蠢く数多の魔王らを、ただひとりで押さえつけてきた最強の大魔王。ウィザードに敗北を喫したことで一時は姿を消したが、つい最近になって復活を果たしていた。

　今ふたりがいるこのラビリンスシティは、ルーによって作られた世界である。

　ここで好き勝手にふるまえば、〝金色の魔王〟が制せい裁さいのために現われてもおかしくはない。ベルもパールも、ルーのテリトリーで戦うのは正直避けたいというのが本ほん音ねだろう。

「ベル？　別にパールちゃんはルーが怖いわけじゃないのよ？」

「なんでいきなりいいわけなのよ」

「あたしは超寛かん大だいだから、さっきの暴ぼう言げんは見逃してあげるわ？　べ、別にあの女が怖くなんてないんだからね？　そこんとこ、わかってるんでしょうね？」

　目を点にしてぷるぷる震え、いいわけを繰り返すパールの言動を聞き流しつつ―――ベルはすでに別のことを考えていた。

　なぜさらわれたはずのアゼルが自分に先んじてオーディオン・スフィアを狙った？　いや、それはそもそもアゼルの意志なのか。

　パールを襲った理由はなにか。

　―――思考を巡らすが、答えはなにもでない。あまりに情報が少なすぎる。

「とにかく、今はアゼルを追うしかなさそう、か……パール！」

「あんたがルーと戦いたくないっていうならしかたないわね？」

「いつまで言ってんのよっ!?」

　と、ベルがそんなツッコミを入れかけた時だった。

『……パール様っ！』

　パールの部下とおぼしきレッサーデーモン―――山や羊ぎの頭に蝙こう蝠もりの翼を持った悪魔―――が、翼をはためかせて虚こ空くうより舞い降りた。

『パール様……っ、たいへんでございます！　このラビリンスシティにおられる魔王たちが、次々に襲われているとの報が……！』

「なんですって？　やられたのは誰？」

　応えたのは、ベルだった。

『は……〝誘ゆう惑わく者しや〟エイミー様、〝魔王女〟イコ＝スー様、〝狼おおかみの王〟マルコ様、〝女公爵〟モーリー＝グレイ様……っ』

　それは、裏界でも名だたる爵位持ちの魔王ばかりだった。

『各魔王は、い、いずれもプラーナを極限まで吸われており……敵は、なんでも漆黒のマントを羽は織おった謎の人物であったと……！』

　―――アゼルだ。

　そうか、とベルがここでひとつの事実に気づく。

　アゼルはパールを狙い撃ちしたのではない。

　プラーナを大量に吸収するための一過程に過ぎない……パールはたまたま最初にターゲットにされただけ―――そういうことだ。

「すると―――いや、でもそれは不可能……だとすると……」

　いくつかの可能性を巡らし、ベルはパールに告げた。

「あたしは一度、裏界に戻る。パール、あんたもつきあいなさい！」





　　５．確証




　裏界の一画にある無限の蒼そう穹きゆう……そこは、ベール＝ゼファーの領りよう域いきだった。

　その空間の中心に浮かぶベルの居城にたどり着いたのは、ラビリンスシティを出て二時間あまりあとのこと。城に降り立つと同時にベルははじけるように駆かけ出だし、いつものサロンを目指す。

　リオンに、どうしても聞きたいことがあった。

　威い勢せいよく両手で扉とびらを押し開き、

「……リオン！　聞きたいことがあるんだけど！」

　と、声を上げた。

　返事はなかった。

　そしてなにげに部屋を見回して―――見つける。

　部屋の真ん中に、巨大な干し柿が転がっていた。

「ああっ、リオ―――ンっ!?」

　パールのあの姿を見ていなければ、それがリオンだとは絶対認識できなかったろう。

　たたっと駆け寄り、リオンを抱き起こして問う。

「リオン、聞こえる？　アゼルにやられたのね!?　あの子がどこに行ったかわかる!?」

「……ぐ…り…」

　なにかを必死に伝えようと、リオンが口を動かしているのがわかった。焦しよう点てんの定まらない瞳で、虚うつろな表情のままに―――リオンはベルの手を取った。

「なに？　よく聞こえない……っ、なにが伝えたいの!?」

　ベルが、その口元に耳を近づける。

　そして、かすかに聞こえてきたのは―――

「…どー●ぐりこー●こーろ～……」

　……『どんぐりの歌』だった。

　しかも歌詞はそのままに、曲だけが『水み戸と黄こう門もん』の主題曲にすり替わっている。

「リオ――――――ンっ、しっかりして――――――っ!?」

　叫ぶベルの背後で、パールが腹を抱えて転げ回っている。

「ふざけてる場合じゃないのよっ!?　臓はら物わたをぶち撒まけるわよっ!?」

　だが、リオンはそんなことはお構いなしに歌い続けた。ふざけているのではない。おそらく、一気に大量のプラーナを失ったことで意識が混こん濁だくしているのだろう。

「……リオン、ひとつだけ教えて！　今回の件にルー＝サイファーは絡んでる!?」

「書物にはそのようなことは書かれていません」

　と、『水戸黄門』の曲にあわせて虚ろに言葉を紡つむぐ。

　な、なんて器き用ような―――と、つぶやくベルに、リオンはさらに言葉をかけた。

「ただし、ルーに匹ひつ敵てきする力が動いていると、書物には書かれています」

　―――やっぱりね、とベルがつぶやく。

　さらわれたアゼル。

　奪われた世界破壊用箒オーディン・スフィア。

　そして、アゼルによって魔王たちから奪われたプラーナ。

　ピースがあとひとつ欠けているが、この符ふ合ごうが指し示すものはひとつだ。

　もはや、背後で動いている敵もわかった。

「あたしの考えた計画を乗っ取ろうなんていい根性してるじゃない、メイオルティス」

　思考の末にたどり着いた回答にベルの表情が、厳しさを増す。

　すでに最初にベルが動き始めてから二〇時間が経過していた。

「ち、時間がない……パール！　行くわよっ！」

「ど、どこへ行くのよ」

「ふん、決まってるでしょう？」

　ベルは困惑した表情を見せるパール向かって不敵に笑み、答えた。




「表界―――秋葉原よ」





　　６．大魔王と世界の守護者




「……赤羽守護者代行！　ベール＝ゼファーより緊急連絡です！」

　喧けん噪そうに包まれたアンゼロット宮殿にその報が入ったのは、オーディン・スフィアの奪取より一九時間が経過した頃だった。

「こっちに回して！」

　くれはの声に、ロンギヌスのひとりがお盆に乗せた黒電話を足早に運んでくる。

　受話器から聞こえたのは、めずらしく焦り気味に早口なベルの声だった。

『赤羽くれは！　時間がないから手短かに話すっ。今からすぐ、秋葉原上空に防御結界を張る準備を！　空間座ざ標ひようはあとであたしが知らせる！』

「はわ、ちょっ……ちゃんと状況の説明を……」

「ったく、頭が悪いわね赤羽くれは……っ、いい？　敵の目的はオーディン・スフィアの起爆！　場所は秋葉原上空、時刻は二時間後！」

「起爆!?　でもそのためには膨大なプラーナが必要なはず……」

　と、言いかけ、ここにいたってくれはも気づいた。

「じゃあ、ラビリンスシティでアゼルが魔王たちを襲撃した事件って……」

『そう、オーディン・スフィア起爆のために必要なプラーナを集めること。ひとつ疑問は残るけど他に理由は考えられない。ぼーっとしてたら表界が吹っ飛ぶわよ……っ！』

「はわ……っ」

　くれはは受話器を耳に当てたまま、あわててオペレーターに視線を転じて手振りで指示を出す。声はなくともオペレーターはくれはがなにを言いたいのかをすぐに察し、コンソールをたたいた。ほどなくして、部屋の中央に備えつけられたメインスクリーンに秋葉原周辺の地図が映し出された。

　表示される情報の類を素早く目で追う。

「ベル、現状で秋葉原周辺に変わった反応はな―――」

「赤羽代行……！」

　くれはの言葉をオペレーターが遮り、叫んだ。

「秋葉原上空に莫ばく大だいなプラーナの反応を検けん知ち……！　この反応は……〝誘惑者〟エイミー、〝魔王女〟イコ＝スー、〝狼の王〟マルコ……っ」

「〝女公爵〟モーリー＝グレイ……っ、〝秘密候爵〟リオン＝グンタ……そして、〝東方王国の王女〟パール＝クール！」

　それは、此こ度たびの事件で襲撃を受けた魔王と一致する名前だった。

「しかし魔王本体はいずれも確認できません！　プラーナの反応のみです！」

　矢や継つぎ早ばやに発せられる情報を、くれははベルの言葉とあわせて理解する。

「ベル、聞こえてた……!?」

『ええ。アゼルが吸収したプラーナが、秋葉原上空に集約されている。ま、これで確定ね。防御結界の展開、頼んだわよ』

「結界になんの意味があるのよ。あれが起爆したら防御結界くらいじゃ……！」

　その言葉に対して返されベルの声にはあきれるような、それでいて、これから始まることになにか期待してのものか……どこか悦えつ楽らくのニュアンスが含まれていた。

『……じゃ、結界はなしでもいいわよ？　ただしこれから、このベール＝ゼファーとパール＝クール、そしてアゼル＝イヴリスが……秋葉原上空でやりあうからね？』

「やりあうって……」

　と、一瞬の逡巡。

　そして、理解する。

「はわっ!?」

　裏界トップクラスの大魔王がふたりと、ただそこに在るだけで周囲のすべてを消失させる〝荒廃の魔王〟アゼル＝イヴリス。その三人が全力でぶつかるようなことになれば、その余よ波はでどんなことになるか―――それは容易に想像がついた。

『理解したようね。……あ、それともうひとつ準備してほしいものがある。こっちが確証が持てないんだけど―――』

　ベルがいくつかの言葉を並び立て……。

『じゃ、頼んだわよ』

「あ、ちょっと……！」

　くれはの声を振り切る形で、ベール＝ゼファーとの通信は途と絶ぜつした。

〝チン……！〟と、受話器を置いて直後、くれはは右手を開いて突き出し、声を発した。

「秋葉原上空に防御結界の展開準備！　出力は最大、空間座標はベルからの連絡が入り次し第だい決定しま……！」

「だ、代行……っ！」

　再度、オペレーターがくれはの言葉を遮った。

「こんどはなにっ！」

「あ、秋葉原上空に……オーディン・スフィアとおぼしき存在の現出を確認！　メインスクリーンに出します」

　スクリーンに映し出されたオーディン・スフィアに見入り、くれはは唖然とした。

　そこに現われたものから視線を外せないまま―――

「なに、これ……」




　力なく、くれはがそうつぶやいた。





　　７．オーディン・スフィア




　星ひとつ見えない夜だった。

　誰もいない公園に備えられた時計の針は、その両方が頂点を通り過ぎ―――今、日が変わったことを世に報しらせる。

　しん、と静まりかえった秋葉原の街―――

　その中央通りに降り立ち、周囲を見回してベルはくすりと笑んだ。

「ふうん、なかなかやるじゃない、赤羽くれは」

　言葉を交わしてからわずか一時間と少し。

　ベルの視界には車一台、人影ひとつも入ることはなかった。

　徹てつ底てい的てきな交通規制と情報封ふう鎖さ、住民の退去―――一時間というわずかな時間で、どうやらそのすべてをやってのけたらしい。

　ふと四方の空を見回せば、ご丁てい寧ねいに不可視の結界まで展開していると感じる。

　周辺地域を、その結界の外から目もく視しさせないための仕掛けだろう。

　これから起こることを世間に報せるわけにはいかない―――そう考えての措そ置ちだ。

「あと、一時間と少し……敵はここに姿を現わすしかない。ま、ゆっくり待ちましょう」

「ふん、このパールちゃんを待たせるなんてねえ……」

　文句を口にしながら、パールが空を仰ぎ見る。

「星も見えない夜、か」

「ま、あたしたちにはふさわしいってとこかし―――」

　パールの言葉を受けたベルがそう言いかけて……違い和わ感かんに気づく。

　いくら都会の真ん中だろうと、星が見えないことなんてあるのだろうか？

　浮かんだ疑問の回答を求めて、頭上を覆う空を見上げる。

　そして、確信を得た。

「……パール。敵はなかなか礼れい儀ぎ正しいみたいよ」

「？　なによそれ」

「あたしたちが来るずっと前から、あちらはお待ちになられていたようで―――」

「はあ？」

　ベルの視線につられ、パールも再び空を注ちゆう視しして―――気づく。

「……。ふーん、そりゃ星も見えないわけね」

「そゆこと」

　ふたりの視線の先に浮かぶ闇色の空―――いや、空のごとくそこに横たわるもの。すなわち……オーディン・スフィア。

　全長七〇キロメートル、直径三〇キロメートル―――秋葉原はおろか、周辺地域すべての空を覆いつくしていたのは、世界を滅ぼす卵。

　あまりの大きさに、その全ぜん貌ぼうを視界内に収めることすらままならない。

　一見、綺き麗れいな楕円形だがよく目を凝らせば、無数の突とつ起き物ぶつが見て取れる。

　圧倒的な威い容ようと、内部に蓄ちく積せきされた膨大なプラーナ―――。

「なるほど……たしかにこいつを爆発させれば、世界も吹っ飛ば―――」

　ベルが言いかけて、それに気づく。

　軽く地を蹴けり、囁くようになにかを唱となえ―――飛ひ翔しようの力を得る。翼なき翼を得たベルは、紅あかい輝き線せんを曳ひいて空へ舞い上がった。

「ちょ、ちょっとどこ行くのよベルっ!?」

　当然のようにパールの言葉を無視して、わずか数秒で高度にして約二〇〇〇メートルの空域へ―――。

　そこで待つ者と、一〇メートルほどの距離を置いて対峙する。

「待たせちゃったかしら、アゼル？」

「……ベ、ベル」

　いつもの頼りなさげな雰囲気で、アゼルが応えた。

「アゼル？　とりあえず確認するけど……あんた、誘ゆう拐かいされたってリオンから聞いていたんだけど？　それはまちがいだったのかしら？」













「……まちがってない」

　おびえるように、答える。

「メイオルティスに？」

「そう……」

　まるで親に叱しかられる子供のように―――アゼルは言葉少なげに、肯こう定ていを返す。

「ま、いいわ。それで？　誘拐されたはずのあんたが、なんでこんなことするのよ。これはもともと、あたしが立てた計画。邪魔するってどういう了りよう見けん？」

「……」

「メイオになにを吹き込まれたのかって聞いてんの。それとも、あんたあいつに操あやつられでもしてるわけ？」

　アゼルは静かに首を振って、答える。

「……すべては、ベルのためだから」

「あたしの？」

「……そう。だって、私が単独で動いたことにしないとベル、無茶するから。プラーナ集めるために、私がやったように魔王たちを襲う……そうでしょう？」

　ベルは、オーディン・スフィアを起動するために自分がこれまでにため込んだプラーナを使うつもりだった。が、なるほどたしかにアゼルの言うとおりの方法なら、なんの損そんもない。ナイスアイデアというやつだった。

「え、えー……まあ、そうね。うん」

「ベル、そうしたら魔王たちを相手に戦うことになる。負けるとは思わないけど、傷つくかもしれないし―――裏界すべてを敵に回すかもしれない。そんなことになったら……」

「別にかまわないけど。そんなの」

「……私が嫌なの。そんなことになるくらいなら、私が動けばいい。どうせ、私はひとりだから。それに幸い、私にはそれに適した力がある」

　少し微笑み、許しを乞こうような……アゼルの言葉。

「………………ったく」

　少しばかりの沈黙ののち、はー、と息を吐く。

「あんたね……」

　ベルがアゼルに手を伸ばそうとして―――両者は、瞬間で跳ねるように左右に散って距離を取る。

　直後、直径二〇メートルがあろうかという巨大な火球がふたりのいた空間を擦さつ過かした。

　火球は瞬時に飛びずさり、遙はるか高空の一点で爆はぜて散った。

「……ちぃっ、はずしたっ」

　眼下に見入れば、怒ど気きをはらんだ声で叫ぶパール。ふたりの直下五〇メートルほどの位置から魔法を解き放ち、的を外し、悔しがっているパールの姿だった。

「パールっ、あんたねっ!?」

「るさいっ、あたしはそいつをボコるために来たんだからっ」

　ベルに向かって叫ぶその間も、パールは視界の隅に高速で動くアゼルを捉えている。

「……そこっ！」

　腕を振って指先より炎を解き放つ。

　しかし鋭く収しゆう束そくした三条の紅い輝線を―――アゼルは身体をひねってかわしきる。

「はずした!?　でも……！」

「……！」

　初しよ撃げきの三発がかわされたのち、時間差で解き放った残る二発……光度を極限まで落として不可視に近くなったその二発の魔力弾が、アゼルの未来位置へと到達する。

「あは！　指は五本あるって知ってた？　二発はわざと遅くし……」

　いい気になって笑んだパールの言葉が終わる間もなく、魔力弾の直撃予測点より―――残ざん像ぞうを残してアゼルの姿がかき消えた。

　観戦していたベルの視線が、パールの背後一〇メートルほどの位置に向けて動く。

　直後、荒廃の魔王はその視界の中央に姿を現わした。

　なるほど、ね―――とベルがぽつりつぶやく。

「……ふうん、空間移い送そう魔法をあらかじめ唱えておいて緊急回避用に握ってた、か。パールちゃんの魔法をここまでかわすとはすごい！　たいしたもんだ！」

　パールが、アゼルに背を向けたまま拍手を送る。

「……パール＝クール。お願い、プラーナをわけて」

「あのでっかい卵を起爆するために？　なら、あたしを倒して取ってみたら？」

「……私は、そんなに戦うのが好きじゃないから」

「ぬけぬけと言うわね。あたしの攻撃をあれだけかわしておいてさ」

「……お願い、パール」

「言ったでしょ？　あたしに勝ったら、ってさ。でもさ、そこなのよね」

「え……？」

　と、アゼルがつぶやくと同時にベルが叫んだ。

「アゼル離れてっ！」

　アゼルのすぐ脇わきで、閃せん光こうが走った。

　閃光は炎の赤を通り越して白へと変わり、光球を作ってアゼルを飲み込んだ。

「アゼル……！」

「あっははは！　時間ぴったりぃ！　その一兆ちよう℃の火の玉に耐えられるかしらあ？　あははっ、最初からそこに遅ち延えん型がたの攻撃魔法を仕掛けておいたのよね。でなきゃ、あんなにこのパールちゃんが魔法を外すわけないじゃなあい？」

　それはうそね―――と、ベルは思った。

　この空間に追い込むために計算して魔法を放っていたのは本当だろうが、さっきの驚きぶりからして、それまでの攻撃だって当てられるなら当てていたはずだ。

　おのれの最大火力を当てたのは評価する。が、その戦術も―――。

「パール、惜しいわね」

「惜しい？」

　パールの疑問にあわせるかのように、アゼルの静かな声が周囲に響ひびく。

「―――荒廃せよ、世界」

　ふいに、アゼルを包む白はく光こうの球体が内側に向かって吸い込まれるように、そして急速にその光度を失い始める。

　光はわずか数秒で四散し、消えた。

　光が散ったあと、そこに佇たたずんでいたのはアゼルの白い肢し体たい。おのれの魔力を封ずる黒き帯を解き放った彼女の、その一糸纏わぬ姿が闇の中に映えていた。

「我が能力は、プラーナの無差別なる吸収―――どんな力も我が身の前には消失に至る」

「へ、へえ、あんたの能力……こんな使い方もあるんだ？」

　笑顔を作ってしかし、ぎりっ……奥歯を嚙みしめる。

「待ちなさない、パール」

「なによっ、邪魔すんのベル！」

「《ディヴァイン・コロナ》」

「うぼぉあっ!?」

　ふいに放ったベルの攻撃魔法がすっかり油断していたパールをほぼ零ゼロ距離で直撃した。

　巨大な光の球体は、地上に向けて撃ち下ろされ、数秒の後に―――

　盛大な土つち煙けむりを噴き上げると共に、秋葉原の中央通りに巨大なクレーターを作り出した。

　笑って、ベルはパールのあとを追う。

　クレーターの上空五〇メートルほどの位置―――大地に穿うがたれた穴の中央を注視した。

　土煙はやがて晴れゆき……ふらふらと、穴から這はいずり出たパールが姿を現わす。

「へえ、さすがパールね。この直撃を受けても動けるなんて」

「……ったり前じゃない……ってぇっ!?　いきなりなにすんのよベ……っ！」

「《ディヴァイン・コロナ》」

「うぼぅあぁあっ!?」

　パールの非難の声は、爆音と閃光の中に消えた。

　ややあって―――より深さを増したクレーターの中央に、ぴくぴくと痙けい攣れんして転がるパールの美しき姿が見えた。

「……あーらら、でもまだ動いてるのね。さすがはパールねー」

　ややあきれた口調で、しかし楽しそうにつぶやく。

「あ、あの……ベル？」

　帯をまとめ直し、あとを追って降下してきたアゼルが疑問の声をあげた。

「オーディン・スフィアの起爆に、もう少しプラーナがいるんでしょ」

　ベルは、すっと上空を見上げ―――巨大な黒の中心点に見入る。

「ざっと見たところ……あと、パールやあたし級のプラーナがふたり分てとこかしら？」

「ベル……！」

　アゼルが、嬉うれしげに微笑む。

「さ、まずはあれから奪っちゃいなさい」

「はい……っ」

　嬉しげな声と共にパールの前に降り立ち、再び全身に巻かれた帯の一部を……ほどく。

「うぼぉああぁあああぁああー……」

　パールは再び、干し柿になった。

　くすくすと笑いながら、ベルもまたその場に降り立つ。

　アゼルは、帯をほどいたままだ。

　ベル……いや、周囲に存在するものすべてから、ちらちらと明めい滅めつを繰り返す光がアゼルに向けて流れていく。それに呼応し、上空に浮かぶオーディン・スフィアがうなりを上げた。

　プラーナが天空に浮かぶ黒き卵に満ち渡り、それは今にもはじけんばかりだ。

「さ。最後はあたしね」

　ベルが、笑顔でアゼルに笑顔で手をさしのべる。

　その手を取って、アゼルはベルに身体を預けて抱きしめた。

「……ベルちゃん、ちょっと苦しいかもしれないけど、ごめんなさい。でもこれで、あの箒を起爆できるから。これは私の独どく断だん……他の魔王から狙われるのは私だけでいい」

「ま、そこはどーでもいいって言ったでしょ。そんなことよりさ―――」

「うん」

「アゼルは、どこにいるのかしら？」

　その言葉に、アゼルはきょとんとした表情を浮かべた。

「あの、ベル……？　それはどういう意味……」

「言ったまんまよ。アゼルを返してって言ってんの」

　はじけるように、アゼルが背後に飛びすさる。そして目を細め、声色は変わらぬままにしかし、口調だけを変えて言った。

「―――いつから気づいていた」

「最初から」

「最初……!?」

「そうよ？　あんた、アンゼロット宮殿を襲ったでしょ？　その時の映像を見た時から気づいていたわ。ま、確信が持てたのはついさっきだけど」

「ば、馬鹿な！　僕のコピー能力は完かん璧ぺきだったはずだ！　声や容姿はもちろん、能力にいたるまで完全に写し取っていたはず……！」

「ふーん、それがあんたの能力？　なるほど、あんたのご主人様にそっくりの力ね。他人の能力を使って誇るとか―――しょぼいわ。しょぼすぎる」

　アゼルは、いや、アゼルの姿をとったそれは、ベルの言葉に反論した。

「ふん、ちがうな」

「ちがう？」

「そうさ。我が能力がメイオルティス様に似ているのではなく、僕を取り込んだことによってあの方は他人の力をコピーする能力を手に入れたのさ。すなわち！　こと、この能力に限って言えば、僕はあの方よりも優すぐれている」

「へえ」

「―――目視！　目視するだけで相手の能力と記憶、容姿、声……！　そのすべてを完璧に我がものとできるのだ。それがこの僕、セオキルスの力！　そして僕に与えられたもうひとつ力は―――知略！　この計画を練った段階でも一・二三％は正体を見破られる可能性はあった。だが、至るべき結果は変わらない。お前がオーディン・スフィアをもって世界を滅ぼそうとするかぎり、僕の勝利は一〇〇％確定しているとの計算結果が出ている」

「あんた、セリフ長すぎ。……それにその力、どこが完璧なのよ」

「……!?」

「いいわ、教えてあげる。どうしてあたしが、あんたが偽にせ物ものだって気づいたかをね」

　そう言って、ベルは指を三本立てて見せる。

「感じた違和感は三つ。ひとつめは、あんたが完璧にコピーしたっていうアゼルの能力」

「……それが？」

「アゼルの能力はね、裏界最高位の魔王ルー＝サイファーが作ったもの。その力はアゼル自身が制御できる類たぐいのものじゃない。吸収したプラーナはアゼルの意志に関係なく、ルーに送られるの。オーディン・スフィアに送るなんて改変、できるわけがないわ。ルー自身がそう設定しなおさない限りね」

「では、そのルーとやらがこの件に絡んでいたとは思わなかったのかい？」

「疑ったわよ？　でも、この件にルー＝サイファーが絡んでいないことは確認済み」

「……ならば偉大なるメイオルティス様が、能力の改変をしたとは思わ……」

「無理ね。ルー……いいえ、正確にはシャイマールってのはね、あたしやメイオルティスの上位にあった神。上位の神が作った能力に、下位のメイオがアクセスできると思ってんの？」

「……」

「それにね、前にメイオがアゼルを吸収した時、プラーナの吸収能力をルーに止められて……あいつはそれを回復することができなかった。メイオがその能力の設定を変えることができない決定的な証拠」

「……残りふたつの違和感とは？」

「残るふたつは些さ細さいなことよ。でも、複ふく数すう重かさなれば無視できなくなる」

「些細な……こと？」

「違和感のふたつめ。アゼルは自分のことを〝私〟ではなく〝わたし〟って呼ぶのよね」

「は……？」

　セオキルスは、言われた意味がわからなかった。

　そのふたつに、どんなちがいがあるというのか。

「なんていうの？　〝私〟ってのは少しこうニュアンスが堅かたくて……〝わたし〟だとちょっと柔やわらかくなるっていうか……こう、その―――言ってる意味、わかるかしら」

「わかるかっ!?」

　セオキルスは、思わず声を荒あらげてツッコんだ。

　それは本当に些細なことだった。

　しかしアゼルにずっと接し続けてきたベルにとって、それはれっきとした違いだ。

「そして最後のひとつ―――アゼルはあたしを〝ベル〟って呼び捨てにするの。世界広しといえども、あたしを〝ベルちゃん〟なんてなめた呼び方するのはメイオだけよ」

　びしりと指を突きつけて、ベルが言い放つ。

「ま、またそんなくだらない……っ」

「あたしの仲間にすごく性格の悪いのがいてね？　そいつから前に習ったことがあんのよね。口論して劣れつ勢せいに追い込まれた時、黙りこんではダメだ。より多くの言葉を交わし、相手の失言を引き出せ―――ってね」

「では、先ほどまでだまされたふりをしていたのは……」

「そ。あんたが、あたしを〝ベルちゃん〟とか呼ぶのを待ってただけ。確認したくてね」

　セオキルスは納得できないとばかりに、低く呻うめいた。

「た、たったそれだけのことで―――……」

「言ったでしょ？　小さな違和感も三つ集まれば確信に変わる」

「だが……っ！」

　口元に狂きよう喜きの笑みを浮かべ、ベルを指さす。

「だが、もはや遅い……！　見ろ！」

　セオキルスの視線に釣つられて空を仰げば、そこには臨りん界かい点てんに達して紅い光を放ち始めたオーディン・スフィアの巨体がある。

　凜りんとした表情のままではあったが―――ふらり、ベルの身体が揺ゆれる。

「は、ははは！　わかるぞ、ベール＝ゼファー！　もはや、貴様の身体に残るプラーナもごくわずか！　オーディン・スフィア起爆ののちに、ろくに抵抗できぬ貴様をメイオルティス様の元に連れて行く……！」

「ふうん？　オーディン・スフィアに必要なプラーナは集まった……そういうこと？」

「そのとおり！　くやしいか？　貴様が立てた計画はこのセオキルスが利用してや……！」

「遠えん慮りよしなくていいのよ？」

「は？」

　再び、ベール＝ゼファーの言葉にセオキルスが戸と惑まどう。

　見れば、プラーナを奪われながらも眼前に立つベルは微笑んでいた。

　不ふ遜そんに、傲ごう然ぜんと、女王の風ふう格かくを持って。

　それはまちがっても敗者が浮かべる表情ではない。

「遠慮しないで……もっと持っていきなさいって言ってんのよ……っ！」

　―――咆ほう哮こう。

　同時に、ベルの身体から光の粒りゆう子しが噴き上がった。

　それは、莫大な量のプラーナが放つ輝き―――尋じん常じようならざる量のプラーナが周囲の空間に放出され、そのすべてがアゼル……いや、セオキルスの身体へと流れ込む。

「……っ!?　こ、こいつ……どこにこれほどのプラーナを……っ！」

「ふん、教えてあげましょうか？」

　光の中、シルエットとなって見えるベルの小さな身体が、ぎしりと軋みをあげた。

　はっきりとは直視できない―――しかし、その肩は大人のように張り出し、子供のようだった四肢が軋む音と共にゆっくり伸びゆく。

「う、く……！」

　甘美とも、苦く悶もんとも取れる声。

　腰は引き締まってそのラインはくびれ、どこまでも続く平原のようだった胸も大きく隆りゆう起きする。髪は伸び、大きかった目が細まり、体つきも大人のそれへと変貌を遂げた。

「貴様、な、なにを……っ」

「……裏界との回かい廊ろうを開いた。あたしのプラーナは、その大半が裏界にあるのよ。これがどういうことか、わかる？」

　彼女の身体からほとばしる光の奔ほん流りゆうは止まらない。

　無限にも思えるプラーナはセオキルスを介し―――そのすべてがオーディン・スフィアへと流れ込む。そこにいたって、彼は気づいた。




〝オォオオオオオオオオォォオオン……っ〟




　オーディン・スフィアが嘆なげくような咆哮をあげた。

　それはキャパシティの限界を超えて注ぎ込まれるプラーナに、オーディン・スフィアが奏かなでる悲鳴。さながら、破裂直前の風船のようなもの―――。

「馬鹿な……っ、ベール＝ゼファー……！　このままではプラーナのオーバーロードでオーディン・スフィアが自じ壊かいするぞ……!?」

「だから？」

「だ、だからって……貴様、あれを使ってこの世界を崩ほう壊かいさせる計画では……！」

「けちがついたから、もういい」

「!?」

　そのあまりに適当すぎる発言に、セオキルスの思考は混乱の極地へ―――。

「い、いやっ……か、仮に起爆はできずとも、あの大きさのものが地表へと落ちれば……！」

「ご心配なく―――……赤羽くれは！」

　ベルが、くれはの名を呼ぶ。

　同時に、ベルの立つ位置を起点に巨大な魔ま方ほう陣じんが瞬時に展開、その輪りん郭かくが街まち並なみを薙なぐように、波は紋もんのように―――円形に広がっていく。

　それはオーディン・スフィアのさらなる上空にも現出、この巨大な卵を挟み込む形で直径一〇〇キロメートルを越えるほどに展開した。

「この魔法陣……！」

「そ。空間転移の魔法陣よ。前にアンゼロットが使ったのを見たことあんのよね」

　ベルの声と共に、周囲の風景が白く爆ぜる。

　両者が再び周囲に風景を取り戻した時―――そこは、どこかの海上だった。

　周囲三六〇度……水平線の彼方かなたには陸地の影ひとつ見ることはできない。

　メキリ……っ、異い音おんが鳴った。

　上空に横たわる黒き卵に無数の亀き裂れつが走り、光が漏れる。

　そして一瞬の沈黙ののち―――天を揺るがすほどの轟ごう音おんと共に自壊が始まった。

　卵は三つほどの巨大な塊かたまりに割かれて浮ふ力りよくを失い、ゆっくりと海上を目指す。同時に雨のように降り注ぐ無数の小しよう片へんが、太平洋の海に次々と水柱を噴き上げた。

　あれ狂う飛ひ沫まつとしぶきが、全周からベルとセオキルスの身体を打ちつける―――。




　そのフィナーレは壮大な光景だった。




　ゆっくりと海上に達した全長二～三〇キロほどの巨大な塊が作り出したものは、もはや水柱と呼ぶにはあまりに巨大すぎるもの。そこを起点に海上に生み出された三つの波紋は互いに干かん渉しようし、激しくぶつかりあい―――幾いく重えもの白波を作って世界中に広がっていく。

「……あーらら。陸は見えないけど……きっと沿えん岸がん諸しよ国こくは大だい惨さん事じね」

　お気楽に言う。

「ま、どうせウィザードどもがなんとかするんでしょうけどね」

　セオキルスは愕がく然ぜんとした。

　この魔王は、なんと適当な奴なのだ。

　ちゃんと考えれば、うまくやれば、これだけで世界を壊すのは造作もないことだ！

　それを……けちがついたからもういい？

　この光景を見てお気楽に楽しんでいるだけ……っ。

　……い、意味がわからない……！

「意味はあるわよ？」

　セオキルスの表情から思考を読み取り、ベルは質問無き質問に答えを返した。

　周囲の光景に見入っていたセオキルスが、愕然としたままゆっくりと振り返る。

「あんたさ、さっき自分は一〇〇％勝利する、って言ったわよね？」

「そ、そうだ。僕の計算は完璧……っ、それによれば……っ………」

　と、言いかけ、なにかに気づいて小さく呻く。

「そういうこと。あたしが『オーディン・スフィアをもって世界を滅ぼそうとするかぎり、勝利は一〇〇％』―――じゃ、そのオーディン・スフィアがなくなれば？」

「……！」

　瞬時に計算を繰り返し、セオキルスはその答えを知った。

　三度、検けん算ざんした。

　しかし、得られる解答にちがいはなかった。

　その絶望の表情をもって、ベルはおのれの質問に対する回答を確信し、満足した。

「じゃね―――……」

　ベルが、ゆっくりと両手を突き出し……囁いた。




「……《ヴァニティ・ワールド》」





　　８．魔王の休日




「ぜんぜんだめです、大魔王ベル」

　リオンの笑顔と言葉が、今日もベルの薄い胸に突き刺さった。

　干し柿から、無事に元の華か麗れいな姿に戻ったリオンに対し、ベルは猛然と反発した。

「な、なんでよリオンっ!?　あたしのいったいどこがダメだってのよ!?」

「すべてです」

　再び、全否定だった。

「すべてです」

「二回言うなっ!?」

「この短期間のうちに連続四回の計画失敗―――新記録ですね」

「…………い、いやさ？　でも最後のはしょーがなくない？　メイオの奴がちょっかいさえ出してこなければ、あんなことにはなんなか……」

「むしろ、その最後が問題なのです」

「なんでよ」

「世界を滅ぼすどころか……冥魔がもたらした危機より世界を救ってどうしますか」

　ベルは、リオンを見据えて三秒沈黙したのちに言った。

「……あれ？」

　そんな大魔王の素すの反応にリオンの腰がくだけた。

「さすがは大魔王。その反応は書物にも書いていません―――……」

　皮ひ肉にくではなかった。

　リオンの魂たましいが、慟どう哭こくしていた。

「あ、あの、ふたりとも―――」

　ベルとリオンの間に、どこか頼りなさげな声が割って入る。

　アゼルだ。

　事件が終わり、アゼルが見つけ出されるまでにそう時間はかからなかった。

　セオキルスは、アゼルを眠らせた状態で狭きよう界かいの片隅に隠していたのだ。

　とあれば、復活を遂げたリオンがその位置を特定することは造作もない。

「あの、今回も……その、ありがとう」

　おずおずと礼を述べる。

　その反応に、ベルがどこか怒りを込めた笑顔で―――ぽん、とアゼルの肩を叩いた。

「あんたね……敵にさらわれる魔王って……どんだけヒロインなのよ……」

「……ご、ごめんなさい」

「お願いだからさ、もっと魔王としての自覚を持ってくれる？」

「……は、はい」

　おどおどと、アゼルは視線をさまよわせる。

　だめだ、どうにも頼りない―――アゼルの反応を見て、ベルは再びため息。

　落らく胆たんするベルの態度に、アゼルは「はっ」と我に返った。

　そうか、この態度がいけないんだ、と気づくに至る。

　両拳を固く握り、俯うつむくベルの顔を上うわ目め使づかいに見て……アゼルは決意の言葉を紡いだ。

「あ、その……でも大丈夫だから。次はさらわれないよう、がんばるから」

　……次もさらわれるシチュエーションが前提かい。

　そんな思考がベルの脳裏をよぎるが、もはやそこにツッコミを入れる気は失せていた。

　眉まゆをつり上げ、不機嫌な表情を見せたままにベルは言った。

「ま、いいわ―――さ、行くわよ」

　その言葉に、リオンとアゼルがぽかんとした顔を見せた。

「え、どこに……？」

　アゼルの疑問をしれっと無視し、ベルは足早に部屋の戸口へと向かう。

「い、いいから早くっ」

「は、はい……っ」

　ベルの怒声に身体をびくりと震わせ、アゼルがあとに続く。

　肩を怒らせ部屋を出て行くベルの姿を見送り……リオンはおもむろに書物を開いた。

　しばらく、該がい当とう項こう目もくを探し出そうと視線をさまよわせたのち―――その手を止める。

　そこに書かれた文字を見て、リオンはくすりと微笑んだ。

『ベルは、アゼルを温泉に連れて行く』

　書物には、ご丁寧にアゼルを温泉に入れる方法までが記されていた。

「（……アゼルが吸収するよりも大きなプラーナをベルが供給し続ける―――なるほど、それなら帯を解いたアゼルがお湯につかっても、温泉が消失したりはしませんね。……しかし、いったいどれだけのプラーナを使うことやら）」

「ちょっとリオンっ、なにしてんの！　今回はあんたも行くのっ」

　ベルが戸口よりひょこっと顔をのぞかせ、怒りにまかせて大声をあげた。

　その声に、ぱたんと書物を閉じて腰をあげる。

　そして、まるで年の離れた妹のわがままにつきあう姉のように……

「―――……はいはい」




　優しげに、リオンが言葉を返した。





大魔王は、世界滅亡の夢を見ちゃった　―FIN―













　超あとがき＋解説




　あなたは知っているだろうか。

　今、あなたが住むこの日常が、水面みなもに浮かぶ泡あわのように儚はかいものだということを。

　この世界は単なるコインの一面―――その裏に当たる世界〝裏り界かい〟には、伝説や神話、伝でん承しようでしかお目にかかることができない者たちが住んでいる。

　そんな常識の外にある彼ら……侵魔（エミュレイター）は、常に表の世界を狙っているのだ―――あなたは、それを知らねばならない。

　侵魔の中でも特に強大な力を持つ者は、特別な呼称をもって呼ばれることがある。

　そう、畏い敬けいの念を込めて……「魔ま王おう」、と。

　本書は、数あま多たの魔王の中にあって、裏界第二位の実力を誇ほこると言われる大魔王ベール＝ゼファーの物語だ。

　其そは空を舞う生物をあまねく統すべる蠅はえの女王―――邪悪にして残ざん酷こく、残ざん虐ぎやくにして冷れい酷こく、その魔力は他にくらぶる者が無きほどに強大で、人に害なす魔の象しよう徴ちよう。

　華きや奢しやな少女の姿を取って、その小悪魔のような微び笑しようは人を貶おとしめ、堕だ落らくさせ、ときめかせ、萌もえさせる。時に可か憐れんで、時にツンデレ、時にはぽんこつ、時には天然まっしぐら。世界滅めつ亡ぼう計画をいくつも立ててはその都つ度ど失敗、くやしがる姿がまたファンの心を和なごませ、笑わせ、愛でさせる。かわいそうな子を見る視線を向けられても、絶対に負けない不ふ屈くつの闘とう志しと忘却力にて正面突破、退ひかない、媚こびない、顧かえりみない。七年半前の初登場時に持っていた〝威い厳げん〟は遠き過去に置き去られ、今も変わらず持ち続けるのは土ど管かんのような体型と、どこまでも広がる大草原の小さな胸だ。魔王のくせに仲間思いにしか見えず、それを指摘した日にゃ照れて怒ってそっぽを向くのは毎度のこと―――。




　ベール＝ゼファーとは、そのようなおそるべき大魔王なのであ…………あ、あれ？




　　　　＊　＊　＊




　こほん、えー……気を取り直しまして。

　このベール＝ゼファー……愛称・ベルという奴やつは、もともとは七年半前（二〇〇九年九月現在）に発売された『ナイトウィザード』なるＴＲＰＧに登場したキャラクターだ。

　最初は、ゲーム用の単発シナリオに登場した〝単なるボスキャラ〟のひとりだったがその後、リプレイと呼ばれる記事に幾いく度ども登場し、キャラ立ちしてしまった実に幸運な（ある意味、邪悪な魔王としては不運な）人物である。




　アンソロジー第二弾となる本書では、原作のＴＲＰＧ……その中でも大魔王ベール＝ゼファーにスポットをあて、ベルが企たくらんだ世界滅亡計画に既き存ぞんのゲストキャラを登場させるというコンセプトで七〇ページ前後の短編を四本、収録している。

　それでは、簡単ながら（ネタバレしない程度に）それぞれを解説していこう！




●「赤羽くれはの事件簿」

『ナイトウィザード』ファンの方ならご存じ、藤ふじ原わら健けん市いち先生の一作。

　本短編のゲストとなるのはタイトルの通りに赤羽くれはと、藤原先生が執しつ筆ぴつされている『ナイトウィザード』のノベル『鏡かがみの迷めい宮きゆうのグランギニョル』『冥くらき迷宮のバーレスク』より亜あ門もん光こう明めい、そしてスクールメイズの管理人ヴィヴィ先生。

　とにかく、一読して思ったことはこれに尽きます。

「『ナイトウィザード』のルールブックとリプレイ……読み込んでるなあ……（笑）」

　キャラクタークラスのひとつである転てん生せい者しや……彼らが持つ〝遺い産さん〟に目をつけたり、ゲスト魔王にエリィ＝コルドンという渋しぶいところをチョイスしたり……なにより、描写の端はし々ばしに『ナイトウィザード』を思わせるいろいろがちりばめられており……（笑）。

　あと……ベルの扱いがうますぎます。ちょっと感動しました。特に冒ぼう頭とう（笑）。




●「世界の危機の中心で愛を食べる」

　昨年、エンターブレイン主催のえんため大賞授賞パーティー―――そこで編集さんから紹介されたあるひとりの御お方かたがおりました。それが本作の著者である佐さ藤とう了りよう先生！

　前々から、佐藤先生の書かれた著作『世界の危機はめくるめく！』というタイトルに、どこかかシンパシー（主に世界滅亡という部分）を感じていたわけですが……それはまちがってませんでした。氏も昔からＴＲＰＧのリプレイを読まれていた方でした（笑）。

　本短編のゲストとなるのは、『ナイトウィザードリプレイ　紅あかき月の巫み女こ』より真しん行ぎよう寺じ命みことと、緋ひ室むろ灯あかりが登場。本書の企画段階でちらり、バレンタインデーを題材にすると聞いて……「くる……これはくるな……」と思ってたら、見事に来ました緋室灯謹きん製せい・殺人チョコレート……っ。殺人料理と知りつつ、チョコをもらえないとどこかさびしい気分になるという真行寺命の切ない男心に萌えました、はい（笑）。




●「八番目の不思議」

　ＴＲＰＧファンなら知っているであろう、この御方……はせがわみやび先生の一作だ。

　最近では『ファイナルファンタジーⅪ』シリーズのノベルを手がけて有名だけど、やはり私きくたけにとっては、『新フォーチュン・クエスト リプレイ（電撃文庫）』シリーズを執筆した男……というのが忘れられなかったりするわけで（笑）。

　本作のゲストとなるキャラクターは、『ナイトウィザード』のコミックである『ヴァリアブルウィッチ』より藤ふじ原わら竜りゆう之の介すけと香か椎しい珠たま美み。胸がドキドキすると女になってしまうという苦難のウィザードのどんなドタバタ劇を描くのかと思っていたところ―――最初に読んで思わず、ぽつり。「い、いかんっ！　なんかいい話……いい話じゃないか!?」

　―――もちろん、褒ほめ言葉です、はい（笑）。




●「大魔王は、世界滅亡の夢を見ちゃった」

　えー、このふざけたタイトルの一編は、私きくたけの稚ち作さくにございます、はい。

　本短編でゲストとなるのは、〝荒こう廃はいの魔王〟アゼル＝イヴリス。登場するたびにベルにひどい目にあわされたり、敵にさらわれたりと遺い憾かんなくそのヒロインパワーを発揮する彼女……今回もやってくれます。

　あとチョイ役で、ファンブック『オペレーション・ケイオス』に登場した冥めい魔ま王おうメイオルティスさんも登場。『オペレーション・ケイオス』に付属するＣＤドラマを聞いていただけると、より本短編を楽しく読めますのでよろしくお願いします。

　追伸・今回もパールは悲ひ惨さんです。本当は、アゼルの無敵能力を奇き策さくで破って全員を驚きよう愕がくさせるかっこいいシーンがあったのにばっさりとカットされ……ただプラーナを吸われるためだけにラストバトルに連れてこられた悲惨な人に……。合掌。




　―――さてさて、紙面も残り少なくなってきた。

　そろそろシメに入るといたしましょう（笑）。




　まずは、このアンソロジーに参加してくださった三人の先生方にお礼をば。

　たいへん楽しゅうございました。ぜひぜひ、次の機会を作ってまた仕事でご一緒できれば幸いです。その時は、ぜひともご指導よろしくお願いいたします（笑）。

　そして、この夏に訪おとずれた「二ヶ月で関連書籍を六冊を出すっ」……という意味不明な私の地獄のスケジュールにつきあわせてしまった編集さんに陳謝を。

　さらには誰よりも、この本を手にとってくださった読者のみなさんに感謝を―――。

　これにて『ナイトウィザード・09年夏～秋の陣』は終わりを告げますが……なにをかくそうこのあと、『ナイトウィザード・冬の陣』が控えており―――すでにこのアンソロジーノベルと並行作業まっただ中です。

　この本が発売される頃にはいくつか発表されてるかもしれませんが、『ナイトウィザード』ならびに『セブン＝フォートレス』の今後にご期待くださいませ。





二〇〇九年九月某日　菊きく池ちたけし
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